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    【あらすじ】


    



    　旅芸人一座で奴隷のように働かされていたルカ・バルカはある日、エデン飛行船団の事故に遭遇し、空から墜おちてきた不思議な少女シルフィと出会う。なにかの予感に駆り立てられ、旅芸人一座を逃げ出して、スラム街でシルフィとの共同生活をはじめたルカだが、三年後、もともと身体の弱かったシルフィは路上で凍死してしまう。「ヴィヴィ・レインを見つけて」。ルカはシルフィの最さい期ごの願いを胸に、旅に出る。


    　五年後、十七歳になったルカは兵士となって戦場を巡っていた。第七次テラノーラ戦役において偶然、ガルメンディア王国王女ファニアに見いだされ近衛このえ兵となり、旧友の天才操縦士ミズキとも再会して、テラノーラ慈善同盟の聖都カルロビバリに進駐する。


    　同じころ、聖都上空を飛行していた飛行戦艦バルバロッサ内において、人造人間アステル・エアハートは魔法使いアナスタシアによって目を覚ました。最強の機械兵「ミカエル」に搭乗したアステルは聖都に降りたって王国軍総司令部を強襲、壊かい滅めつさせる。しかしアステルはミカエルに「ヴィヴィ・レインを連れてこい」と命じられ、強制的に機外へ射出される。


    　ルカとミズキは王女ファニアを救出し、アステルを拾い上げて、聖都から脱出する。ガルメンディア王国へ落ち延びようとする四人だが、追っ手によってちりぢりとなり、ルカは王女ファニアとふたりきりで敵中突破を試みることに。立ちはだかる幾多の困難を乗り越えるうち、ふたりの間にはいつしか深い絆が生まれていた。


    　卓越した機転と勇気により、第七次テラノーラ戦役そのものを勝利で終わらせることに成功し、無事に王女を本国へ送り返したルカだが、平民であるがゆえに王侯貴族から疎うとまれ、近衛連隊を追放されて、アステルと共に放浪の旅に出る。


    　城じよう塞さい都市ウルキオラにおいて旧友ジェミニと再会したルカは、ジェミニの策謀によって暴動の首謀者に仕立て上げられ、暴動鎮圧のために王国軍を率いてきた王女ファニアと再会する。戦闘による決着を避けるため、ファニアとルカはお互いに無言の意志を通わせ、ウルキオラの無血開城に成功する。代だい償しようは、ルカの命のみ……。


    　その夜、ルカの牢ろう獄ごくを訪れたファニアはルカを助けることを告げ、代わりに、いつの日か王国で革命を起こすことを要請する。ためらいののち、ファニアの覚悟を汲くみ取ったルカは約束を交わす。


    「いつかこの国で革命を起こす。きみにもう一度、会うために」。


    　仲間たちと共にウルキオラを脱出したルカは、ジェミニのつてを頼って神聖リヴァノヴァ帝国へ落ち延びることを決める。一方、ルカとの約束と口づけを敵対する大貴族に見られたファニアは苦しい立場に追い込まれることに……。
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    　　　　　　一章　命題


    



    　春先の強風が、中空高く舞い上がった人間たちを紙人形のように弄もてあそんでいた。


    　ソーマエンジンが轟とどろくたび、曲がらない角度に手足を折り曲げた人間たちが空へ打ち上げられ、風に弄ばれてから、ドル・ドラム軍兵士三千人の海原へと落ちていく。


    　軍服の海を割り、兵士を蹴け散らし、放り投げているのは、真っ白な機械兵だった。


    　随ずい伴はん歩兵も連れず、武器も持たず、単機。通常であればたちまち敵歩兵が機体に取り付き動きを封じるはずが、この機械兵は敵群のただなかを走っていた。


    　ドル・ドラム軍歩兵連隊長、ベニルバ中佐は隊形を整えるよう怒号を発した。しかし振り上げられる鋼鉄の足は、動きが速すぎて止められない。取り付こうとした兵士が蹴り上げられ、風に弄ばれる。ベニルバがいくら怒鳴ろうと、混乱から立ち直れない。


    　わずか二分前まで、ベニルバ率いるこの歩兵連隊は整然と隊形を保ち、ドル・ドラム軍四万五千の右翼を延伸すべく行軍していた。


    　するといきなり平原の斜面のむこうから砲撃が降り注いできた。現在ここアサイウス平原で対たい峙じしている敵、リヴァノヴァ帝国軍三万八千も翼の延伸を狙って連隊を派遣していたのだろう。周囲を落ち着かせ、戦闘隊形に移行させようとしたそのとき、この真っ白な機械兵が走り込んできて、たった一機で歩兵群のなかへ飛び込んできた。機械兵の合羽刷ステンシルはリヴァノヴァ帝国軍を示す白い龍。


    「落ち着けっ!!　膝ひざを破壊するんだっ!!」


    　曹そう長ちようから軍曹へ、ベニルバの命令が伝わっていく。しかし敵は機械兵に直撃するのも構わず平気で砲弾を撃ち込んでくる。どうやら軽い散弾筒を使っているらしく、機械兵に直撃しても中身の散弾が周囲へ散って兵士を殺傷するだけで、機械兵には影響がない。


    「くそっ、卑ひ怯きような真ま似ねを……!!」


    　ベニルバは憎悪をこめかみに映して斜面の背後を睨にらむ。恐らくどこかに隠れた観測手が、手信号かなにかを斜面の背後へ送って砲撃を誘導しているのだろう。敵砲兵のすがたは見えないというのに砲撃は実に正確だ。


    　──まさか、こいつらがあれか？


    　ベニルバの脳裏をイヤな予感がかすめる。二年前からはじまった帝国軍のウェイステッドランド侵攻作戦「ドル・ドラム戦役」において幾多の戦功をあげつづける「悪魔の連隊」。走行する機械兵と、異常に正確な砲撃は、噂うわさに聞く「ジェミニ連隊」の特徴ではないのか。


    　──だとすると、次に来るのは。


    　突然、ぴたりと砲撃がやんだ。不吉な予感がさらに爆はぜる。


    「隊列を乱すなっ!!」


    　味方を怒鳴りつけた次の瞬間、いきなり、畝うねの背後から敵騎兵が出現した。


    　四列縦陣の突撃隊形。帝国軍を示す純白の兵装。白銀の稲妻さながら、騎兵はドル・ドラム歩兵群を鈎かぎ裂ざきにした。


    　さらなる人間の飛ひ沫まつが噴き上がる。機械兵が穿うがった穴を、騎兵が拡大する。この混乱はもはや収拾がつかない。退却を号令しようとしたベニルバはしかし、歩兵群を突き破った騎兵たちがこちらの退路を遮断するよう機動するのを視認する。


    「悪魔め」


    　呟つぶやいた刹せつ那な、斜面の稜りよう線せんから喚かん声せいが届く。つづけて純白の兵装に身を固めた帝国軍歩兵およそ一千が高波となり、銃剣をきらめかせて突撃してくる。


    　敵陣を砲兵で痛めつけ、機械兵が穴をあけ、騎兵が穴を押し広げてから、広げた穴へ歩兵を突っ込み浸透させる。水流さながら淀よどみない四兵へい科かの連係戦術。


    　ベニルバは人生の終しゆう焉えんを感じ取った。


    　もう味方の混乱を収拾することを諦あきらめ、自みずから剣を引き抜き、斜面を駆け下りてくる白い歩兵たちを睨み据すえる。


    　そのとき──帝国歩兵の背後、稜線の上に二騎、将校らしい軍装を認めた。


    　ひとりは白馬にまたがった純白の兵装、その隣は黒馬にまたがった、帝国軍であるにもかかわらず黒マントに黒い軍装。


    　白と黒。


    　連隊長ジェミニと、副官ルカ・バルカと見て間違いあるまい。


    　帝国本土はもちろん、いまやウェイステッドランドにも勇名を馳はせるふたりの騎影が、ベニルバの眼に最さい期ごに映った光景だった。


    　胸に突き立った銃剣と、蒼そう穹きゆうを濡らす血流が、ジェミニとルカを塗りつぶした。喚かん声せいが遠のき、地へ仰あお向むけに倒れ込んだベニルバの眼に、もう空は映っていなかった。


    



    「幸さい先さき良いね」


    　ジェミニは呟つぶやきながら、壊かい滅めつした敵陣跡へ白馬を歩ませる。そこかしこ散らばる亡なき骸がらは九割方、ドル・ドラム軍の茶褐色の軍服に身を包んでいた。


    「ミズキこえーな。いつもながら」


    　その傍かたわら、黒馬の手た綱づなを握ったルカは呆あきれ顔でミズキの操縦するアクリエル型機械兵を見やる。いまのはほとんどミズキのおかげで勝ったような戦闘だ。


    「丘、登ろうか」


    　ジェミニに促うながされ、ルカは間近にある高さ五十メートルほどの丘を目指した。この丘が欲しくて戦闘し、勝った。勝者の特権は、丘の上からの良好な眺望だ。


    「ふむ。なかなか面白いことになっている」


    　遠眼鏡とおめがねを当てて彼方かなたの戦況を眺め渡すジェミニの傍らへ、少し遅れてルカも並んだ。


    「へえ。こりゃいいや」


    「いま倒した敵部隊は、敵の右翼の先端だったようだね」


    　ルカとジェミニのいる丘は、敵軍全体を横合いから眺める位置にあった。


    　平原の起き伏ふくと灰色の霞のむこう、ドル・ドラム野戦軍がこちらに脇わき腹を晒さらして展開していた。二十数個に分かれた各兵団が、緑の平地に幾き何か学がく的な文様を描きつつ、ある兵団は前進し、ある兵団は静止して、その狭はざ間まに時折、砲弾の着弾らしき土煙が上がっている。


    　前線ではすでに、リヴァノヴァ帝国軍主隊との戦闘がはじまっていた。両軍ともに鳥が翼を広げるように横へ広く展開しており、ちょうど真ん中と真ん中がぶつかっているかたちだ。


    「さっさと動こうぜ。このまま進めば、敵の右翼のうしろに回り込める」


    　うふふふ、とジェミニはいやらしく笑って、


    「これはまた、たんまりと恩おん寵ちよう金をいただけるね」


    　ルカも頬ほおを緩め、


    「だな。馬も荷馬車も砲弾も買える」


    「いざ行こう、我らの富と栄誉のために」


    　ジェミニの号令一下、ジェミニ連隊は整然と行軍隊形を取り、勇ゆう躍やく、敵の背後を目指して前進を開始した。ルカも配下の野戦砲隊に丘を迂う回かいさせ、最短ルートで連隊に付き従う。翼側包囲がうまくいけば、会戦は今日一日で決着がつくだろう……。


    



    　ステファノ歴一七九二年、三月二十五日、ウェイステッドランド・アサイウス近郊──。


    



    　ルカとアステルがウルキオラ暴動に巻き込まれ、処刑寸前のところでジェミニらと共にガルメンディア王国を逃げ出して、およそ三年が経っていた。


    　あのあと──。


    　ルカたちは王国軍の追跡を受けながらも夜や陰いんに乗じてバール川を渡ってゼノビア都市連合に入り、ジェミニの知ち己きの商人を通じて神聖リヴァノヴァ帝国の大貴族、ガブリイル・メルクロヴァ伯爵との接触に成功した。おりしも一七八九年十二月、ウェイステッドランドにおいて近代軍制を取り入れたドル・ドラム王国軍がリヴァノヴァ帝国東方の辺境を脅おびやかしていて、皇帝アリヴィアン四世は「ドル・ドラム戦役」を企き図とし貴族諸侯へ兵の動員を命じていた。


    　リヴァノヴァ帝国では通常、爵位を持つ貴族は自費で自みずからの「連隊」を保有しており、戦時にあっては自ら連隊を率いてこうした戦役に参加する。「帝国軍」の内実は、貴族諸侯の各連隊と皇帝の近衛このえ連隊の寄り合い所帯だ。しかし貴族のなかには過酷な戦役に自らが参加することを渋るものや、連隊を維持できずに手放してしまったものも多くいて、そうした貴族が選択するのが軍事力の外注、すなわち傭よう兵へい隊への業務委託であった。


    　ガブリイル伯とジェミニの謁えつ見けんの詳細がどんなものであったのか、ルカは知らない。ジェミニも教えてくれない。ただ、ガブリイル伯は一度会っただけのジェミニを非常に高く評価して兵の徴ちよう募ぼに必要なカネを手配してくれた。ジェミニはガブリイル伯の領地管理人の協力を得て、領内の街や村から健康な若者を八百名ほど徴集し、短期間にこれらの新兵に猛訓練を課して、一七九○年三月、ガブリイル伯の代理人としてジェミニが連隊長となり「第一次ドル・ドラム戦役」を迎えた。


    　第三十二独立混成連隊。


    　それがジェミニ率いるこの連隊の、帝国軍における正式名称だった。


    　しかし、約半年に及んだ第一次ドル・ドラム戦役がノヴァロック城じよう塞さい包囲戦からの撤兵で終しゆう焉えんを迎えたとき、帝国民はこの連隊を「ジェミニ連隊」と呼んで拍手喝かつ采さいを浴びせた。


    　ジェミニ連隊は常に最前線を行くにもかかわらず、一度も潰かい走そうしなかった。幾度も優勢な敵に遭遇し、何度となく包囲され、主隊との連絡線を断たれても、恐ろしいほどの粘り強さで敵の攻撃を耐え忍び、味方の到着を待って反撃に転じた。


    　歩兵、騎兵、砲兵、そして機械兵。ジェミニ連隊を構成する四兵へい科かは小規模ながら、いずれ劣らず精強だった。歩兵隊長ガヴー、騎兵隊長メルヴィル、砲兵隊長ルカ、機械兵隊長ミズキ。四人の隊長は行軍中であれど訓練を怠おこたらず、兵の練度と結束を高めつづけた。


    　総員一千名前後の連隊が、歩・騎・砲・機、四兵科を混成させるのは異例だった。通常は歩兵連隊、騎兵連隊、砲兵連隊……と兵へい科かごとに連隊を組み、演習も兵科ごとに別々に行うのだが、ルカは小規模部隊の混成であることを逆に利用し、四兵科合同の演習をしつこいくらいに繰り返した。


    　その結果、戦闘になれば四兵科があたかも一個の生物のごとく機動し、敵を圧倒した。


    　可能な限り軽量化し機動性を高めた砲兵は敵砲兵に対して常に有利な位置を占め、正確な弾道計算を以もつて敵火力の無力化に専念する。砲兵支援を受けた機械兵が敵陣を混乱させ、騎兵襲撃と同時に砲撃を終了。とどめは歩兵に任せる。口でいうのは簡単だが、わずか一個連隊がこの一連の作業を完かん遂すいするのは尋じん常じようでなかった。「悪魔の連隊」の二つ名はまたたくまに、ドル・ドラム軍へ伝でん播ぱしていった。


    　しかし常に軍の先せん鋒ぽうを行くジェミニ連隊は、敵の前ぜん哨しよう部隊と不意の遭遇戦に陥おちいることが多く、運が悪いと五倍以上の敵兵に包囲された状態から戦闘をはじめねばならないこともあった。こうした絶体絶命の状況において、何度も連隊を救ってきたのがアステルだった。


    　絶対に負けられない局地戦に投下され、稲妻さながら敵兵を駆逐するエデンの先進兵器アーク、アステル・エアハートの名前は、この第一次ドル・ドラム戦役によって帝国中に鳴り響いた。天使と見まがう可か憐れんな容姿と、単騎で大軍と渡り合う古いにしえの豪傑じみた戦闘力、しかもなぜか歌まで異常にうまい。アステルは従軍作家によって「戦場の天使」との二つ名を付けられ、戦意高こう揚ようのため新聞各社がおおげさに報道したこともあいまって、帝国内では知らぬもののないほどの人気者となった。


    　第一次ドル・ドラム戦役が終わったのち、ジェミニ連隊は占領地クンガラートに駐ちゆう屯とんして冬を越えた。ジェミニ連隊の評判を聞いて、行く当てのない貴族の次男や三男、野心を抱いて農村を逃げ出した若者たちが大勢クンガラートに集まり、ルカたちは志願兵をふるいにかけて、見込みのありそうなものを連隊に迎え入れ、また厳しい訓練を課した。


    　翌年の春、第二次ドル・ドラム戦役が勃ぼつ発ぱつ。


    　ジェミニ連隊は再び帝国の先鋒として過酷な戦闘に身をさらし、大勢の犠ぎ牲せいを出しながらも自由都市アサイウスを攻略する大戦果をあげた。しかし損そん耗もうが大きかったためそののちの戦役には参加せず、帝国軍はまたしてもドル・ドラム軍の一大拠点であるノヴァロック城じよう塞さいを攻略できず、第二次ドル・ドラム戦役は終しゆう焉えんを迎える。


    　ジェミニ連隊はそのままアサイウスに留まって、連隊兵を千八百名まで拡充し、さらに一年が経った一七九二年三月、こうして第三次ドル・ドラム戦役の初戦を迎えていた。のちにいう「アサイウス会戦」──帝国軍三万八千とドル・ドラム軍四万五千がアサイウス平原で対たい峙じした戦いである。


    



    「おいおい、こりゃまたおれたち、大戦果だな」


    　いま、敵の右翼後方へ回り込んだジェミニ連隊は、遮さえぎるものもないまま敵中央部を目がけ突進していく。徹底的に砲兵の軽量化を図ったジェミニ連隊だからこその機動力。上機嫌なルカに、ジェミニも答える。


    「司令部の偉いさん、まだ気づかないみたいね。早く気づいてほしいけど」


    　こちらの動きが速すぎて、帝国軍総司令部はジェミニ連隊が敵後方へ回り込んだことに気づいていないらしく、戦線に動きがない。敵軍はジェミニ連隊に気づき、慌てて一部の兵団をこちらへ派遣してくる。


    「来るぜ。もうひと踏ん張りだな」


    　右翼を構成していた敵連隊が、こちらへ旋回してくるのが見て取れた。ルカはぺろりと口の端はを舐なめ、さらなる戦闘に備えた。


    　総司令部が早く気づいてくれると、余計な犠ぎ牲せいを出さずに済むのだが……。


    「頼むぜプラトーン、皇太子におべんちゃら使ってないで、ちゃんとこっち見てろよ」


    　ここからでは見えない、三キロメートルほど彼方かなたの司令部に鎮座しているであろう世渡り上手な参謀長へ、ルカは揶や揄ゆをこめて呼びかけた。


    



    　†††


    



    　神聖リヴァノヴァ帝国軍中央、小高い丘の中腹にひときわ豪ごう奢しやな純白の軍服に身を包んだ一団が居並んでいた。いずれも仰ぎよう々ぎようしすぎるほど羽根飾りや金モール、数々の勲章で飾り立てた老齢の高級将校たちだが、その中央、白馬にまたがった長身の青年は神々しいくらいの光輝を発して眼前の戦闘を見み据すえていた。


    「いかなる舞台演劇も、この笑劇フアルスには及ぶまい」


    　絶え間ない砲声と銃声、馬のいななきと人間の喚かん声せいを土煙越しに観賞しながら、青年はなんの感情もない口調でそう言う。


    「膨ぼう大だいな時間、カネ、労力、生命。すべてがいまこの一地点に圧縮して投下され、浪費される。実に愚かしく美しい。どれだけ観賞しても飽きることがない」


    　非難でも揶揄でも自じ嘲ちようでもなく、青年はただ素直におのれの内面からにじみ出るものを言葉に変換する。


    　これまで日の光を浴びたことがあるのか訝いぶかしくなるほど白い肌に、太陽を梳すいたような金の髪、一切の不純物を含まない蒼氷色の瞳。純金の装飾や縁取りに彩られた純白の将校服に身を包み、微細な箇所まで抜かりなく磨き抜かれたこの青年──神聖リヴァノヴァ帝国皇位継承権一位、ヴラドレン皇太子は砲煙と硝しよう煙えんのさなかへ泰たい然ぜんと視線を送り、銃火のなかで死にゆく敵味方の兵士たちを無表情に見やるのみ。楽しんでもいず、興奮してもいず、退屈している様子もなく。


    　ただ、いまここに存在している。


    　それ以上でも以下でもない。


    　しかし鞍あん上じようにいるだけで生まれついた威光が質量を帯び、清澄な神気じみたものが皇太子の輪りん郭かくから立ち上る。
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    「この大規模な破壊行為を観賞していると奇妙な高こう揚ようを覚える。人類が戦争をやめられぬ理由の一端が、この高揚であろう。悲しいかな、人間は本来的に破壊と慈悲を併せ持つ存在だ。破壊を希求する本来の性質から目を背そむけたなら、戦争の本質を見誤るであろう」


    　皇太子の哲学的な独り言へ、その傍かたわらに居並んだ老将、プラトーン・コノノフ元げん帥すいが応える。


    「さすがは殿下、初うい陣じんでありながらいきなりそこを見抜かれるとは感服いたしました」


    　あからさまなお世辞に、ヴラドレン皇太子は頷うなずきさえ返すことなく、


    「原始的な無秩序のようで、幾き何か学がく的な様式もある。野蛮、理性、残酷さと文化的洗練……。人間のあらゆる性質がいまこの戦場に具象化され華ひらいていると捉とらえたなら、観賞の趣おもむきも異なってくる」


    「さすが殿下、詩情にあふれた鋭いご指摘であります」


    「だがこの笑劇フアルスも早、終幕か。短いものだな」


    　訳知り顔でそう告げるヴラドレンに、プラトーンはどう返答したものか迷う。会戦ははじまったばかり、恐らくあと七、八時間はこの地で戦いをつづけねばならないのだが、なにをどう見て「もう終わり」だと思っているのか。


    「仰おつしやるとおり。古いにしえの戦いとは異なり、現在の決戦は一日で決着がつくものです」


    　かろうじて当たり障りのない答えをひねり出す。皇太子は突然、彼方かなたを指さした。


    「あそこから敵陣は崩れるであろう」


    「……？」


    　皇太子が指さしたのは、敵ドル・ドラム野戦軍の右翼にあたる方向だった。プラトーンが目を凝こらすと、平原の起き伏ふくに遮さえぎられながら、茶褐色の軍服を着た敵兵団が複数折り重なって、分厚い陣容を保っていた。


    「さすが殿下、一いち瞥べつしただけで重要な方面に気づかれるとは、感服いたしました。これから我が軍と衝突がはじまれば、あちらから崩れることも充分に考えられます」


    　言葉を選びながらやんわり皇太子の指摘を受け流す。だが今日はじめて戦場に立った皇太子は、じいっと右翼の彼方を望遠して再び感情のない言葉を紡つむぐ。


    「あちらの敵兵は怯おびえておる」


    「……？」


    「陣形を保ってはいる。であるが、兵列の狭はざ間まに紫がかった濛もう気きが立ち上っておる。あれは人間の恐怖が空間に投影されたものにほかならぬ。ここからでは見えぬが、霞のむこうになにかがおるぞ」


    　いつもながら、この哲学者気取りのイカレ野郎の相手は疲れる。戦争の指揮よりも、この皇太子の相手で疲れ果てる始末だ。しかしどれほどに奇き矯きような人間だろうと東方軍──正式名称リヴァノヴァ帝国ウェイステッドランド方面軍──総司令官だ。応対には細心の注意を払わねば、こちらの地位が危うくなる。プラトーンは辟へき易えきとした内心をまなじりの皺しわに押し隠し、再び言葉を吟ぎん味みする。


    「さすが殿下、人間の目には見えぬものも殿下の慧けい眼がんからは逃れられませぬな。あと三時間もすれば敵の怯えは全軍に伝でん播ぱして、勝機が目に見えて現れましょうぞ」


    「おぬしはなにを言っておるのだ？」


    　こちらの台詞せりふだバカ皇子。という言葉を呑のみ込み、プラトーンはしおらしく頭こうべを垂れ、ヴラドレンの言葉を待つ。


    「遠眼鏡とおめがねを当てて見よ。彼方に砂さ塵じんがあがっておる。敵兵の動揺は、あの砂塵によるものだ」


    　ヴラドレンは敵軍の右翼のさらに後方を指さす。そう言う本人は遠眼鏡を持たず、肉眼で遠方を注視するのみ。仕方なくプラトーンは自分の遠眼鏡を右目に当てて、皇太子の示す方角へむけてみた。


    　なるほど確かに、平原の起伏のむこう、敵右翼後方に砂塵があがっている。敵兵団が移動しているにしてはおかしい。延翼のためならば右翼の先端にむかって砂塵が移動するはずだが、示された砂塵は右翼の付け根、すなわち敵中央へまっしぐらに移動している……。


    　まさか。


    「味方……？」


    　だがしかし、まだ開戦から一時間も経っていない。この短時間に敵陣を突破して後こう背はいへ回り込む火力と機動力を併せ持った兵団など、我が軍には……。


    　──いる。


    「ジェミニ連隊……！」


    　わずか一千八百名の傭よう兵へい集団でありながら、第一次、第二次ドル・ドラム戦役において輝かしい戦功をあげつづけた「奇跡の連隊」。その名声はリヴァノヴァ帝国はおろかウェイステッドランド全域に鳴り響いている。


    「あれがジェミニ連隊であるか。なるほど、あの砂さ塵じんからはただならぬ光彩が放たれておる。して、あの単独行動は是であるか、否であるか」


    「……これ以上望むべくもない戦術機動であります。敵陣は右翼から崩れるでしょう……」


    　後背に回り込まれた右翼の敵兵団の一部が、ゆっくりと旋回をはじめた。敵中央の背後に控えていた予備部隊も慌てて右翼の援軍へむかう。こうなればこちらの左翼は攻勢をかけられるし、敵の中央が手薄になる。


    　決勝点が、現出する。


    　プラトーンは戦線中央のやや右より、堡ほう塁るいで守られた野戦砲陣地を指さして説明する。


    「いま最も手薄かつ重要なのはあの地点です。あそこを突破したなら、敵軍は大きくふたつに分断され、こちらは切り分けた敵を各個撃破し、ほどなく勝利を得るでしょう」


    「ふむ。呆気あつけないものだな」


    　ヴラドレンの超然とした無表情が、プラトーンには癪しやくに障る。初うい陣じんでこんな会戦を見てしまったらそうした感想を抱くのも無理からぬことだろうが、普通、これほどうまくはいかないのだ。何時間も砲撃下での歩兵同士の根比べをつづけ、陽動で敵を幻惑し、大勢の兵士の犠ぎ牲せい的精神を以もつて少しずつ戦線を押し上げ拠点を確保し、敵司令官との複雑な心理的駆け引きを経たのちようやく戦場に現れ出るのが決勝点だ。開戦から一時間で敵の後方へ回り込むジェミニ連隊が異常すぎる。


    「殿下の威光の賜たま物ものというもの。御前であるからこそ、兵士たちも奮い立ち、この完勝に繋つながったのです」


    　絶え間なくお追つい従しようを述べながら、プラトーンはその合間に伝令将校を飛ばし、砲兵連隊に砲撃目標を伝え、近隣の歩兵連隊、騎兵連隊に決勝点を目がけて進発を命じた。待機していた予備隊も動き出し、戦場へ軍楽隊の調べが折り重なる。


    「ジェミニとはいかなる男か」


    　会戦はにわかに最終局面を迎えようというのに、ヴラドレンは彼方かなたの砂塵から目を離さず、なぜかいまそんなことを問うてくる。


    「傭兵であるため出自までは存じません。ただ礼節をわきまえており、軍学の知識もかなりのものであるため、元は貴族であろうかと」


    「会おう。この目で見定める」


    「御意のままに」


    　うやうやしく頭こうべを垂れながらも、プラトーンは内心面白くない。いくら戦功をあげようがジェミニは爵位も持たない流れ者だ。いまだ作戦会議に参列も許されない傭よう兵へい風ふ情ぜいが謁えつ見けんの栄に浴すなど過分ではないか。


    「様式が崩れはじめた。なんと脆もろく儚はかない」


    　ヴラドレンは敵右翼を遠望しながら淡々と独り言をつづける。皇太子の言うとおり、先ほどまで整然と隊列を組んでいた敵右翼は前後からの挟きよう撃げきを受け、砂の城みたいに削れ、解体される。


    「これが崩壊美というものか。実に残酷かつ美しい」


    　リヴァノヴァ帝国の後継者は言葉とはうらはらに、なんの感情もにじまない超然とした表情で崩れゆく敵軍を飽くことなく見晴らし、本人にしか理解できない感想をつづけた。


    「あれはジェミニの濛もう気きであろうか。それとも別のものか。見たこともないほど濃く熱い」


    　しばらく遠方を見み据すえ、ヴラドレンはぽつりと呟つぶやく。


    「濛気というより覇は気きだな。すさまじいものよ。あの持ち主に会ってみたい」


    



    　†††


    



    　傭兵には明日がない。


    　ただ現在だけがある。


    　もともと、家も財産も家族もなにも持っていない人間の集まりだ。自分自身の生命に対する扱いは投げやりといってよく、給料はもらったその日にすべて使い果たし、あるのは軍付き商人への借金だけ。未来という概念がなく、希望の意味を知らず、目の前の一点を夢中で生きる。


    　傭兵にとって「戦死」とは辛つらい人生から解放されて戦士の魂の集う「楽園ヴアルハラ」へ帰還したことを意味する祝い事だ。戦闘が終わると死者はまとめて土中に埋められ、軍付きの神父が祈き祷とうをあげて、それで終わりである。ジェミニ連隊でもそれは変わらないが、ただ連隊員全員の希望により、特別な慣例として戦死したものたちへは「歌」が手た向むけられることになっていた。


    　いま──。


    　満天の星が降りおりる平原の露営地、木箱を積み上げた即席のステージでアステルは歌っていた。


    　月と星と篝かがり火びが照明だ。バイオリン、リュート、ハーモニカを奏でる連隊員を従え、白い軍服すがたのアステルはいなくなったひとを思い歌う。


    　連隊員はおのおの、ステージの前で酒を酌くみ交わしながら歌を聴いていた。切なく透き通った歌声が高く響くたび、ヴァルハラへ帰還した友人の面おも影かげが星空に透けて、粗野で無骨な団員たちもわずかな感傷をおぼえる。


    　戦友の亡なき骸がらは賦ふ役えきに駆り出された村人たちが埋葬してくれた。まともな葬儀はおろか花を手た向むける墓碑もなく、アステルの歌だけがいなくなった同僚への追悼だった。


    　傭よう兵へいには明日がない。そして過去もない。死んでいった傭兵が同僚に望むことはひとつ、自分のことを忘れないでほしい、その一事のみ。


    　悲しい歌は、はじめの一曲だけ。


    　それが終わると陽気なバイオリンが湿った雰囲気を払い、舞踏曲がはじまる。アステルも笑顔をたたえ、適度な倍音を含んだ声は伸びやかに星を目指し空を翔かける。連隊員たちは酒を酌くみ交わし、連れてきた町娘と踊り、今日の会戦のことで自慢話をしたり同僚をからかったり、生きているいまこの時間を謳おう歌かする。


    　戦役は商人にとって大もうけのチャンスだから、通常、軍隊の後方には民間の荷馬車の列がつづいて、兵士たちに酒、食料、軍需品や生活必需品を提供する。特に躍進著いちじるしいジェミニ連隊は商人にも大人気で、道路の渋滞も厭いとうことなく、いつも三千人ほどの隊付き商人や民間人が長い尾を為なしてくっついていた。


    　傭兵の金遣いは荒い。貯金などするものもおらず、週に一度の給料は出たと同時に使い果たすため、給料日のジェミニ連隊の後方はお祭り騒ぎとなるのだが、特に今日のような大勝利のあとは賑にぎやかさもいや増した。


    　昨日まで無人の平地だった露営地に、ひとつの街が出現していた。数十軒も立ち並んだ屋台から肉や野菜を焼く香ばしい香りが漂い、賭と場ばがひらかれ、大きな篝かがり火びが焚たかれたステージ前にはひとびとが群れなし、音楽は絶えることがない。


    　歌い終えたアステルは聴衆たちの喝かつ采さいを浴びながらステージを降りて、リュートを演奏していたルカと共に屋台を巡り、心ゆくまでおなかを満たした。すれ違う連隊員や顔なじみの商人、お気に入りの屋台の女将おかみと軽口を交わしつつ、鶏とり肉にくの香草焼きを包んだパンを片手に、アステルは星を見上げる。


    「楽しいねー。食べ物いっぱいあって、みんな親切で、なんかすごい幸せー」


    　傍かたわら、ルカも羊肉の串焼きを片手に、飲み騒ぐ人々を眺める。


    「うまくいってる間はな。戦いに負けたら、商人なんてすぐいなくなっちまう。いまはおれらについてくればカネになるから一緒にいるだけだよ」


    「すぐ暗いこと言う。ずっと勝てばいいだけじゃん。いままで負けたことないし」


    「いつまでもつづかねーよ。ジェミニ連隊だけ勝っても、ほかの連隊が負けたらどうしようもねーし。こんなのに慣れると、あとが辛つらいぜ」


    「説教好きだねー。最近、眉まゆにいっつも皺しわ寄ってるよ？　そんなんじゃすぐお爺じいちゃんになっちゃうぜ？」


    　アステルから顔を覗のぞき込まれ、ルカはイヤそうに表情を歪ゆがめる。ガルメンディア王国を逃げ出して約三年、ジェミニ連隊の副長となってからは約二年、気がつけばいつの間にか部下を率いる立場になり、昔ほどお気楽な立場ではいられなくなった。


    「うるせえ黙れバカ女。おれだって好きでしかめっ面つらしてんじゃねえ。負けたら終わりだからこんな顔になっちまうんだよ」


    　アステルの言うとおり、気がつけば眉み間けんに皺しわを寄せ、戦場のことを考えている。食事中でも気持ちが休まることはなく、眠っていても部下が死ぬ悪夢に苛さいなまれる。寝ても起きても練兵と戦術と行軍のことで頭がいっぱいで、常に胃の底が重くて痛い。


    　と、いきなりアステルがルカの両頬ほほを指でつまんで左右に引っぱった。


    「皺伸ばしなさいよ、皺。ほらこんなふうに」


    「にゃにひてんら、てめえ。ほっぺ引っぱんにゃ」


    「知ってたけど面白い顔だね。ほっぺすごい伸びるし」


    　ルカは顔を変形させたまま抗議の声をあげるが、アステルは楽しそうにルカの顔を両手でこねまわして楽しむ。


    　そのときふと、つままれた頬の感触に注意がむいた。アステルの両手には白い手袋が嵌はまっている。ジェミニ連隊を結成したころから、アステルはずっと手袋を嵌はめていて、ひとときも外そうとしない。アステルの右手の甲に示された数字が一日ごとにひとつずつ減っていることにルカが気づき、その理由を尋ねた日から、アステルは手袋を外そうとしなくなった。


    　ふたりきりになる時間はあまりない。両手が頬から外れてから、なにげないふうを装って、ルカは尋ねてみる。


    「お前さ、手の甲の数字、どうなった？」


    「……へ？　あぁ、消費カロリー？　知らない。最近見てない」


    　右手の甲に蒼あおく浮き出る二千何百とかいう数字のことを、アステルはずっとその日に摂取したカロリー表示だと言い張っていた。だがほとんどなにも食べられない日でも数字は二千番台を表示していて、明らかにウソだとわかった。なにか重大なほかの意味が秘められているのではないかと、ルカは気になっていた。


    「見せろよ。今日もずいぶん食ったから、相当高い数字になってるだろ」


    「……なんで？　なんであんたにそんなもん見せなきゃいけないの？」


    　アステルはいきなり不機嫌になり、ルカを睨にらみつけてくる。


    「なんか気になんだよ。いいから見せろ」


    「意味わかんない。あんたね、淑しゆく女じよにむかって手袋外せ、ってすごい失礼なんだよ？　服脱いで裸になれ、と同じ意味なんだから。できるわけないじゃん、スケベ」


    　どこからか拾ってきた余計な知識を盾たてにされ、ルカは閉口する。これはアステルの言うとおりで、王侯貴族は決して人前では手袋を外さない。高貴なかたがたの常識では、手の甲をひとに見られるとは、裸を見られるのと同じくらいの恥辱なのだそうだ。そういえば、ファニアもいつも、ふたりきりの逃避行の間さえも、決して手袋を外そうとしなかった。


    「別にお前、淑しゆく女じよじゃねーし。ぐだぐだ言ってねーで見せろ」


    「しつこいな、スケベ、変態。頭きた、もう絶対見せない」


    　けんか腰になるふたりの前に、突然、黄色い声が寄ってきた。


    「ルカ隊長見つけた！」「隊長、ケンカ中？　だったらあたしのとこで遊んでいきなよ！」「あんたこのあいだ朝まで楽しんだでしょうが！　今夜はあたしの番だよ、ねえ隊長？」


    　声の主はそれぞれ裁縫女、洗濯女、看護師だった。昼の仕事を持つ彼女たちは夜になれば別のものも売りものにする。互いに腕を取って引っぱり合う三人の女性に、ルカは戸惑う。


    「ちょっと待て、おい、そりゃいったいなんの話……」


    「あたしらの一番人気はルカ隊長なんだから！　取り合って当然じゃない、ねえ？」「そうそう！　メルヴィル隊長もミズキ隊長も相手してくんないし、やっぱりルカ隊長よね！」「今夜は誰と過ごすの？　ミランダ？　テレサ？　それとも、全員まとめて？」


    「いや、つうか、誰だそれ、おれはそんなの全然……」


    　女性たちの勢いに気け圧おされ、ルカは言いたいことをうまく言えない。ふと目線を持ち上げると、アステルはこれ以上ないくらい冷たい顔で腕組みしながら、ルカに絡みつく三人の女性を眺めていた。


    「へー。あんたもそういうことやってたんだ。へー。知らなかった」


    　言われて、なぜか焦り、ルカは弁解する。


    「い、いや、ちょっと待て、違う！　いや、このひとらに縫ぬい物とか洗濯とか薬塗ったりとかしてもらったけど、一緒に遊ぶとかないから！」


    「へー。ふーん。なるほどねー」


    「なんだお前その顔、こら、勘違いすんな。お、おれは毎晩忙しいし、そんなことするヒマあるわけ……」


    　弁解するほど、女性たちは面白がってルカにまとわりつき、あることないことおおげさに言い立ててアステルを煽あおる。


    　アステルは腕組みしたまま、女性たちの著いちじるしく品位に欠けた話を拝聴し、爪つま先さきで地面をとんとん叩きながら言葉に怒気を孕はらませる。


    「最低。変態。堕ちるとこまで堕ちたね」


    「違うっつってっだろうが!!　なんでおれがそんなバカみてーなことしなきゃいけねーんだ、つーかお前ら黙って聞いてりゃいい加減にしろ、ウソばっか言ってんじゃねー!!」


    　ルカが本気で怒ると三人の女性たちはけらけら笑って逃げ散った。肩で息をつきながらルカが目線を持ち上げると、アステルは相変わらず仏ぶつ頂ちよう面づらで腕組みしている。


    「ほらな。ウソだろ。あいつら逃げたし」


    「……………………」


    「なんだよ。なんとか言え。お前、まさか、あんなとんでもない話、うのみにしてるわけじゃねーよな？」


    「……………………」


    「なんだってんだよ。喋しやべれ。いつもみたいにバカなこと言え」


    　つん、とアステルはそっぽをむいて、虚こ空くうにむかい、


    「知らない。別にあんたが誰となにしようが関係ないし」


    「……まあ、そうだけど。でも、あのひとたちが言ったようなことは一切してねーぞ！」


    「どうでもいいって言ってんじゃん。それよりおなか空すいた。なんか食べたい」


    　と、いがみあうふたりの前にタイミングよく、ミズキがカップいっぱいにウインナーを詰め込んで駆け寄ってきた。


    「よう元気かお前らー。このウインナー、整備隊で大人気なんだ、食えよ！」


    「おうミズキー。いつものことだけどこの女がバカでさー。うんざりしてたんだよ、お前こいつの相手してやってくれー」


    　愚ぐ痴ちを垂れながらルカは一本つまむ。ケチャップとマスタードがたっぷりかかっていて、かぶりつくとポキンと音がして、ぎゅっと詰まったひき肉から肉汁が弾け出てくる。


    



    「うめー」「旨うまいよな！」「アステル食えよ、うまいぜ」


    　アステルはムスッとしながら、シリンダみたいなウインナーをわずか二口で胃へ収める。
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    「なんだアステル、機嫌悪そうだなー」


    「……べふに。……わりゅくないもん」


    「むくれ顔でガツガツ食うなよー。うわ、もう四本食っちまった。ルカ、急いで食わないとこの豚女、カップまで食べちゃうぞ」


    　ミズキがカップに詰めてきた十本はまたたくまに消えてなくなった。しかしアステルの機嫌は直らず、むすっとしたままルカから顔を背そむけつづける。ミズキはアステルの態度を指さしながら、ルカに尋ねる。


    「なにこれ。お前、ジェミニと浮気した？」


    「お前が言ってる意味が全くわからん」


    「最近、雑役で来てる女のひとがよく、楽しそうに噂うわさしてるぜ。ルカとジェミニの仲が怪しいって」


    「なんだそりゃ。怪しいも怪しくないも、おれとあいつは連隊長と副官だよ」


    　と、いきなりアステルがじっとりした目でルカを睨にらんだ。


    「あんたら、よくテントでふたりきりで夜遅くまでなんかやってるよね。あれってなにしてるの？」


    　一瞬きょとんとしてから、ルカは肩をすくめ、


    「兵へい棋ぎ演習っていうゲーム。ふたりで敵味方に分かれて、これから行く先の地図ひろげて、敵味方の針路を予想してピン刺してコンパス当ててサイコロ振って。頭痛くなるぜ。あの野郎、おっそろしく強くてさ」


    「へー。それだけ？」


    「それだけだよ。ほかになにやるんだ」


    「だって、朝帰りのときとかあるし」


    「朝まで演習してんだよ。ジェミニって、全然寝ないんだ。あいつがベッド使ってるとこ見たことない」


    　昔から眠りの浅い男だったが、このところますますジェミニは眠らなくなっている。本人によると一週間に四、五時間眠れば充分なのだそうで、ジェミニのテント内にはカーテンで仕切られた寝室もあるのだが、いつもベッドは使った形跡もなく清潔でぴしっとしている。


    　ミズキが横合いから、


    「そのゲーム、どっちが強い？」


    「勝ったり負けたり。五ご分ぶ五分かな」


    「へー。ルカってやっぱすげーな。それってジェミニと実際に戦っても、まともにやり合えるってことだろ？　将来、ルカ連隊みたいなのも作れんじゃね？」


    　ルカは顔をしかめ、首を左右に振る。


    「本物の会戦とゲームじゃ条件が違うし、そんな簡単には言えない。ゲームは敵の布ふ陣じんが全部見えるけど、本物はそんなもん簡単に見えないし。それにおれ、ずっと傭よう兵へいやってるわけにはいかないし」


    「あぁ……。そだな。お前、いつまでもジェミニ連隊にいるわけじゃないんだよな」


    　ミズキはそう言って声を落とす。


    　ルカには将来、やらなければならないことがあった。いまジェミニ連隊で副長をしているのは、部隊指揮の経験を重ね、自分の名前の価値を上げて、未来の壮挙に役立てるためだ。


    　ルカは星空を見上げる。


    　忘れ得ぬひとの瞳が星空に映じる。


    　あれから三年。一日だって、あの夜のことを忘れたことはない。ルカ自身の誓いの言葉が、星空の彼方かなたから届く。


    『いつかこの国で革命を起こす。きみにもう一度、会うために』


    　三年前、城じよう塞さい都市ウルキオラで暴動の首謀者に仕立て上げられ、紆う余よ曲きよく折せつを経て、ルカは鞭むち打ちに処せられ投獄された。傷だらけのルカを看病し、さらに逃亡の手配さえしてくれたのが、ガルメンディア王国王女ファニア・ガルメンディアだった。


    『革命を率いてください、ルカ・バルカ。この国を救うために。わたしと敵対する道を選んでください』


    『ここで死ぬことは許しません。あなたは革命を率いて、わたしは王政を守って、いつか時代の転換点で会うのです、無駄な血を流さないために』


    　ファニアの言葉と同時に、甘い香りが唇によぎった。


    　ルカの胸が切ない音を立てて軋きしむ。


    　──ファニア、どうしてっかな。


    　約束を交わした直後、敵対する大貴族に、王女とルカの口づけを見られてしまった。ファニアにとって深刻な醜しゆう聞ぶんとなったはずだが、あれからどうなったのかルカはなにも知らない。


    　心配で仕方ないけれど、王侯の個人情報が公に開示されるはずがなく、ただの傭兵の情報網には引っかからない。いまは力と名声を蓄え、社会的地位を少しでも上げて、信頼できる情報を得られる立ち位置を得るしかファニアの近況を知る手段はない。


    　──会いたいな。もう一回、会いたい……。


    　ルカの心がしみじみと嘆く。ファニアと一緒にいたわずかな時間の記憶が、甘く切なく胸の底から立ち上ってくる。


    　と、アステルがまじまじとした表情でルカを見上げていた。


    「な、なんだよ」


    「いま、ファニアのこと考えてたでしょ」


    　あっさり図星をつかれ、一瞬ひるむ。


    「うるせえよ。話の流れからしょうがねえだろ、約束したんだしさ。そうだよ、いつまでもジェミニ連隊にはいねーよ。いつか王国に帰って革命起こさなきゃいけないって、連隊のみんなにも言ってあるし」


    　ふん、とアステルはまた不機嫌な顔になって、憎まれ口を叩く。


    「律りち儀ぎだねー。連隊の部下よりファニアのほうが大事なんだ？」


    「どっちが大事とかそういう話じゃねーし。それに殿下、ヴィヴィ・レインのこと知ってるらしいし。ヴィヴィの手がかり得られるんなら、おれにもメリットあるしさ」


    「ケンカやめろよー。楽しい夜なんだからさー。ルカだって準備できるまで何年かかるかわかんねーんだし、いまは楽しいからいいじゃん、な？」


    　ミズキが笑顔で取りなして、ルカとアステルも鼻から息を抜き、お互い顔を背そむける。


    　雰囲気を変えるように、ミズキはことさら元気よくルカに問いかける。


    「んで？　今日はジェミニとゲームしねーの？」


    「あぁ。ジェミニ、いま司令部で偉いさんと会ってる。珍しくお呼びがかかったみたいだぜ」


    「へー。やっと褒ほめられんのかな。いままでどんなに活躍したって、カネくれるだけで褒めてもくれなかったのに」


    「総司令官がヴラドレン皇太子に替わったからな。風向きも変わるかもよ」


    　第一次、第二次ドル・ドラム戦役では、爵位のないジェミニは一度も高級将校が参加する作戦会議に呼ばれることはなかった。どんなに戦功をあげようが傭よう兵へい風ふ情ぜいが作戦に口出しするなど言語道断、ただ恩寵金エサだけ与えておけばいい、というのがこれまでのリヴァノヴァ帝国軍司令部のスタンスだったのだが、第三次ドル・ドラム戦役ではじめて総司令官に着任したヴラドレン皇太子はもしかすると、これまでの総司令官と異なる考えを持っているのかもしれない。そうであってくれれば良いな、とルカは思う。


    　──ファニアが初対面のおれを近衛このえ兵に抜ばつ擢てきしたように。


    　──皇太子がジェミニを認めて、作戦会議に加えてくれたら……。


    　それだけで、戦役そのものの正否は大きく分かれる、とルカは思う。はっきり言って、参謀長であるプラトーン元げん帥すいよりもジェミニのほうが遙はるかに用兵は上だ。これまで何度も会戦前にジェミニと兵へい棋ぎ演習を行い、ルカはそれを痛感している。


    　地図上においてジェミニはドル・ドラム軍がどういう経路をたどりいつまでにどこにどう布ふ陣じんするかをほぼ完かん璧ぺきに予言し、それを打ち破るための布陣を提示してきた。もしもはじめからジェミニが作戦会議に加わっていたなら、ドル・ドラム戦役はとっくに終わっている、とルカは見ている。


    　──ジェミニは戦略の天才だ。もし指揮権を握ったら、世界を変えちまう。


    　おおげさではなく、そう思う。


    「ジェミニが偉いさんに意見できるようになったら、つまんねーことで死ぬ兵隊も減るだろうし、絶対いいよな。プラトーン参謀長、兵隊に人気ないし。でもジェミニも上司ウケ悪そうなんだよなー、ルカと一緒で。余計なこと言って皇太子怒らせなきゃいいけど」


    　ミズキは頭のうしろに手をやってぼやく。ルカも苦そうに口元を緩め、今ごろおそらく司令部で高級将校たちに囲まれているであろうジェミニを思った。偉いさんの不興を買わずに作戦会議の末席に加われたなら御おんの字だが、果たしてどうなることやら……。


    



    　†††


    



    　帝国軍の露営地となったアサイウス平原の一角、なだらかな丘の上の地主屋敷がヴラドレン皇太子の総司令部として接収されていた。ほかの高級将校たちは半径四キロメートル以内の富裕な農家に分宿し、明日の会議を待っている。


    　ジェミニはひとり、屋敷の応接間のソファーに長い足を組んで座り、壁に掛かった鹿の剥はく製せいを見上げる。


    　皇太子付きの副官が二名、いかにももったいぶった態度で手をうしろに組み、木製扉の前に佇たたずんでいる。あの扉のむこうが、ヴラドレン皇太子の執務室だ。応接間に通されてからかれこれ一時間、ジェミニも副官も互いに言葉を交わすことなく、ひたすら無言の時が流れている。副官はふたりとも貴族であり、爵位を持たないジェミニに対する態度には、最初からありありと軽けい蔑べつがにじみ出ていた。


    　ジェミニはこのソファーに腰を下ろしてからいままで、幾百回も繰り返してきた内心の独り言を、いままたもう一度呟つぶやいてみる。


    　──早くしてよ、お兄さん。


    　──弟が首を長くして、感動の再会を待ってるよ。


    　偉そうにひとを呼びつけておきながら、こうして当たり前のように一時間も待たせる無神経な腹違いの兄へ、非難が鳴りやまない。


    　もちろんヴラドレンは、ジェミニの正体がリヴァノヴァ帝国皇帝アリヴィアン四世の隠し子ヴィクトルであることを知らない。今日こうして呼びつけたのがまさか、皇帝と黒色人種の侍じ女じよの間に産まれた腹違いの弟であるなどと、夢にも思っていまい。ジェミニ連隊の連隊長が実は皇帝の非嫡ちやく出しゆつ子しだった、という事実が知られたなら、退屈に倦うんだ宮廷貴族は少なくとも一、二か月は面白おかしく無責任な与太話に興じることだろう。


    　それに再会といっても、むこうは覚えているはずがない。


    　十歳のとき、不意に離宮を訪れたヴラドレンに跪ひざまずいて挨あい拶さつしただけだ。三歳年上の兄は、絨じゆう毯たんを眺めるような目でこちらを見下ろし、ふむ、と鼻息を抜いて去った。殺してやる、となぜか思ったことをジェミニは覚えている。


    　ジェミニは執務室へつづく扉へ一切目を送ることなく、ただ死んだ鹿の頭部へ胸中から語りかける。


    　──あなたはさぞ、ぬくぬくと生きてきたのだろうね。


    　──ぼくはおかげさまで波は瀾らん万ばん丈じようの十年だったよ。


    　約十年前、皇帝と母の情事を盗み見た罪で、十五歳で国外追放に処せられた。たったひとりでガルメンディア王国首都ラランディアへ渡り、身の回りの世話をするものもなく、仕送りで孤独に生活した。友達と呼べるのはルカだけだったが、そのルカもある日いきなりなにも言わずに姿を消して、ジェミニには「エデンを滅ほろぼす」というルカがくれた目標だけが残った。


    　ジェミニはひたすら、そのたったひとつの目標を抱きしめて走りつづけた。足を止めることなど一切考えず、無我夢中で「エデンを滅ぼす」という主題テーゼにむかって邁まい進しんした。


    　主題があることで、目の前に絶えず難題が出現し、ジェミニはその難題を解くために没頭することができた。父母に捨てられたことも、肌の色のせいで差別されることも、たったひとりの友達がなにも言わずいなくなったことも、主題に立ち向かっている間は考えずに済んだ。


    　人脈が必要になれば地下組織の主要人物に近づき、カネが必要になれば反体制派の大貴族と接触し、政情不安定な城じよう塞さい都市ウルキオラに潜り込んで大衆を扇動して大暴動を起こし、王政に亀裂を生じさせた。リヴァノヴァ帝国へ戻ってジェミニ連隊を結成したのも、おのれの名声を高めていずれは帝国の中枢に食い込むためだ。目の前にある兄との謁えつ見けんは、ジェミニの遠大な主題に直接関わってくる重要な「難問」である。ここで解を間違えるわけにはいかない。


    　ジェミニはひとつ息を抜いて、頭を醒さます。


    　自分らしくない。感情におぼれて、主題を忘れるところだった。


    　──最適解を見いださねば。


    　──現時点でのぼくの目的は、皇太子に気に入られて作戦会議に参加すること、それのみ。


    　おのれのやるべきことを再認識し、外見の静けさを崩すことなく鹿と見つめ合うことさらに二十分。


    「通せ」


    　執務室のなかから、鼻にかかった皇太子の声が届いた。副官が扉をひらき、ジェミニへ入るよう促うながす。


    　ジェミニはことさらゆっくりとソファーから身体を持ち上げ、皮肉めいた笑みを口元へたたえて、副官たちへ一いち瞥べつもくれることなく執務室へと足を踏み入れた。


    　室内は広々としていて、琥こ珀はく色のランプの明かりが艶々した床の継ぎ板に照り返っていた。地主の趣味は狩猟らしく、熊と鹿と見たことのない魔獣の剥はく製せいが一体ずつ壁際にあった。ヴラドレン皇太子は執務机にはついておらず、絨じゆう毯たんの上に地図を広げ、床にあぐらをかいてノヴァロック城塞近隣の地形を睨にらんでいた。


    「謁見の栄に浴し、感激の至りでございます、殿下。ウェイステッドランド方面軍第三十二独立混成連隊長、ジェミニでございます」


    　右足を少し引き、胸の前に左手を流して、ジェミニは作法通りに挨あい拶さつする。ヴラドレンは地図から顔を上げることもなく、目を落としたまま質問する。


    「潰かい走そうした敵がどこにいるのかわからない、とはどういうことか」


    　ジェミニは突っ立ったまま、床にあぐらを組んでいる皇太子を見下ろす。


    　というか、自分は立ったままでいいのかな、などと考える。だが相手がはじめからあぐらを組んでいるのが悪いのだし、たぶん大丈夫だろうということで魔獣の剥はく製せいを見ながら質問に答えた。


    「偵察の騎兵が戻ってくる間に、敵軍も動いているためであります。敵軍が停止するまで、所在は知りようがありません」


    「停止したなら判明するのか」


    「知りやすくなります。が、確実ではありません。停止した場所を確認した味方の騎兵が戻る間に、敵はまた動きはじめます。敵としては、後方のいずこかを再集合点として、潰走した兵たちをもう一度まとめたいわけでありますから、こちらはその再集合点を予想して進軍する必要があります」


    「その再集合点とやらはいずこになるのか」


    「それを予想するには、さらなる敵情報告が必要になります。わたしにはその敵情報告……情報がもたらされておりません」


    「座るがよい」


    「……では失礼を」


    　促うながされ、ジェミニは地図を挟んで兄のむかいにあぐらをかいた。


    　ヴラドレンはようやく顔を持ち上げ、はじめてジェミニを一いち瞥べつし、眉まゆをひそめる。


    「なんだ、ヴィクトルではないか」


    　ジェミニは思わず後方にのけぞり、あやうく床に後頭部を打ち付けるところだった。


    　打ち付けるぎりぎりのところで腹筋に力を込めて上体を戻したが、今度は腹筋がつった。あまりの激痛に顔を歪ゆがめ、歯ぎしりしながら痛みをこらえる。


    「なんだその顔は。兄に会えて泣くほどうれしいのか」


    　痛い痛い。おなかが痛い。腹筋がつるのはこんなにも痛いものなのか。ていうかなんでこいつ、ぼくのことを覚えているんだ。


    　なんとか痛みをかみ殺し、こめかみから脂汗を垂らしながらジェミニはひきつった顔を持ち上げる。


    「わたしを覚えておいでですか」


    　ヴラドレンは不思議そうな面おも持もちで、ジェミニを見やる。


    「忘れるはずがない。余の弟だからな」


    　ジェミニは口をあんぐりとあける。


    　──なんだこいつ!?


    　十五年前にわずか一瞬、挨あい拶さつを交わしただけの自分をいまだになぜ覚えている。


    「確か、陛下と愛人の生殖活動を覗のぞき見したため追放処分となったはずだが。陛下のお怒りは解けたのか」


    「あ、いえ、まだであります」


    「なんと、勝手に戻ってきたのか。大たい命めいに背そむくとは穏やかでない」


    「陛下はわたしのことなど、もう覚えておらぬものと……」


    「なにを愚かな。覚えておられる。なにしろ余が覚えておるくらいだからな。ふむ。しかしこれは驚いた。ジェミニとはヴィクトルであったか……」


    　ヴラドレンのほうもそれなりに驚いているようだが、ジェミニも動揺を隠しきれない。


    　皇帝アリヴィアン四世とヴラドレン皇太子が、褐色の肌を持つ非嫡ちやく出しゆつ子しひとりを記憶に留めているなどと夢にも思っていなかった。言葉を返せず、ただ目の前の兄の白い肌と金の髪を見やるのみ。肌の色も髪の色も別人種だが、そういえば顔かたちは自分に似ている。


    「軽率でした。まだ帰るべきではなかったようです。たかが一平民に過ぎぬわたしを、陛下と殿下が覚えておられようなどと夢にも思わず……」


    　しおらしく謝ると、ヴラドレンは無表情をジェミニへ持ち上げる。


    「平民？　……いや、そうであるか。陛下はそなたを、庶しよ子しとは認めておらぬのだったな」


    　ヴラドレンは皇位継承権一位、つまり「嫡子」であり、普通であれば妾しよう腹ふくのジェミニは「庶子」として皇族の一員として迎えられるべき存在だ。だが有色人種の侍じ女じよの子であるジェミニはアリヴィアン四世から子どもとして正式に認知されていないため、爵位も持たない非嫡出子として流る浪ろうの境遇に身をやつすしかなかった。


    　ヴラドレンはしばらく黙もつ考こうし、静かに告げた。


    「この話、余に預けよ。陛下に奏そう上じようし、そなたを庶子として認めて頂く」


    「……………………」


    「良いな」


    「……御意に」


    　ジェミニはただ頭こうべを垂れた。ヴラドレンは再びしげしげとジェミニを見やり、


    「再会できたことをうれしく思うぞ、ヴィクトル。いまはジェミニであったか。パグラチオン宮廷は魔物の巣よ、血を分けた兄弟がいることが余にとってどれほど頼もしいか」


    　ジェミニは返す言葉を失う。かろうじて、当たり障りのない答えを探り当てた。


    「……わたしこそ光栄の至り。殿下のために我が心身を捧げる覚悟でございます」


    　うむ、とヴラドレンは頷うなずきを返し、また地図へ目を戻して、先ほどからずっと変わらない淡々とした口調で問う。


    「さて、ジェミニ。その情報とやらが充分ならば、そなたは敵軍の再集合地点を割り出すことができるか」


    「はい。総司令部が得ている情報を教えていただければ、すぐにでも」


    　ジェミニは静せい謐ひつな口調に自信を覗のぞかせる。ヴラドレンは知らないだろうが、実はこれまでにも、連隊長クラスが手に入れることのできる情報量で敵の行軍経路や布ふ陣じんを事前に何度も看かん破ぱしてきた。総司令部への出入りが許され、高級将校のみが知る一級情報に触れることができたなら、再集合地点を割り出すことなど造ぞう作さない。


    「そなたは面白い。だが濛もう気きは戦場で見たものと違うな。どうやら同じ隊に所属する別人のものであったらしい」


    　ヴラドレンはよくわからないことを言う。ジェミニは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめるが、淡々とした言葉は淀よどみなくつづく。


    「明日より軍議への参加を許す。平民であるが、これまでの軍功を鑑かんがみれば、いつまでも蚊帳かやの外に置いておるほうが不自然であろう」


    「恐きよう悦えつに存じます、殿下。我が全霊を以もつて軍務に当たります」


    「優秀な副長がいるそうだな」


    「はっ。砲兵隊を率いるルカ・バルカ副長は、わたしの片腕であります」


    「興味がある。帯たい同どうを許可する、ルカも作戦会議へ連れてくるが良い」


    　ルカのことまで知っているのか、とジェミニは音を立てず息を呑のむ。東方軍広報によりルカやミズキやアステルの名前は本国に鳴り響いているから庶民たちは知っているが、皇太子の耳にまで届いているとは予想外だった。


    　──やりにくいな、こいつ。


    　──なにを考えているのか読めない。


    　こういうことは滅多にない。だいたい、会って五分も話をすれば人物の腹の底は透けて見えるのだが、ヴラドレンは全く見えない。ものが詰まりすぎて見えないのか、それともからっぽなのか、どちらかだ。


    「大たい儀ぎであった。下がって良い」


    　またしても突然に告げられ、ジェミニは黙礼して立ち上がった。


    　屋敷の外へ出て、白馬にまたがり、星を見上げる。


    　──どうなることやら。


    　さすがのジェミニも今後の動向が読めなかった。悪いようにはしない、という皇太子の言葉を信じたいが、面倒な事態は避けられないだろう。


    　星の降る平原では、帝国軍近衛このえ兵がテントや仮小屋で、あるいは焚たき火の周りで酒を飲んだり楽器を弾いたりカード賭と博ばくに興じたり、つかの間の休息を楽しんでいた。


    　焚き火の合間を縫ぬって手た綱づなを操あやつりながら、ジェミニは今日の邂かい逅こうを思う。


    「ふざけたヤツだ」


    　短く吐き捨て、乾いた上唇をぺろりと舐なめた。ざらついた砂が舌に触る。


    「ぼくを甘く見たな。貴様は獅し子し身しん中ちゆうの虫を抱え込んだぞ」


    　まなじりに悪意をそよがせながら、自分を励ますようにそんなことを言う。


    　あの兄の性格はつかみどころがないが、はっきり言えることがひとつあった。


    　──あいつは、お人好しだ。


    　血の繋つながった弟が突然表舞台に登場することで、皇位継承者たる兄が得することはなにもない。ジェミニを庶しよ子しとして認めるよう皇帝に取りなすなど、自分から継承者争いを呼び起こすに等しい愚行だ。


    　なぜあいつはそんなことをしようというのか。答えはひとつ。


    　──ぼくを哀れんだのだな。バカめ。


    　──恩情を施せばなつくとでも思ったのか？　ぼくが泣きながら抱きつくとでも？


    　──甘すぎるよ兄さん。


    　生まれたときから宮廷で臣下に囲まれ、ちやほやされながら生きてきた兄に、生まれたときから蔑さげすまれ、父母に捨てられてひとりで生きてきた人間がどういうものか教えてやる。


    　──人間は裏切る。騙だます。平気で他人を罠わなに嵌はめる。


    　──恩を仇あだで返そうが、バレなきゃいい。


    　──そういう世間の当たり前を、教えてあげる。


    　泰たい然ぜんとした兄の無表情を思い起こしながら、ジェミニはそんな怨えん嗟さを夜空へ吐いた。


    



    「へ？　おれも行くのか？」


    　自分のテントに戻り、ルカを呼んで、ヴラドレンとの謁えつ見けんの結果を伝えると案の定、ルカの目がまん丸くなった。


    「皇太子殿下はきみにも興味がおありだそうだよ。きみは王族に好かれる星のもとに生まれているのかな」


    「軍議に出ていいならうれしいけどさ。こんなでっかい戦役の作戦ってどうやって決めてるのか興味あるし。でもおれ住所不定の貧民だけどな」


    「ぼくだけではなく、きみの名前も王侯貴族に届いているということだ。まあそのくらいの戦績はこれまでに収めているし、会議に呼ばれるのが遅すぎたくらいだよ」


    「だな。がんばったよな、おれたち。いっぱい兵隊も死んじゃったし……ジェミニが帝国軍で出世したら、あいつらも喜んでくれるよ」


    「出世するよ。いつかきみに言ったとおり、ぼくはリヴァノヴァ皇帝になる」


    　ジェミニはきっぱりとそう告げる。ルカは苦く笑むしかない。


    「作戦会議でそれ言ったら、茶色いひき肉の一丁あがりだな」


    「一歩一歩、ぼくは確実に玉座へむかっていると確信している」


    「夢見てんなー」


    「どうせもうすぐ明らかになる事実だ。この場できみに言ってしまおう。ずっと黙っていたが実はぼくは皇帝アリヴィアン四世の隠し子なのだよ。すごいだろう」


    「うおーすげー」


    　棒読みで感嘆するルカに、ジェミニは生まれてからこれまでの事情をたっぷりねっとり二時間近く語って聞かせた。午前一時半、話の途中で寝そうになるたび強引に揺り起こされたルカは半分寝ぼけ眼まなこながらジェミニの遍歴を理解した。


    「わかったよ、もういいよ、もうちっと手短に話せ。お前は寝ないからいいだろうけど、おれは寝るひとなんだよ」


    「信じてくれればそれでいいけど。信じた？」


    「まあ、いまの二時間が全部作り話ならそれはそれですげえけどさ。つーかあれだな、そういえばはじめて会ったときも、いい服着てたし、本もいっぱい持ってたし、貴族のボンボンだろうなーとは思ってたけど、まさか皇帝の隠し子とはな……」


    「どうだい。やりくち次第ではぼくが皇帝になってもおかしくないだろう？　皇帝に庶しよ子しとして認められたなら、皇位継承権二位につけるわけだからね」


    「まあなあ。でも次の皇帝はヴラドレン皇太子で決まりだろ？　皇妃が生んだ長男だし。誰も文句なしって感じ」


    「そうだね。このまま行けば、ね……」


    　呟つぶやく声に、ジェミニは少しだけ真ま面じ目めな色を忍ばせてルカを見み据すえる。


    　ルカの寝ぼけ眼が、ゆっくり醒さめる。


    「……ろくでもねえこと考えてるだろ」


    　自然、ルカも言葉を低くする。


    「とんでもないことを考えているよ。聞きたい？」


    　まるで恋人同士の枕まくら語りのように、ジェミニも声を落とす。


    　なにやら悪い予感がする。


    「なんなんだよ。クーデター起こして兄貴を追い出すってか」


    　軽口を叩くと、薄ら寒いにたにた笑いがジェミニの顔に広がった。


    　冷たく乾いた空虚な風が、ジェミニの笑みから吹いてくる。


    　しばらくその笑みを見上げて、ぞわり。ルカのこめかみを、風が撫なでた。冗談のつもりが、冗談ではないらしい。


    「おい、お前、まさか」


    「……………………」


    「……おい待てお前、さすがにそれはちょっと……」


    「……不可能だと思うかい？」


    「いや、可能とか不可能とか、そういう話じゃなくって」


    「じゃなくて……なに？」


    「いや、いやいや、だって、ヴラドレン皇太子、お前のこと弟だって認めたんだろ？　皇帝に取りなしてくれるんだよな？　作戦会議にも参加させてくれて、いい兄貴じゃん。なのにそのひとを追い払って自分が玉座に座るって……」


    「どうしていけない？」


    　ジェミニは虚うつろな笑みから凍いてつく風を吹かせながら問いかけてくる。


    　──こいつのこういうところが、怖い。


    　──こいつのこういうところに、ついていけない……。


    　内心の嘆きを押し隠し、ルカは真剣な口調で告げる。


    「腹違いでも、兄弟だろ。そんなの、ひととして間違ってる」


    「はははは！」


    「あのな、冗談じゃない、真ま面じ目めなんだ。言葉を換えよう、道徳に反するんだよ。それはやっちゃいけないことなんだ、頼むから理解しろ」


    　諭すと、ジェミニは朗らかに笑いながら問いかける。


    「道徳って、誰が決めたルール？」


    「そりゃお前、昔のひとが何度も失敗から学んで、社会の発展のために築いてきた論理体系ってやつで……」


    「守るメリットがどこにある？」


    「……知るか。屁へ理り屈くつこねてるときかよ」


    「ぼくにはエデンを打倒するという偉大な目標がある。とてつもなく長い距離を効率よく、最小限の手数でゴールまで走り抜けるには最適解を選びつづけねばならない。その道のりに道徳なんていう曖あい昧まいな因子が入り込む余地はないね。手に取れない、目に見えない、つまり考慮に値しない」


    　ジェミニの言葉は冷たく乾いて心がなかった。ルカは自分が月の表面でジェミニとふたりきりになったように錯覚する。ジェミニには地上の常識が通用しない。


    　微妙な雰囲気を察したのか、ジェミニはおもむろに相そう好ごうを崩し、肩をすくめる。


    「……といっても、いますぐに、という話でもない。現段階でできることは、抜かりなくチャンスを窺うかがう、それだけだ。きみには心の準備をしておいてほしいね」


    　ルカはできるだけなにげないふうを装って、


    「したくねえよ。あんま無茶に付きあわせるな。こっちの心臓がもたねえ」


    　安請け合いしてしまうととんでもないことになることは、ウルキオラ暴動で骨身にしみている。ジェミニはまた、うふふふ、と不気味に笑いながら黙もつ考こうしている。ルカは一応、こちらの事情を説明しておく。


    「あとおれ、いつまでもジェミニ連隊にいるつもりはないから。とんでもないことやるつもりなら、おれがいなくなってからにしてくれ」


    「あぁ、例の王女さまとの約束。なにそれ。きみは一生ぼくの部下じゃないの？」


    　ジェミニの頬ほおが膨らむ。気に入らないらしい。


    「おれだっていろいろやることあんだよ。ファニア、おれが王国に戻るのを待ってくれてるはずだし」


    　ジェミニの眼まな差ざしが不満そうに翳かげり、いきなり語調が冷たくなる。


    「ふむ。なるほど。きみはぼくよりファニアを選ぶというわけか」


    　子どもか。ていうか言ってることがアステルと一緒だ。


    「どっち選ぶとかそういう話じゃないっての。約束は約束なんだよ、報酬はもうもらっちまってるし、やるしかねーんだ」


    　きっぱり言い切ると、ジェミニは唇の端を歪ゆがめ、椅い子すの背に上体を預けた。


    「やはりきみと王女の噂うわさは本当なのかな」


    「な、なんだ噂って」


    「ウルキオラ暴動の際、王女ファニアは首謀者ルカ・バルカと口づけを交わし、あろうことか逃亡を手助けしようとした、という話がグレイスランドの社交界に広がってる」


    　言われてルカは思わずのけぞる。


    「な、なんだそれ。貴族連中がみんな知ってるってのか」


    「そういう面白い話は、退屈してる連中は見逃さないよ。尾ひれもたっぷりついて、ファニアの評判はいまや地に落ちてる」


    「おいおい本当かよ……」


    　貴族と庶民では得られる情報量に著いちじるしい隔たりがあり、王侯のゴシップなどは宮廷にいないと手に入らない。ジェミニは日頃からそういう情報を得るためにカネを使っており、庶民が知らないことも知っていた。


    「王女がどうなってるか、噂だけで確定的なことはわからない。降位させられたとか、修道院で再教育受けてるとか、婿むこ候補が軒並み王女との婚約を拒否したとか、いろいろ勝手な噂はあるけど」


    「うわー……。悪いことしたなあ、おれ……」


    　ルカはうつむいて、思わず両手で頭を掻かきむしってしまう。自分とのことでファニアを辛つらい目に遭わせてしまっているとしたら申し訳ない。一刻も早く王国に戻って、確かな情報を掴つかんで、それから革命を起こして王政なんてぶっ壊してやりたい。


    　──ファニアを普通の女の子にしてやりたい……。


    　ルカの気持ちはそれだけだった。ファニアと普通に会って、笑いながら会話したり食事したり、街を歩いたりしてみたい。そのためだけに、ルカは革命を志している。


    「きみはずいぶんファニアに入れ込んでるね。そんなにすごい？」


    「すごいっていうか……いいひとだよ。頭いいし、優しいし。このひとが女王さまになったら社会ももっと良くなるだろうなー、って素直に思える」


    　ふむ、とジェミニは鼻を鳴らし、それから性格や思想や行動などなど、ファニアについて細かいことまで聞いてきた。


    　ひととおりルカが質問に答え終えたところで、ジェミニは椅い子すの背に上体を預ける。


    「……ふむ。きみの話が本当なら、実に興味深い人物ではある。王族でありながら王政の終しゆう焉えんを感じ取っているのは、相当な見識と知性がなければ不可能だ」


    「そうそう。権力も富も、王族のほうから歩み寄って、ゆっくり大衆のほうに譲り渡していこう、って考えなんだよ。それが一番、血が流れないやりかただ、って。それはおれも賛成できるし、おれがなにかできるなら協力したい。……ってそういう話だ」


    「なるほどね。王女ファニア、か……。ウルキオラ暴動のときは、結局、ぼくは会えなかったんだよね。それほど聡そう明めいな人物なら、一度会ってみたいな」


    　懐中時計の針は、もう午前二時半を示していた。明日は早朝からはじめての作戦会議だ。あまり夜更かしすべきではない。ルカは腰を上げた。


    「さて、夢物語はおしまいだ。いまやらなきゃいけないことやろうぜ。戦役もはじまったばっかりだし、先は長い。目の前のことやらないと夢も見れねえし」


    「……うん。……そうだね。じゃあ、おやすみ」


    　ジェミニは心ここにあらず、といった風ふ情ぜいでそう言った。どうもファニアのことが心に引っかかっている様子。なにやら悪い予感を抱きながらも、ルカはジェミニのテントを辞した。


    



    　外に出ると、連隊員たちはもう寝静まっていた。きららかな星空の下、テントや仮小屋や地面にじかに横たわって、酒臭い寝息を吐きながら、昼間の会戦に疲れ切った兵士たちは赤ん坊のように眠っている。


    　焚たき火や叉さ銃じゆう、建築資材の狭はざ間まを縫ぬって自分のテントへむかっていると、暗がりのなかにおかしなシルエットを見つけた。


    「……ん？」


    　橙だいだい色の光のなか、こちらに背をむけて「お座り」をしているのはどうやら翼竜のようだ。


    　折り畳まれた翼と、半透明の翼膜。体長二メートル半を超える大きな身体は、大人を楽に乗せて飛べそうだ。恐らく戦場の死臭に釣られて地に降り立ったはぐれ竜だろう。翼竜は概して性質がおとなしく、人間に気づくとすぐ逃げるから恐れる必要はない。麦山や羊ぎや鎌かま鳥どり、吸血猿や太た刀ち猫などの魔獣が当たり前に闊かつ歩ぽするウェイステッドランドでは、見つけて騒ぎ立てるほど珍しい存在でもない。街中で珍しい鳥に出会った、くらいの感覚だ。しかしルカはその翼竜に見覚えがあった。


    　翼竜の背に、声をかける。


    「お前……バスシバ？」


    　呼びかけると、翼竜は長い首をこちらに回し、キュイ、と鳴いた。少し下腹の出たひょうたん形の胴体、胸から突き出た短い前足、硬そうな鱗うろこと長い首、地を掴つかむ後ろ足には鋭い三本のかぎ爪づめ。どこか愛あい嬌きようのある鈍にび色いろの瞳と親しげなその声で、ルカは目の前の翼竜が古い知り合いであることを悟った。


    「うわーっ！　久しぶりだなバスシバ!!　元気かよ、こんなとこで会えるなんて！」


    　ルカは破顔一笑、こちらをむいたバスシバに飛びついた。硬くて冷たい胸の鱗に頬ほおを擦こすりつけると、バスシバもうれしそうにキュイキュイと鳴いて、胸の前に突き出た短い前足をルカの両肩に置く。
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    　シルフィに出会った九歳の夜。


    　飛行艦艇から落下してきたシルフィを空中で懸命に支えていたのがこのバスシバだった。バスシバがいなかったらあのときシルフィは墜死していただろうから、ある意味でルカの運命を変えた翼竜でもある。


    　シルフィと廃材倉庫で暮らすようになってからも、バスシバは時折、シルフィの様子を見るように倉庫の屋根に降りたっていた。シルフィが亡くなってからぱったりとすがたを見せなかったから、ルカとはかれこれ八年ぶりくらいの再会である。


    　翼竜とためらいなく抱ほう擁ようを交わしながら、ルカは言葉をかける。


    「シルフィ、死んじゃったんだ。ごめんな。おれなりにがんばったんだけど……」


    　詫わびると、バスシバは言葉が通じるはずもないのに、キュイ、と一声鳴いた。ルカは無理やりに笑顔をたたえて、友達を見上げる。


    「シルフィに、ヴィヴィ・レインを見つけろって頼まれてさ。ずっと捜してんだ。お前、どこにいるか知らない？」


    　冗談めかして尋ねると、この賢い翼竜は、キュイ？　と不審そうに鳴いて、それから首をうしろに巡らした。


    　バスシバが顔をむけた先には。


    「よ、よう、ルカ」


    　ミズキが居心地悪そうに突っ立っていた。ルカも目をぱちくりしながらミズキを見やる。


    「え？　なにしてんのお前？」


    　さっき、バスシバはこちらに背をむけていた。その背に隠れて見えなかったが立ち位置から言って、ルカが来る前、バスシバの目の前にはミズキがいたようだ。


    　ミズキはもごもごしながら、ルカの問いに答えた。


    「い、いや、バスシバがいたから、懐かしくて」


    「……お前、バスシバ知ってたっけ」


    「……え？　……あ！　……う、うん、おれ、知ってるよ。だって、倉庫で会ったじゃん」


    　ミズキはまごつきながら、自信なさげにそんなことを言う。


    　ルカは両手を胸の前に組んで、廃材倉庫にいたころの記憶の糸をたぐりよせる。ミズキとは確かにあの倉庫時代に会っているが、バスシバとミズキは会っていたっけ……？


    　いきなりミズキは顔をあげて、バスシバの前足を両手で握ると、


    「バスシバ、良かったな、ルカに会えて！　でも明日早いから、また今度な！　おれたちのこと見守ってくれよ！」


    　追い立てるようにそう告げる。バスシバは寂しそうにキュイーと鳴いて、全長五メートル以上の翼を広げ、勢いよく羽ばたいた。


    　砂さ塵じんが巻き上がり、バスシバの巨体が星空へ駆けあがる。別れの挨あい拶さつのように長い尻尾しつぽが振られるのを見上げて、ミズキは硬い笑顔をルカにむけた。


    「ウェイステッドランドって変な動物いっぱいいておもしれーよな！　おれ、あのカマキリみたいなダチョウがお気に入りなんだよねー」


    　あからさまに話題をバスシバから変えようとする。ルカは口をへの字に曲げて、


    「……なんか、おれに隠してるだろ」


    「……え!?　ないない、隠し事なんてないよ！　お、おれたち相棒だろ!?　だから……隠し事とか……全然……」


    　最初は威勢が良かった言葉が、だんだん尻しりすぼみになって、ミズキはうつむく。見ているこっちがかわいそうになるほど、ごまかしが下へ手ただ。


    　ルカは後頭部を片手で掻かきながら、ため息交じりに告げた。


    「……話したくないならいいよ。おれだって他人に言えないこといっぱいあるし。でも話したいことあったらなんでも言えよ、相棒」


    「……うん。……別に、隠し事とかないけど……。でも、うん……」


    　もごもごとよくわからないことを言う。ルカはあくびして、


    「さて、明日はお偉いさんと作戦会議だ。傭よう兵へいごときが途中で寝たら殺されかねねえ。ほんじゃな、おやすみ」


    「う、うん！　お休み！　会議がんばれよ！」


    　ミズキは無理やりに笑顔を作って片手を振る。時々よくわからないやつだけど、いいやつなのは知ってるからそれでいい。ルカも片手を振って、自分のテントへ戻り、藁わらの寝床に横になると同時に眠りに落ちた。


    



    　翌朝──。


    　総司令部となった地主屋敷の大広間にて、リヴァノヴァ帝国東方軍の高級将校たちがテーブルに着き、作戦会議が午前九時に開催された。


    　長テーブルの上座には総司令官ヴラドレン皇太子が、左右に参謀長であるプラトーン元げん帥すいと首席参謀ラマン少将を従え鎮座し、軍団長、師団長、兵へい站たん将校、徴ちよう発はつ将校、主計将校、参謀将校らが二十数名つづき、末席に新顔の連隊長とその副長が座っていた。


    （おれら場違いじゃねーか？）


    　いかにも居心地悪そうに副長ルカは居並んだお歴々を眺め渡し、小声で隣の連隊長ジェミニにささやきかける。


    （我々は招待されたのだよ。堂々としていたまえ）


    　ちらちらと投げかけられる嫉妬や悪意のこもった将校たちの目線をすまし顔で受け流し、ジェミニは口元にいつもの皮肉な笑みをたたえている。さすがに皇帝の隠し子だけあり、リヴァノヴァ帝国を統すべる大貴族たちが一堂に会しても微み塵じんも気後れしていない。


    （今日の任務はおとなしく過ごすことだよ。なにも発言せず、頷うなずいていればいい。貴族たちの反感を買わなければ上出来だ）


    　ジェミニのささやきに、ルカは自信なさげに頷く。どうにもジェミニの行くところ妨害や災難や厄やつ介かいごとが当たり前のように降りかかるため気が気でない。


    「でははじめますかな。今後の作戦計画について、ラマン参謀から説明を」


    　プラトーンに促うながされ、ラマン参謀は分厚い作戦計画書を片手に立ち上がると、立てかけたウェイステッドランドの大地図の前に歩み寄り、いかにも仰ぎよう々ぎようしい声こわ音ねでまず作戦の表題を読み上げた。


    『一七九二年三月二十六日、ノヴァロック城じよう塞さい及びその後方に位置する敵野戦軍に対する作戦計画』


    　それから大地図の地名を指し示しながら、長々とした作戦計画書の朗読がはじまる。内容は複雑でくだくだしく、とても一聴しただけで覚えられるものではなかった。


    「昨日の会戦に敗れた敵ドル・ドラム野戦軍は、崩壊した左翼が南の森林地帯へ逃亡したと目もくされる。また中央の主隊は東の沼地を越えて狭きよう隘あいな山間部を通りノヴァロック城塞へと逃げ延び、右翼側はノヴァロック城塞北方を隊伍を組まず逃走をつづけていると目される。今戦役における我が軍の主目標はノヴァロック城塞の攻略であることから、われらは三軍を互いに二キロメートルの間隔を置いて行軍させることとする。第一軍の針路は……第二軍の針路は……第三軍の針路は……」


    　読み上げる声も熱意もなく単調で「どうせ聞いてないだろお前ら」とのラマンの心の声が伝わるかのようだった。ルカがこっそり将校たちの様子を見回すと、三分の一が渋面を作ってラマンを見やり、三分の一が時折小声で無駄話を交わし、三分の一が寝ていた。恐ろしいことに上座のヴラドレン皇太子自みずからが椅い子すの背に上体をあずけて熟睡だった。


    　昨夜は遅くまで起きていたためルカも眠い。だが傭よう兵へい風ふ情ぜいがこんなところで寝たら殺される気がする。だからがんばって目をこじあけ、懸命にラマンの説明内容を理解しようと努めているのだが、あえてわかりづらいように説明しているんじゃないか、と疑いたくなる代しろ物もので、聞けば聞くほどなんのための作戦なのかわからなくなってきた。


    　──意味ねー……。


    　心中で愚ぐ痴ちる。作戦会議というのはもっと、居合わせた高級将校たちが口角泡を飛ばして激論を重ねた末に、帝国最高の知性の結晶としてほれぼれするほど美しい作戦計画が生まれ出るものと勝手に思っていたが、目の前のこれは面白くもない朗読劇だ。聞けば聞くほど、作戦計画というものがいかにいい加減なものかと辟へき易えきとさせられる。


    　──最初の前提からいきなりおかしい。


    　ラマンが読み上げた作戦計画の前提が「たぶんきっと敵は三つに分かれて逃げてるはず」というものだ。この前提に立ってラマンは一時間以上も自分の考えた作戦を朗読しているわけだが、敵というものはこっちが思ったように動いてくれない。もし左翼軍が南の森林地帯ではなく、東のノヴァロック城塞へ逃げてしまっていたなら、この長い朗読は全部意味のない、おっさんの妄想日記の発表会に過ぎなくなる。


    　その事実に、ここにいる全員が気づいているはず。しかし指摘するものはない。最初にジェミニが言ったように、この作戦計画を練ったプラトーンの「反感を買わなければ上出来」と思って黙っているのだ。


    　──くだらねー……。


    　──こいつらの適当な作戦で死ぬのは兵隊だぜ。


    　ルカはだんだん腹が立ってくる。こんな学芸会のような会議で将校連中が居眠りしている間に、敵は余裕を持って逃げていく。意味のない会議に時間を食うくらいなら、総司令官ヴラドレンの独断でさっさと進軍させて敵を追ったほうがよっぽどいい。


    　しかし、なかでも、一番腹が立つのは。


    　──なんで主目標がノヴァロック城じよう塞さい攻略なんだよ……。


    　連隊の副長ごときが口を挟めるわけがないが、しかし戦略目標そのものがルカには気に入らない。


    　ノヴァロック城塞は第一次、第二次ドル・ドラム戦役においてリヴァノヴァ帝国軍の猛攻を跳ね返した難攻不落の山やま城じろだ。


    　リヴァノヴァ帝国領とドル・ドラム領を南北に隔てる北ユルガ山脈と南ユルガ山脈の結節点に位置し、聖都バルミラへつづくスタリ街道、通称「鋼鉄街道」を扼やくすため、この城を落とさなければドル・ドラム領への侵攻は不可能とされる。


    　しかし小高い岩山の頂上に築かれた山城には砲撃が通用せず、攻め口も狭きよう隘あいな山道が一本のみ。その山道を登れば道の両脇わきに配置された敵砲に縦射され、屍しかばねだけが積み上がる。ノヴァロック城塞を攻略することができたなら、ウェイステッドランド東方の広大な平原への侵攻が可能となるのだが、ここ百数十年にわたってリヴァノヴァ帝国はこのたったひとつの山城によって東方侵攻計画を阻止されつづけてきた。


    　第三次ドル・ドラム戦役の目的もまた、このノヴァロック城塞を攻略することだ。そのために皇太子自みずからが総司令官となり、三万八千もの大軍を動員してここまで来た。いまこの長テーブルに居並んでいるお歴々の誰もが、その目的そのものを信じて疑っていない。


    　──頭、固すぎっだろ。


    　内心で毒づいてしまう。この作戦目標を決めたのが参謀長なのか皇太子なのか皇帝なのか知らないが、過去の常識に囚とらわれすぎて、いまの時代の戦争についていけていない。


    　──本読め、本。


    　毒づきながら、ラマン少将の眠気を誘う朗読を拝聴することさらに二十五分。


    「……以上が今作戦の要領であります。なにか質問はありますかな」


    　ラマン少将はぼそぼそとそう言って、長テーブルについた高級将校たちを眺め渡す。半分以上が眠っているのを見ても眉まゆひとつ動かさず、ヴラドレン皇太子へ向きなおる。


    「よろしいですかな、殿下」


    「Ｚｚｚｚｚ……」


    　ラマンは眠っているヴラドレンの返事を待つ。プラトーン元げん帥すいが何度か咳せき払いし、四度ほど呼びかけてようやくヴラドレンは目を覚ました。


    「まだやっていたのか」


    　開口一番そう告げて、テーブルの一同を眺め渡す。さすがに皇太子の目覚めには気づき、眠っていた将校たちもばちりと目を開けてお追つい従しようの笑みをたたえた。


    　やれやれ、ようやく終わりか……とルカが安あん堵どのため息を心中でついた、そのとき。


    　末席のルカからは最も遠いところに座ったヴラドレンが言った。


    「ふむ。ようやくあの濛もう気きの持ち主に会えたらしい」


    　その途端、場が静まり返る。


    　またか、とプラトーンの表情が曇る。


    「心中ひそかに作戦に異を唱えておるな」


    　ヴラドレンの声に、将校たちは互いに強こわばった顔を見合わせる。


    　恐る恐る、プラトーンが言葉をかける。


    「殿下……？　なにかお気に召さないことでも……？」


    　ヴラドレンは楽しげに、唇の片方を釣り上げた。


    「いや、たいそう気に入っておる。戦場で見たとおり、強く濃い濛気だ。こちらから呼びかけねばならぬか、大志あるものよ」


    　ルカは怪け訝げんそうに、遠い上座に鎮座するヴラドレンを見やる。なんだかよくわからないが、どうやら見み世せ物ものがはじまりそうだ。楽しく見学してあとでミズキやアステルに面白おかしく話して聞かそう。


    　ヴラドレンはついに立ち上がり、毅き然ぜんと胸を張って、いかにもはつらつとした表情でよく通る声を発した。


    「貴君に言っているのだ、ルカ・バルカ。不満があるなら言え」


    　刹せつ那な──。


    　鎮座した将校全員の頭上に、不可視の「？」が浮かび上がった。


    「貴君の濛気は濃く深く熱い。凡百はごまかせても余の目はごまかせぬぞ。余が許す、その濛気の源泉、貴君の魂の熱をここに吐き出せ」


    　舞台役者のように皇太子は言葉を張る。


    　ルカは目をぱちぱちしながら、遙はるか彼方かなたの皇太子を見やるのみ。


    　上座の皇太子にむけられていた高級将校たちの目が、二、三度まばたきを繰り返してから、一斉に末席のルカへとむけられた。


    　静寂。


    　ルカは大貴族たちの目線へ、目を何度もしばたたいて応える。


    　ヴラドレンは傍かたわらのラマン少将へ命じた。


    「ルカ・バルカは貴君の意見に不満だそうだ。発言を許可する。いや、発言させろ。本人が納得ゆくまで、魂の熱をここに吐かせるのだ」


    　ひといきに命じて、ヴラドレンは腰をおろし、ルカを見やる。


    　プラトーンとラマンが顔を見合わせ、なにごとか小声で話し合う。ルカの傍かたわらではジェミニが、見ひらいた目をルカに突き立てていた。


    （きみ、なんかした？）


    　小声でそう問われ、ルカは首を左右に振るしかない。


    （いや。座ってただけ）


    （濛もう気きって……なに？）


    （知らん。あっちに聞け）


    　真剣な表情で言葉を交わしていると、ラマン少将の言葉が届いた。


    「あー……。殿下の特別な推挙により、第三十二独立混成連隊副長、ルカ・バルカどののご意見をいただくことにあいなりました。ご一同、もう少々、お付き合い願います。……ではルカ副長、こちらへ」


    　皇太子の執事長がルカの傍らへ歩み寄り、うやうやしく一礼して椅い子すを引いた。


    　ルカは立ち上がり、執事長に促うながされるまま、大地図の前まで連行されていく。


    　苦々しい表情のラマンが、指示棒をルカに手渡し、小声でささやいた。


    （殿下のご命令だ。作戦に関してお前の意見を言え）


    　ルカはまだ、起きている事態の意味が掴つかめない。


    「……ええっと……おれが？」


    （わたしが聞きたい。いったいなにをした？）


    「いや……座ってただけ……」


    （……殿下は時折、こういうことがある。おそらくただの気まぐれだろうが、呼ばれた以上は貴君の意見をすべて吐き出すまでお許しにならない。なんでもいいから言いたいことを言え、こんな茶番、さっさと終わらせろ）


    「あ……はぁ」


    　ラマンが頷うなずき、テーブルのプラトーンが苦々しい表情をこちらにむける。


    　ルカは指示棒を片手に持って、大地図の前に突っ立ち、一斉にこちらを見やる帝国軍高級将校たちを眺め渡す。


    「遠慮はいらぬ。貴君の思うところを述べよ。だがくれぐれも退屈はさせるなよ」


    　ヴラドレンの言葉が耳を打ち、ルカはようやく、この事態の意味を悟る。


    　──おい。ちょっと待て。マジか。


    　おそらくきっと、不平不満が自分で思っている以上に表情に出てしまっていたのだろう。それをヴラドレンに看かん破ぱされ「なんだてめえ、文句あんならはっきり言えや」ということで、さらし者のようにここに立たされてしまった、と。こちらに突き刺さる貴族たちの眼まな差ざしからはいずれも「なんだこいつ」「誰だこいつ」「ジェミニ連隊の副長だろう？　たかが傭よう兵へいが我々に講釈を垂れようというのか」「びびってやがる。いまにもちびりそうなつらだ。さっさと泣いて逃げ出すがいい」などという無言の言葉が聞こえてくる。


    　表情を硬くしたまま動かないルカへ、ヴラドレンが冷たく告げる。


    「早くせぬと好機を失うぞ。戦場ではいかなる不測の事態に陥おちいろうとも動じぬものが勝利を得ると聞くが。貴君の才気はその程度か」


    　明らかな挑発を受けて、かちん、とルカのこめかみが鳴った。


    　なんだこの王子さま、もしかしておれの度胸を試してんのか？


    　ルカはゆっくりと息を吸い込み、それから、またゆっくり吐き出した。


    　頭を醒さまし、この事態を俯ふ瞰かんする。そして自分に言い聞かせる。


    　──献策を命じたのは王子さまだ。なに言ったって殺されはしない。


    　──ここにいる貴族どもに嫌われるのは確実だが……まあいいや、いつものことだ。


    　ルカの紅の双そう眸ぼうが、爛らんと光をたたえる。


    　──それに王子さまの言うとおり、これはチャンスだ。


    　──万が一うまくいけば、兵隊が無駄に死ななくて済む。


    　家族に等しい連隊員たちが、ここにいるバカな連中のバカな作戦のために死んでいくのは我慢できない。無茶な攻城戦が開始され、敵の野戦砲が待ち受ける狭い山道を登らされるのは、次はジェミニ連隊かもしれない。大勢の兵隊を救うチャンスを、皇太子はくれたのだ。そう考えることにしよう。


    　覚悟を決めて、ルカは口をひらいた。


    「……では僭せん越えつながら献策させていただきます。ジェミニ連隊副長、ルカ・バルカと申します」


    「第三十二独立混成連隊、ですな」


    「え？　あ！　はい、第三十二独立混成連隊の副長です」


    　俗称から正式名称に言い直すと、高級将校の間に失笑のさざなみが広がった。その笑い方がまた、ルカの貴族嫌いの琴きん線せんを刺激する。


    　──腹立つなー、こいつら。


    　──いい機会だ、ぎったんぎったんに論破してやる。


    　皇太子も「退屈させるな」と言っていたし、構わないだろう。お望みどおり、さっきから胸に詰まっていたものを全部ここで吐き出してやる。


    「えー、まず。根本的なところなのですが、最初の一歩目から献策したく思います」


    　貴族にむけた物言いなど知らない。不敬にだけはならないよう気をつけていれば、降等処分や投獄こそあれ、殺されはしないだろう。


    「三次に及ぶドル・ドラム戦役の作戦目標がいずれも『ノヴァロック城じよう塞さい攻略』にあること、わたしはここに疑問を呈します」


    　貴族たちの無言の視線に、「はあ？」という音のない言葉が浮かび上がった。次に来る反論まで予想しながら、ルカは言葉を継ぐ。


    「作戦目標を『ドル・ドラム野戦軍の殲せん滅めつ』に置き換えるのが目下の最善であります。ノヴァロック城じよう塞さいを素通りし、後方で再集合するであろう敵野戦軍との決戦を、作戦の眼目に据すえるべきかと」


    　告げると、しばしの沈黙のあと、失笑が将校の間に広まった。ひとりの参謀将校が語調に揶や揄ゆの色を濃くする。


    「貴君は軍学を学んだことはあるのかね。どの兵学校を出た」


    「独学です。本を読んで勉強しました」


    　即答すると、長テーブルに広がる嘲ちよう笑しようの狭はざ間まに怒りが混ざりはじめた。


    「戦争のど素人しろうとの意見を拝聴せねばならんのか、我々は」「素通りできるならとっくにやっている。できないから攻略するのだ」「教科書からやり直せ。あの城塞はドル・ドラムへ通じる唯ゆい一いつの街道を扼やくしているのが地図を見てわからんか。放置して敵野戦軍を追ったなら、決戦どころか飢えて負ける」


    　将校の言葉どおり、ドル・ドラム王国へ通じる唯一の道「鋼鉄街道」が南北ふたつの山脈により最も狭きよう隘あいになる地点へノヴァロック城塞は築城されている。地勢上、素通りして進軍したなら、城塞にこもった敵は外へ出るだけで簡単に帝国軍の補給を断ち切ることができる。


    　しかし。


    「僭せん越えつながら、その考えは前時代的かと」


    　ルカはきっぱり言い切る。たちまち、将校たちの表情が怒りを宿す。


    　──やっちまった。まあいいや。やっちまえ。


    　開き直り、ルカは自分の考えを開陳した。


    「敵は峻険な岩壁に守られた山やま城じろ。攻め口は狭い山道のみ。……つまり、城塞にこもった敵も出口はひとつしかない。ならばそれを逆手に取って、敵が城塞から出られないよう閉じ込めてしまえば良い。……山道の出口に野戦砲大隊を配置し、敵軍を逆に封ふう鎖さするのです。封鎖に必要な兵は、五千もあれば足りましょう。ノヴァロック城塞を封鎖する間に、主隊三万は東進し敵野戦軍との決戦を求めます。野戦軍を殲滅したなら、敵首都バルミラ攻略は成ったも同然。我々はバルミラに駐ちゆう屯とんし、敵の糧りよう秣まつで食いつなぎながら、悠々と講和を促うながせばよろしい。……以上がわたしの考えであります」


    　ひといきに述べると、一同は静まり返った。ただヴラドレンは薄い笑みを口元に、ジェミニは引きつった笑みを頬ほおにたたえていた。


    　将校たちは互いに顔を見合わせ、


    「それは……一軍を置き去りにするということかね？」


    「いかにも」


    「……前例がない。五千もの兵を封鎖に回せば、それだけ本隊の戦力は落ちる。決戦に勝てる見込みが少なくなる」


    「軍を分けた前例がないのは、過去において三万八千もの大軍を進軍させた例が存在しないからであります。兵へい站たんが未熟な時代には、これだけの大軍を動員し、一か月間も侵攻作戦に従事させるのは不可能だったでしょう。しかし、道路、輸送手段、官僚機構の発展により、我々はいまこうして三万以上の大軍を敵地へ侵攻させております。先の会戦で死傷した三千名と、別動隊として切り離す五千名を差し引いても、まだ三万もの兵が決戦に臨めるのです。この兵力は再集合したドル・ドラム野戦軍になんら遜そん色しよくのないものと考えます」


    　ルカの冷静な答えに、将校たちは言葉を失う。また別の作戦将校が質問する。


    「輸送コストは距離の二乗に比例する。拠点も持たないまま敵地に足を踏み入れると、輸送線が伸びきり、補給が困難になる。ノヴァロックを落としてこちらの侵攻拠点とし、物資を充分に集積してから敵地に乗り込むのが常道だが」


    「糧りよう秣まつは輸送に頼らず、侵攻先で徴ちよう発はつするべきと考えます。百年前では軍をまかなうことはできなかったでしょうが、農地改革が進んだ現在では収穫量も大幅に増え、行く先の街や村で腹を満たすことは充分に可能です。第六次テラノーラ戦役の記録だと、人口六百名の村に一万二千名の兵が五日間駐ちゆう屯とんしてなお、村の備蓄は残っていたとか」


    　きっぱりとしたルカの返答に、壮年の作戦将校が顎あご髭ひげを震わせて怒声をあげた。


    「帝国軍はイナゴではない！　誇り高い帝国軍が収奪で生き延びるなど、陛下のご尊顔に泥を塗るようなものだ！」


    「収奪ではありません、あくまで軍のカネで糧秣を買い取る『徴発』です。当座のカネがなければ借用書でよろしい、賠償金を得たあとで代金を支払えば、懐ふところを痛めることもなく、陛下の御威光は敵地においても高まるかと」


    　その怒号は想定済みです、と言いたげな涼しい顔で返答するルカへ、壮年将校の顎髭はますます震え、さらなる怒号が放たれる。


    「これまで何千、何万という兵士があの山道で死んでいったのだ！　ノヴァロック城じよう塞さい攻略は帝国の悲願であり、素通りしたなら陛下の沽こ券けんに関わる！　ドル・ドラム戦役……いや、この百二十年間、帝国の東方進出計画の作戦目標は一貫してノヴァロック城塞攻略と決まっておるのだ！　ここで作戦目標を変えたなら、屍しかばねとなった先人に顔向けできぬわ！」


    　この程度の頭で戦争をやっているのだ、こいつら貴族は。ルカは心底辟へき易えきする。お前らの沽券とか面めん子つのために死んでいく兵士の身にもなれ。


    「閣下、本ほん末まつ転てん倒とうです。ノヴァロック城塞攻略の目的は、ドル・ドラム王制の打倒です。先にドル・ドラム王を降伏させれば、ノヴァロックも開城するわけで。手段と目的が逆さまになっておられます」


    「な……な……な……っ!!」


    　おれは言い方を知らないからいつも貴族を怒らせるんだろうな、と自じ嘲ちようしつつも、静かな憤激の詰まった言葉が止まらない。


    「作戦目標は敵野戦軍の殲せん滅めつとすべし。敵城じよう塞さいは柵で囲んでおけばよろしい。社会機構、産業、農地、道路の改革が進んだ現在、前時代的な補給の概念に囚とらわれる必要はありません。敵地をして我が軍を養わせるのです、それが新たな時代の戦争です」


    　あくまで冷徹な口調を維持し、ルカはそう断言した。


    　静まり返った大広間からは、もはや反論の声もあがらない。感情的な言葉で攻撃してもたちまちルカの理性に跳ね返され、逆にやりこめられてしまう。居並んだ貴族たちはもはや、ルカとプラトーン元げん帥すいを交互に見やるのみ。参謀長プラトーンはルカの意見に対し、いまだなんの反応も見せていない。


    「参謀長、意見を」


    　ヴラドレン皇太子に促うながされ、ようやくプラトーンは重々しく口をひらいた。


    「ここに来て作戦目標の変更はあり得ませんな。バルカ副長は第三次戦役の立案前に発言するべきでした」


    　言げん下かに却下する。ほっ、とした空気が貴族たちのあいだに広がる。参謀長が否定したなら、いかなる献策も無意味だ。


    　しかし。


    「なぜ、あり得ぬ」


    　ヴラドレンが問いただす。


    　プラトーンは白い眉まゆの下、奥まった瞳をわずかに見ひらく。


    「ドル・ドラム王国の奥深くまで侵攻する準備をしていないためです、殿下。敵野戦軍の再集合点がどこなのか判明しないまま敵地へ足を踏み入れ、そのまま所在のわからぬ敵を追っていったなら輸送線は長大なものになり、やがてこちらが干上がります。必ず敵が決戦に応じる保証がない以上、ノヴァロック城塞を落とさぬまま侵攻するのは自殺行為であります」


    　プラトーンの返答に、ルカが反論する。


    「位置が掴つかめずとも、我らが敵首都バルミラを目指せば、敵は必ず決戦に応じます。バルミラは彼らの聖なる都。戦わずして異民族に首都を明け渡す不名誉をドル・ドラム王は拒絶するでしょう。誇り高さゆえに、彼らは聖都を見捨てることはできないのです」


    　ぎろり、とプラトーンの瞳がルカを見み据すえた。元帥閣下が、一傭よう兵へいに対して明らかに怒っている。この場に皇太子がいなかったなら、とっくに近衛このえ兵が飛び込んでルカを拘こう束そくしているであろう状況だ。もはや居並ぶ大貴族全員が、ルカの敵に回っている。


    　だが。


    　──知るか。絶対負けねえぞ、かかってこいこの野郎。


    　ルカは改めて腹を決める。営えい倉そう送りだろうが降等だろうが、この議論には絶対に負けない。前線で戦う兵士たちの代表のつもりで、こいつら貴族たちを徹底的にやりこめてやる……！


    



    　それから約一時間半、ルカは参謀長と首席参謀、それに居並んだ高級将校全員を相手に回して丁ちよう々ちよう発はつ止しの激論を重ねた。それぞれが持ちうる経験と知識を総動員し、ルカの献策と現在の作戦目標をすり合わせ、微に入り細を穿うがって質問し、揚げ足を取り、語尾をあげつらい、揶や揄ゆや挑発や脅おどし文句を並べ立てて、ただひたすら相手を論破するために口角泡を飛ばした。


    　ヴラドレンは始終、ワイングラスを片手ににまにま笑っていた。長い議論にも飽きることなく聞き耳を立て、あまりに酷ひどい侮ぶ蔑べつや脅し文句がルカに飛ぶとたしなめ、議論が正常な方向へむくように誘導した。


    　──いいひとじゃん、このひと。


    　ルカの頼りは皇太子の掩えん護ごだけだった。ヴラドレンが明らかにルカを保護してくれているから、大貴族に対しても遠慮なく意見をぶつけることができた。


    　双方が疲ひ弊へいし、新たな指摘も反論も出なくなったあたりで、ラマン少将が皇太子に裁定を仰あおいだ。


    「……これ以上の議論はもはや、意味をなさぬかと。……攻城か、野戦か。殿下のご決断を仰ぎたく」


    　うむ、と頷うなずき、ヴラドレンは満足そうに告げた。


    「余は参謀長の意見に同意する。ノヴァロック城じよう塞さいに全力攻撃を仕掛け、これを陥かん落らくさせる当初の方針に変わりはない」


    　総司令官のその一言に、ほっ……としたため息が高級将校たちの間から漏れた。本来であればその決定が当たり前なのだが、危うく野戦に傾きかねないほどルカの舌ぜつ鋒ぽうは鋭く、また理路整然としていた。


    「参謀長の述べたとおり、バルカ副長の献策は遅きに失した。作戦立案の時点でバルカ副長が関わっていたなら、今戦役の戦略目標は違ったものになっていたかもしれぬな」


    　皇太子の言葉に、ルカは深々と頭こうべを垂れた。献策は実らなかったが、しかし言いたいことは言えたので胸のうちはさっぱりとしていた。


    　と、ここでヴラドレンは意外な命令を発した。


    「書記官、議事録は取っておるな？　いまの議論を要約し、今月の東方軍広報に載せて本国に配布するのだ。両者の主張の正否は時間が明らかにするであろう」


    　プラトーンとラマンと貴族たちの多くが目をみひらき息を呑のむ。


    「殿下、軍議の内容を明らかにすることは、我が軍の内部事情を敵にも知らしめることになり……」


    「うまく隠せ。第三次戦役が終わったのちに民と宮廷から裁定を仰ぐことで、いまの議論は我が軍へ良い効果をもたらす」


    　きっぱりとしたヴラドレンの言葉に、プラトーンはなお、言葉を継ぐ。


    「しかし殿下それでは、後日どちらか一方は結果論で糾きゆう弾だんされることに……」


    「どうした参謀長、結果に確信が持てぬのか？　幾万の兵を死地へ誘いざなうのだ、糾弾程度の覚悟はできておるのではないのか」


    「いえ、無論そういうわけでは！　……わたしが憂慮するのはあくまで軍議の内容が筒抜けになることであり……」


    　言い訳をつづけるプラトーンから目を外し、ヴラドレンはルカを見やった。


    「以後、ジェミニ連隊長とルカ副長は、我が軍の作戦立案から関わるように。今日の会議は前半は退屈だったが後半はたいそう面白かった。下がれ」


    　皇太子の言葉に、一同は椅い子すから立ち上がり、黙礼で応えた。皇太子が広間から退出すると、あとにはルカへ突き刺さる貴族たちの寒々しい目線だけがあった。ルカとジェミニは大急ぎで地主屋敷から逃げ出し、自分の馬にまたがった。


    



    　春の太陽が照りつける平原を、馬を並べて連隊の露営地を目指す。総司令部から充分遠ざかったことを確認してから、ルカとジェミニは目線を交わし、げらげら笑った。
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    「なんだよ、いいひとじゃねーか、お前の兄貴」


    「よくわからない人格だけど、一概に侮あなどれないことは確かだ」


    「ファニアもそうだったけど、皇太子殿下もあれだな、身分とか気にしないで意見聞いてくれて、なんかいいな」


    「進歩的な考え方だったね。おかげで作戦立案から関われることになった。上出来だよ」


    「ああいう王さまなら、おれ、ついていってもいいなー。貴族らの言いなりにもならなそうだし、おれらの意見でも聞いてくれそうだし」


    　ルカの胸はすっかり晴れていた。鬱うつ憤ぷんを晴らす機会を与えてくれたヴラドレンに、心のうちで感謝していた。言葉どおり、ヴラドレンには王女ファニアに通じるなにかがあった。


    　けれどジェミニは笑いを引っ込め、声をひそめる。


    「正直、あまりなついてほしくないな。ぼくには大きな夢がある以上、彼はいつかぼくの障害となる人物だから。こちらがむこうに取り入りこそすれ、むこうに懐かい柔じゆうされてはならない」


    　ジェミニの言葉に、ルカの楽しい気分がしおれる。そうなのだ、この男は本気でクーデターを画策し、ヴラドレンを追放して自分が皇帝になるつもりでいる。


    「なんか、かわいそうな兄弟だな、お前ら。仲良くできそうなのにさ」


    「ぼくに目標がなかったら、仲良くできたかもしれないね」


    　ジェミニはつれなく応える。ルカはふと考える。


    　──目標って、エデンを倒す、っていう例のあれだよな。


    　ルカが十二歳、ジェミニが十七歳のころ。部屋で本を読みながらなんとなくルカが投げかけた「ジェミニは、目的、あるのか」という問いに、ジェミニはこちらがたじろぐほど考え込み、あげくルカに「ぼくにバカみたいな夢をくれ」と言いはじめた。自分で決めろと言っても「できないんだよ」の一点張りで、相手するのが面倒になり「じゃあ、エデンを焼き払え」と言ってみたところジェミニは「ぼくの行く道が見えた！　生まれてきた意味を見いだした！」とおおはしゃぎしながらルカに抱きついてきた。あれから八年、ジェミニは愚直にその夢を追いつづけここまで這はい上がってきている。


    　しかしルカはそのすがたを見ていて、時々、不審に思う。


    　──こいつ、なにがなんでもエデンを滅ほろぼしたいわけじゃないんだよな。


    　エデン人に親兄弟を殺された、とかいう事情があったなら、人生を賭としてエデンを滅ぼすことを決意する気持ちもわかる。


    　しかしジェミニは特に、エデン人から酷ひどい仕打ちを受けたわけでもない。ただルカが提示した「エデンを倒せ」という命題を面白がり、人生の退屈しのぎのように、その命題を解くために、日々目の前に立ちはだかる諸問題と格闘している。


    　ジェミニの夢には動機が存在しない。


    　ただ数学の難題を解くことを楽しむように、スケールの大きすぎる人生の難題を解き明かそうとしている。


    　なぜそんなことになってしまっているのか。ジェミニの心の奥底には、なにが横たわっているのだろう。いや、横たわっていればいいが、下へ手たをすると、なにも横たわっていない可能性がある。そっちのほうが怖い。


    　なにげないふうを装って、ルカは問うてみる。


    「それさあ……どうしてもやんなきゃダメ？」


    「え？　クーデターのこと？　まあ手段までは決めてないけど。ただ兄貴にはいなくなってもらわないと、ぼくの出る幕がないから」


    　当たり前のようにジェミニは答える。


    「いや、つーか、リスク相当高いぜ？　そこまでして皇帝になる意味あるか？」


    「意味はあるよ。なに言ってんの。ぼくはエデンを倒すんだよ？　そのためにはできるだけ偉いほうが便利だし。指先一本で数十万の大軍を動かせるようになったら、エデンにだいぶ近づけるし」


    　うん……。とルカは喉のどだけで返事する。そう、ジェミニにとって皇帝として戴たい冠かんするとはエデンを倒すための一里塚に過ぎないのだ。


    　ろくな動機も持たないくせに、なぜそこまでやろうとするのか。


    　感情も道徳も倫理も顧かえりみず、与えられた命題への最適解を演算しつづけるジェミニ。


    　それは──人間というより電子演算装置に近い。


    「エデンを倒せ」という命令コマンドを受けたから実行している電子演算的知性がジェミニの正体であるなら、この男はそのコマンドを完了するために家族も仲間も迷わず排除するだろう。実際にいま、自分を取り立ててくれた兄を排除しようとしているように。


    　考え込むルカの内面を読んだかのように、ジェミニは鞍あん上じようから問いかけた。


    「ぼくは間違ってる？」


    　ルカは顔をあげて、傍かたわらへ目を送った。


    「人間的には、だいぶ間違ってるな」


    「……そう。……ぼくにはよくわからない」


    　ジェミニはそう言って、少し表情を翳かげらせた。きっと本当にジェミニには、人間としての当たり前が理解できないのだろう。


    　皇帝の非嫡ちやく出しゆつ子しとして生まれ、父母に疎うとまれ、いなくなるよう望まれて、わずか十五歳で家から追い出されたジェミニは、まともに生きるために必要なことを教えるひとなど近くにいなかった。


    　はじめて会ったとき、殺風景な部屋で本をひとりで読んでいたジェミニのすがたが脳裏に甦よみがえった。ルカが本を読みたい、というと、面白そうに笑って字の読み書きを教えてくれた。それから二年近く、あのアパートで一緒にずっと本を読んだ。想像でしかないが、恐らくジェミニにとってルカは、はじめてできた友達だったのではなかろうか。


    「……でも、協力してくれるよね」


    　ジェミニはルカに目線を持ち上げる。


    　ルカは手た綱づなを繰りながら、なんとなく、その目線から逃れた。


    　太陽は高く昇っていた。兵士たちは不要品を焚たき火に投げ込みながら出発のときを待っていた。平原のうねりのむこうは薄灰色にかすんでいた。あの先にはなにがあるのだろう。ジェミニと歩む道のむこうに待つものは、皇帝の玉座だろうか、断頭台だろうか。


    　──しみじみ、どうしようもないヤツだな……。


    　ルカは内心、ため息をついて横目を送る。親切にしてくれた兄を、動機のない目的のために蹴け落とそうとする本物のクズが、すがりつくようにこっちを見ている。


    　ジェミニは悪人ではない、とルカは思う。ジェミニ連隊が家族みたいに仲が良いのは、ジェミニの手腕によるものだ。訓練においても兵士をただ命令を聞く機械にするのではなく、戦士としての誇りと仲間意識を醸じよう成せいすることに重点を置き、地獄の戦場にあっても逃げることなく仲間のために戦う精神を育成することに成功している。準備金や恩おん寵ちよう金はほとんどすべて連隊員の武器と装備と給金にあて、私腹を肥やそうとしたことは一度もない。傭よう兵へい隊長といえば「敵よりも味方の軍曹を恐れる」ようになるまで兵を鞭むちでたたき上げ、カネはすべておのれの懐ふところに収めるものが普通であるなか、ジェミニの手腕は希け有うなものだ。ジェミニ連隊が勇名を馳はせているのは、ジェミニの先進的な運営方針に依よるところが大きい。


    　かといってジェミニは善人でもない。作戦遂行のために味方の隊長を騙だまして囮おとりに使ったり、戦況によっては一部隊を見殺しにして主隊を撤退させたこともある。現在のジェミニの目的は「帝国軍内での自分の地位を高めること」であるため、その目的に叶うならば目を掛けて育てた部下でも簡単に見捨てる。どれほど大切に運営していても、結局のところ彼にとってジェミニ連隊は、おのれの目的を達成するための道具に過ぎないのだ。


    　ジェミニの内面には非道と高潔が綾あやなして、黒なのか白なのか判然としない。長い付き合いだが、いまだにジェミニという人間を評しかねる。そして恐らくジェミニ本人も、自分のことが自分でよくわかっていないし、わかろうともしていない。


    　ただひとつ、確信をもって言えることは。


    　──こいつ、おれの友達なんだよな……。


    　現在のルカが貴族を凌りよう駕がする教養を手に入れているのも、ジェミニが本を読ませてくれたおかげだ。みすぼらしい身なりの自分を部屋へ招き入れ、高価な本も貸してくれた。ジェミニがいなければ、ルカはいまこうしてここにいない。どんなにクズでも、ジェミニはルカの恩人であり友達だった。


    　だから。


    「ほんっと、しょうがねーなー……」


    　青空を見上げ、そんなため息をついてから、諦あきらめの笑みと共にジェミニを見やる。


    「……付きあってやるよ、間違った道でも」


    　そう告げると、ジェミニは笑った。


    　あぁ、こいつも笑うんだな。十年近い付き合いではじめて見た、うそ偽りのないジェミニの笑顔を、ルカはただ黙って見ていた。


    　子どものころ、字の読み書きを教えてもらうのと引き替えに、ルカはジェミニの家来になることを約束した。ジェミニはあのとき、ぼくについてくればお城にだって住める、みたいなことを言っていた。もしかするとあの約束は、いまこのときのために交わしていたのかもしれない。


    「信頼できる友はきみだけだ」


    　ジェミニは笑顔でそう言った。


    「おれはお前を信頼してないけどな」


    　思ったままを言葉にすると、ジェミニの頬ほおが不服を示す。


    「ここはきみも感極まって、ぼくと永遠の友情を誓うところだろう？」


    「犬猫とは誓っても、お前とだけは誓わねえ」


    　つれなく告げると、ジェミニはますます不満そうに、ルカの冷たさを批判する。適当にあしらいながらも、ルカはこの信用できない友達のために、人間として間違った道を歩む覚悟を決めた。


    　──しょうがねえか、腐れ縁だ。


    　──一緒に堕ちてやるよ、相棒。


    　ルカの心の声が聞こえるはずもないが、ジェミニは青空を見上げ、確信に満ちた口調で、


    「世界はぼくらのものだよ」


    「世界中、敵に回す未来しか見えねえ」


    　軽口を交わしながら、気持ち良い春の陽光を浴びつつ、ふたり並んでかっぽかっぽ、のどかな蹄ひづめの音を立てた。


    



    　そののち──。


    



    　四月二日、当初の予定通りリヴァノヴァ帝国軍はノヴァロック城じよう塞さい攻略戦を開始した。第一次、第二次ドル・ドラム戦役の反省を踏まえ、口径三十センチの大型攻城砲二十門による準備砲撃が、そそりたつ岩壁に浴びせかけられた。重量七十キログラム超の砲弾を二日間休むことなく撃ち込んだのち、満まんを持じして唯ゆい一いつの攻め口である山道を登りはじめた帝国軍第七連隊は、予め洞どう窟くつや地下壕ごうに退避していた敵野戦砲部隊の縦射によって壊かい滅めつ的な被害を受けた。


    　どれほどに大型攻城砲が火を噴こうと、地下や洞窟に隠れた敵野戦砲に被害を与えることはできなかった。攻撃が繰り返されるほど、山道には屍しかばねと機械兵の残ざん骸がいが折り重なり、よりいっそう攻め手の通行を困難にした。


    　プラトーン参謀長は躍やつ起きになって強襲を繰り返した。翌日の攻撃に選ばれた突入部隊からは脱走兵が続出した。ときが経つほど帝国軍内にはプラトーンに対する不満が渦巻き、軍議においても公然と参謀長を非難する声があがりはじめた。


    



    　五月、第三次戦役の死傷者が四千名を超えたころ、帝国本土において「東方軍広報」が出版され、ルカとプラトーンの作戦会議における論争の詳細が宮廷と民衆に知れ渡った。たちまち大きな話題となり、ジェミニ連隊の名声がさらに高まるとともに、プラトーンの更こう迭てつを望む声が本国においても広がりはじめる。


    



    　六月、約二か月つづいたノヴァロック城じよう塞さい攻略戦は、八千五百名超の死傷者を出した帝国軍の撤兵により終しゆう焉えんを迎えた。砲兵陣地ひとつ奪取できないままの敗戦だった。戦役のたびに過酷な重税と賦ふ役えきにあえいでいた帝国民の不満はリヴァノヴァ皇家にむけられた。賠償金や販路の拡張を目当てに戦争を仕掛けているのに、生活は苦しくなるだけでいっこうに見返りはない。各地で焼き討ちや住民蜂ほう起きが広がるなか、ヴラドレン皇太子の提言により、皇家は急速に高まるジェミニ人気を利用することを思い立つ。


    



    　七月、帝都パグラチオン宮殿にて盛大な叙じよ爵しやく式しきが執り行われ、ジェミニは皇帝アリヴィアン四世の御前に跪ひざまずき、第二皇子として月げつ桂けい冠かんを戴いた。第二次ドル・ドラム戦役でジェミニ自みずからが切り取った交易都市アサイウス周縁の豊かな田園地帯が領地として与えられ、皇位継承権第二位、アサイウス公爵アリヴィアン・ヴィクトル・ジェミニ・リヴァノヴァ皇子がここに誕生した。


    　第三次戦役の失敗により暗く落ち込んでいた帝国民は、新たな皇子の誕生を熱狂を以もつて迎え入れた。皇帝の非嫡ちやく出しゆつ子しとして追放の憂うき目めに遭いながら、ドル・ドラム戦役ではひとり隔絶した戦功をあげてついに皇帝に認められた「褐色の皇子」の物語は紙芝居や舞台劇として上演され、おおげさに脚色された内容は瞬またたく間に帝国全土へ、さらにはグレイスランド、ウェイステッドランド全土へと伝でん播ぱしていった。


    



    　秋。ジェミニの叙爵に伴い、第三十二独立混成連隊ことジェミニ連隊は正式名称を「アサイウス連隊」と変えて、アサイウス近郊の駐ちゆう屯とん地に入り練兵の日々を送った。もはや傭よう兵へい団ではなく、ジェミニ公爵の保有する正規軍である。ルカたち四兵へい科かの隊長もまた「勲くん爵しやく士し」という一代限りの爵位が与えられるはずであったが、自由な平民でいたいという理由で全員がこれを断った。アサイウス連隊は多くの志願兵を集め、帝国軍でも最も厳しい訓練をこなしつつ冬営に入る。


    



    　十一月、ルカたちは練兵を古参の部下に任せて駐屯地を離れ、帝都パグラチオン宮殿を訪れた。ジェミニ皇子から宮殿内の客間をあてがわれ、連日のように貴族たちとの昼食会や夜会や舞踏会に駆り出された。ジェミニの物語が喧けん伝でんされたことにより、ルカたち四兵へい科かの隊長とアステルもまた英雄として祭りあげられていたため、世間話のために生きている貴族たちはこぞってルカたちの訪問を歓迎した。ジェミニに頼まれ、しばらくの間ルカは帝都において人脈作りに専念することになる。


    　一方、第四次ドル・ドラム戦役の作戦計画はヴラドレン皇太子とジェミニ第二皇子を中心として着々と練り上げられていた。三次に及ぶ戦役をいずれも失敗させたプラトーンは降等処分となり、代わりにラマンが参謀長、ジェミニが首席参謀として着任した。首席参謀としてはまだ年若いがしかし、これまでの戦功と身分を鑑かんがみたなら、居並ぶ高級将校たちも反対はできなかった。


    



    　十二月、ルカは環境のめまぐるしい変化に戸惑いながらも、自分の役目をこなしていった。もともとリヴァノヴァ帝国に流れてきたのは、戦闘指揮の経験を積むことと、有用な人脈を得ること、それにおのれの名前の価値を高めることが目的だ。だからジェミニが異常な速度で出世していくのは都合が良かったし、進歩的な青年貴族たちと繋つながったことで知見や学識や社交スキルも得られた。


    　ルカにとって一連の政治活動は、ジェミニの巨大な夢に協力するものであると同時に、いつかガルメンディア王国へ戻って革命を主導するために必要な訓練であり、投資だった。正直なところ社交は苦手分野だったが、ファニアとジェミニ、ふたりと交わしたふたつの約束を叶えるためには、自分から積極的に人間の渦に飛び込んで人脈を作り、政治的工作の技術を学ぶ必要があった。


    　そのため社交界だけではなく、反体制派の貴族や富裕な庶民、弁護士、野心的な文士が集う政治サロンにも顔を出した。カネも身分も持たないが熱意だけは有り余る有う象ぞう無む象ぞうが日夜政治的議論に明け暮れるサロンには戦場や社交界と全く異なる種類の闘争があり、何度もやりこめられたり、逆にやりこめすぎたりして反感を買った。けれどルカは失敗から学び、有用な面々といかにして接触し、建設的に議論を交わし、交流を広げていくか、その方策を体得していった。


    　いつしか顔なじみも増え、グレイスランド全域に根を下ろす地下組織との接触も持った。


    　どこの国でも、政体の薄皮を一枚めくれば民衆の不満が渦巻いていた。終わることのない列強同士の戦乱は飢えと死と戦傷者を量産し、農村生活を破壊していた。政治サロンに集う野心家たちは、民衆の怒りを苗床にして情熱の薔ば薇らを涵かん養ようしていた。あと数年のうちにグレイスランド一帯に革命の花弁が咲き乱れることを、ルカは否応なく予感した。


    



    　連隊の仲間うちだけでは得られなかった経験を積みながら、ルカはじっと次の季節の訪れを待った。凍いてついた大気が緩み、風に花の香りが混ざりはじめたころ、皇帝アリヴィアン四世の勅ちよく令れいがくだり、第四次ドル・ドラム戦役の動員が開始された。


    　作戦目標は「ドル・ドラム野戦軍の殲せん滅めつ」。


    　ノヴァロック城じよう塞さいに関しては「五千名の予備隊で封ふう鎖さ」する旨が早々に総司令官ヴラドレン皇太子から通達された。ルカの献策がほぼそのまま採用されたかたちだ。帝国内に不穏な動きが広まるなか、四度目の失敗は許されない。リヴァノヴァ帝国はおのれの存そん亡ぼうをかけて総勢五万五千もの大軍を動員し、三月、イノリ川を越えてウェイステッドランドへと足を踏み入れた。

  


  
    



    　　　　　　二章　演算


    



    　ともかく敵より早く予定会戦地点に辿たどり着き、高地を占拠してしまうこと。


    　首席参謀ジェミニ少将の打ち出した基本方針に則のつとり、ルカ・バルカ連隊長率いるアサイウス独立混成連隊──俗称「バルカ連隊」二千八百名はノヴァロック城塞を素通りしたのち、三日でおよそ百キロメートルを踏破する常識破りの進軍速度でカロルメン台地に到達、東方から来るであろう敵を高地から見晴らせる場所へ布ふ陣じんした。


    　あまりにも先せん鋒ぽうを務めるバルカ連隊の行軍速度が速すぎて、後方からついてくる帝国軍主力との間に三十キロメートルほども距離があった。一般的な軍隊では、行軍に一日半かかる距離である。


    



    　ステファノ歴一七九三年、三月二十日、ウェイステッドランド、カロルメン台地──。


    



    　ジェミニは総司令部付き首席参謀に昇格したため一緒におらず、今回からルカが連隊指揮を執ることになった。二千八百名の仲間たちの命が、一刻一刻の自分の判断にかかっているかと思うと胃の腑ふが裏返るほど不安になる。けれど連隊長が怯おびえたならそれは連隊全体に広がっていくため、外見はあくまでも余裕たっぷり、時折軽口なども交えながら、頼りになる連隊長を演じている。


    「早すぎたかな」


    　午後三時、台地上に築いた砲兵陣地から彼方かなたを見晴らしながら、ルカは傍かたわらのガヴーに問うてみた。ジェミニがいないいま、戦場でのルカの相談相手はガヴーとメルヴィルだった。


    「うしろが遅すぎる」


    　無口な歩兵大隊長は、腕組みしたままぼそりと応えた。傾きはじめた日差しを背後に従え、筋骨たくましい巨きよ躯くが暮れなずむ空を稜角も露あらわに切り取る。


    　周辺では歩兵たちが塹ざん壕ごうを掘ったり、野戦砲を守る土ど嚢のうを積み上げたり、防護柵を組んだり。後方ではもうパン焼き小屋が組み上がって、おいしそうな匂いを運んでくる。


    「戦わずにこの場所を取れたのが大きい。ここなら大軍が来ても持ちこたえられる」


    　ルカは眼下の黄色くうねる平原を見晴らしながら呟つぶやいた。


    　ウェイステッドランドを東西に横切る鋼鉄街道をこのカロルメン台地が南北四十キロメートル以上にわたって遮さえぎって、西進してくる敵はこの台地の傾斜を登らねばノヴァロック方面へ行けない。


    　敵歩兵・騎兵は舗ほ装そうされていない台地の傾斜をよじ登ることも可能だが、岩肌が剥むき出しで岩が散在しているため砲兵や機械兵は舗装された坂道を登るしかない。ルカは野戦砲を、坂道の途上のふたつの屈折に配置した。これで敵は狭い坂道を、こちらの砲門にむかって登らざるを得ない。


    　要よう衝しようでありながら攻めにくく守りやすい。だからこそ主力から突出するのを承知でここまで強行軍でやってきた。


    　しかし不安がひとつ。


    「敵さん、今日来なきゃいいけど」


    　敵が来るであろう鋼鉄街道の彼方を見み据すえて、ルカは心配事を口にする。軽騎兵三十騎を偵察に出しているが、いまだなんの報告も来ない。


    　と、ルカたちの背後に機械兵大隊長ミズキが笑顔で走り寄って隣に並んだ。


    「ルカー、おれらも着いたぜー。やっぱ新品はいいな、長い距離歩いても疲れない！」


    「よう、お疲れ。機械兵隊も足速かったなー、相当鍛きたえてんだろ」


    　ルカが褒ほめると、ミズキは得意そうに胸を張る。


    「おう！　冬の間ずーっとおれが鍛えまくったからな！」


    　歩兵の後方にミズキの新たな愛機、中級三隊セカンドランク「力天使ヴアーチユーズ級」タブリス型機械兵が片膝ひざをついて駐機していた。その背後には下級三隊サードランク「大天使アークエンゼル級」アクリエル型が五機、同じく膝をついて控える。いずれもミズキが鍛え上げてきた部下が乗る列機だ。ジェミニ皇子の政治力のおかげで、いずれも新品の機械兵がバルカ連隊に配備されていた。


    「ひとりで突っ込みすぎるなよ。連係がおれらの強みだ、ひとりになったらボコボコにされる」


    「わかってるよ！　みんなと一緒に戦うさ、そのほうがおもしれーし！」


    　ミズキは屈くつ託たくなく笑って、傍かたわらのガヴーを見上げ、遠眼鏡とおめがねを持ち上げて頼む。


    「ガヴー、肩車！　おれ、見張りすっから！」


    　ガヴーが無言で頷うなずくと、ミズキは慣れた調子でガヴーの背中に飛びつき、這はい上がって、ガヴーの頭部を自分の股に挟み込むと、地平線の彼方かなたを遠眼鏡で望遠した。ガヴーは全く意に介すことなく、両腕を組んで微動だにしない。


    「いい眺めだぜー。おれ、高いとこ大好きでさー」


    　ミズキはにこにこしながら眺望を楽しむ。小柄なミズキがガヴーに肩車されていると、親子のように見える。ガヴーは強こわ面もてだが細かいことを全く気にしないため、こうして見張り台代わりに使われても怒るそぶりもない。
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    　すると。


    「……お？　騎兵戻ってきた！　……メルヴィルだ、すげー急いでる！」


    　ミズキに言われ、ルカも鋼鉄街道に遠眼鏡を当ててみた。言葉通り、偵察に出していた軽騎兵が三騎、砂さ塵じんを蹴け立てて駆け足で戻ってくる。


    　なにやら悪い予感がする。


    「……敵が来る、ドル・ドラムじゃない、イフティラールの狂信者どもだ！」


    　傾斜を一気に駆けあがり、台地上の連隊司令部に戻ったメルヴィルは美び貌ぼうを歪ゆがめて報告すると、水筒の水を一息にあおった。


    「……マジか。ドル・ドラムと仲悪かったはずだけど」


    「帝国軍おれたちのほうが邪魔なのだろう、リヴァノヴァの犬を皆殺しにしろ、と気勢を上げていた。おれが見た先せん鋒ぽうだけでも一万以上、鎌かま鳥どりに乗った騎兵隊と、機械兵が十五、六機、砲兵も多数。ここに来るまで、あと二時間弱と見た。確認できていないが、うしろにもまだ大勢いる」


    　ルカの表情が強こわばり、ミズキは心配そうにガヴーの肩を降りた。メルヴィルは息を整えて、報告をつづける。


    　ルカは考え込む。ドル・ドラム領のさらに東方を統すべるイフティラール教団は、古い教義を政体の中心に据すえる君主国家だ。臣民は幼少期から苛か烈れつで厳格な教義を叩き込まれ、イフティラール神のためにおのれの命を捧げることを至上の名誉としている。こういう兵士は死を恐れず突っ込んでくるし、どれほど不利な状況になろうと潰かい走そうしない。そんな連中が一万人ほど、二時間後にここへやってくる。


    　しかしこの台地を取るために行軍を急がせたのだ、逃げる選択肢はない。


    「……ガヴー、陣地の構築を急がせてくれ。舗ほ装そう路だけじゃなく、傾斜が緩いとこにも木柵と塹ざん壕ごうを配置して、敵の足を止めるんだ。砲兵はいまのうちに試射して着弾点を確かめろ。メルヴィル、到着を急ぐよう本隊に伝令を送ってくれ。敵の全容を確かめたいから、偵察を二十騎追加頼む」


    　指示を飛ばして、ルカは周辺を見回す。こちらの切り札が見当たらない。


    「アステルは？」


    「パン小屋だ」


    　ガヴーの言葉に、ルカは軽くずっこける。建てたばかりのパン焼き小屋から早くも小麦の焼ける良い香りがさっきから漂ってきていたが、あそこにずっといるのか。


    「焼きたてのパンっておいしいよねー」


    　兵に呼ばれて戻ってきたアステルは、ロールパンが詰まった紙袋を小脇わきに抱えて幸せそうに頬ほおを膨らませていた。


    「いつでもメシ食えるその神経はうらやましいけどな。たぶん出番来るから準備しとけ」


    「おっけー」


    　アステルは片手を振って了承を示し、直後、後方で炊事の支度をしていた当直兵のほうへふらふらと寄っていった。馬よりも食うが、そのぶん働いてくれるなら良しとする。


    　一方、騎兵隊長メルヴィルも愛馬にまたがったまま、ルカの指示を待っていた。


    「騎兵の出番は台地のうえに上がってきた敵兵の掃そう討とうだ。序盤は退屈だろうが無茶だけはしないでくれ」


    　メルヴィルは手た綱づなを握って、にやりと笑う。


    「褒ほめられた指令ではないな、連隊長。無茶しない騎兵など、ただの役立たずだ」


    　プレーボーイ風の見た目のメルヴィルだが、中身は無茶と無謀と蛮勇を掛け合わせた純粋すぎる狂戦士だ。戦場での損そん耗もう率が異常に高い騎兵という兵へい科かは、臆おく病びよう者を極度に嫌う。全員が死を覚悟してはじめて、騎兵突撃はこの時代最強の矛ほことなる。


    「あんたに死なれると困るから言ってんだ。頼りにしてるよ」


    「承うけたまわった」


    　メルヴィルは後方の騎兵隊五百五十騎のほうへと戻り、待機するよう呼びかけた。


    　ルカは再び平原へと目を戻す。敵がよじ登ってくることが予想される傾斜では陣地構築作業が急ピッチで進められ、軍曹の怒号もあちこちで響き、戦場の雰囲気が濃くなってくる。冬の間、ずっと訓練にいそしんでいた一千名ほどの新兵たちも、きっと不安を持てあましているだろう。ルカも連隊長としてはじめての戦いであり、知らず、気持ちも高ぶる。


    　──おれの決断に、二千八百人の命が乗っかってる。


    　とっさの判断を誤れば全滅を免まぬがれない。そういう種類の戦いがこれからはじまる。


    　こちらの強みはルカが率いる六十六門の野戦砲だ。口径が小さく、射程は短いがそのぶん機動力は高い。しっかりと土ど嚢のうを積み上げて堡ほう塁るい陣地を築いておけば、そう簡単に攻略はされまい。未知の敵がどういう攻撃方法をとってくるのかわからないが、ともかく、冷静に落ち着いて対処すれば必ず光明は見えてくる。ルカはそう自分へ言い聞かせながら、敵を待った。


    



    　街道のむこうに砂さ塵じんが立ちこめ、たちまち巨大な獣のごとき敵影が霞を裂いて現れた。色とりどりの軍旗を先頭に、雑な隊列を組んだ歩兵群が平原へ膨れあがっていく。近代的なドル・ドラム軍の兵装とは全く異なる、オリナダ側以東の乾燥地帯の気候に適応したとおぼしい、前時代的な兵装が遠眼鏡とおめがねのうちに見て取れた。


    　イフティラール教団軍。


    　歩兵が身にまとった装甲は肩当てと胸当てと脛すね当てのみ、武器は長なが槍やりや剣がほとんどで、派手な装身具を身につけた指揮官たちが銃剣付きの滑かつ腔こう銃じゆうを持っていた。こちらをすでに視認したのか、剥むき出しの戦意が歩兵たちの表情に露あらわになり、なにごとか吠え猛たける声が聞こえてくるかのよう。


    　紫に塗装された機械兵が十六機、歩兵群のなかを歩いていた。編隊も組まず、随ずい伴はん歩兵もなく、型も統一されていない。操縦士の腕は良いようで、歩兵を置き去りにするほどの速歩で移動する機体も見受けられた。


    　歩兵群の左右を、異様な魔物の群れが固めている。


    　メルヴィルが言っていた鎌かま鳥どり隊だ。遠眼鏡で仔し細さいを観察すると、二足歩行するすがたは一見ダチョウなのだが、額から長い触角が二本伸び、さらにカマキリみたいに先端に鎌がついた前肢が二本、胸のあたりから突き出て、嘴くちばしにかけた轡くつわから伸びる手た綱づなを鞍あん上じようの騎兵が操あやつっている。これが全部で千五百騎ほど。すがたはどこかユーモラスだが、馬と違って足を止めても自力で戦える厄やつ介かいな魔物だ。自陣への突入を許せば壊かい滅めつ的な被害を受けかねない。


    　さらに後方から大型青銅砲が二十五門、馬に牽ひかれて轍わだちを刻んでいた。こちらも砲身に古めかしい浮き彫りが入った、口径二十センチを越える鋳造砲だ。味方の砲兵はまずあの砲を潰つぶさねばならない。一般的に、口径が大きいほうが砲弾の射程が長いが。


    「こっちは高みにいる分、射程が伸びる。砲撃戦じゃ負けないはず。問題は、あのバケモンだな」


    　ルカの言葉に、ガヴーは短く告げる。


    「鎌かま鳥どりは舗ほ装そう路を必要としない。馬より器用に傾斜を登る。それに五、六メートルくらいは飛ぶこともできる」


    「マジか。飛ぶのかよ、あいつら」


    　平原へ目を転じたなら、水平距離七百メートルほどのところで、敵軍も行軍隊形から戦闘隊形へ移行していた。


    　機械兵十六機が歩兵群の先頭に立ち、大型砲はそれぞれの射点について、歩兵は伴奏もなしで戦いの歌を歌っている。


    「いきなり突撃してきそうだな」


    　ルカは遠眼鏡とおめがねを使って敵指揮官や歩兵の表情を観察しながら、傍かたわらのガヴーに言った。


    「最初から全力で来る。彼らに駆け引きはない」


    「使ってる教科書が違うからな。やりにくいぜ」


    　グレイスランド列強が相手なら、ある程度、同じ軍学をベースにしているため敵指揮官の手を予想しやすい。だがウェイステッドランド辺境の敵とやりあうのははじめてだ。敵将の思考のベースがわからないから、手合わせしながら類推するしかない。


    「来た」


    　ガヴーが短く告げると同時に、敵歩兵群がいきなり喚かん声せいをあげて走りはじめた。指揮官の号令が飛んだ様子はなく、高まる戦意を抑えきれず、勝手に走り出したのではなかろうか。堤防が決壊したかのように、目をぎらぎらさせたイフティラール歩兵群が傾斜を駆け登る。普通は士官が尻しりを蹴けり上げて無理やり兵士に突撃させるのだが、イフティラール軍の場合は兵士の戦意が高すぎて士官が制御できないらしい。十二、三度ほどもある傾斜角をものともせず、野生の鹿みたいに俊敏によじ登ってくる。


    「いきなり無茶苦茶だ」


    　味方の砲兵陣地から砲声が轟とどろいた。傾斜を上がる敵歩兵が屑くず鉄てつ弾の射程に入ったのだ。焼けただれた幾千の釘くぎや鉄片、陶器の欠片かけらが敵歩兵を薙なぎ倒す。不幸にして直撃を受けたものは断末魔もあげることなく赤い霧みたいに霧散してしまう。砲身に大量の屑鉄を押し込めて発射するだけの単純な砲撃だが、至近距離に迫った歩兵に対して絶大な威力を発揮する。


    　しかし敵は全く恐れない。むしろ無残な死を望んでいるかのように、傾斜を浸す敵兵の水位は上がっていく。真っ赤な狭霧が傾斜に立ちこめ、その霧を裂いて、イフティラール歩兵は殉じゆん教きようの歌を歌いつつ突進してくる。


    　士官や軍曹が脅おどす必要などない。兵自みずからが歓喜しながら死地を求める。戦場経験の長いルカも、お目にかかったことのない光景だ。


    「いかれてやがる」


    「坂道からも来る」


    　カロルメン台地の勾こう配ばいをじぐざぐに削った道幅三～四メートルほどの舗ほ装そう路を、単縦陣を組んだ敵機械兵が盾たてを構えて登りはじめた。坂道はおよそ百メートルごとに鋭角に屈折し、全長三百メートルほど、高低差は三十メートル。体長三メートル超の機械兵を遮しや蔽へいするものはなく、台地上に陣取ったこちらから、側面をさらして行進する巨体が肉眼で視認できる。


    　四機は密接に機体を寄せ合い、互いが互いを守るように盾をこちらの砲に対して構えたまま登とう攀はんしてくる。操縦士の技量はかなり高い。


    　ここを突破されたら終わりだ。ルカは屈折に配置した砲兵陣地と、台地上に配置していた合計四十門の野戦砲へ、砲撃開始を告げた。


    「てっ!!」


    　号令一下、照しよう準じゆんを定めていた砲口が丸弾を吐き出す。天地を震わす轟とどろきと同時に着弾の衝撃がルカの足下まで伝う。たちまち坂道には粉ふん塵じんが立ちこめ、敵のすがたを覆い隠す。


    　効いてくれよ、と祈りながらルカは坂の勾配へと目を凝こらす。


    　しかし敵機械兵は粉塵を裂いて現れ、再び前進を開始する。


    　先頭に配置された機械兵四機は中級三隊セカンドランク「能天使パワーズ級」メハビア型機械兵だ。対砲兵戦に特化した単座機であり、全面鉄鋼装甲、分厚い盾はＶ字の傾斜がついていて、直撃弾を左右に受け流してしまう。


    　ルカは舌打ちする。味方の野戦砲の口径は十二センチ、砲弾の重量は四キログラム。機動力を優先して軽量化しているため、大型砲ほどの衝撃力はない。メハビア型機械兵は鈍重だが装甲も盾も分厚く、どれほど着弾しようが意に介すことなくじりじりと坂道を登ってくる。


    「やべーな。砲撃が効いてねえ」


    　大口径砲があれば良いのだが、いまさら泣き言を言っても仕方ない。足の遅い重砲を切り捨てたからこそ敵より早くこの場所に到着できたのだし、ここにあるものでなんとかするしかない。


    　決断を迫られるルカに、ガヴーが再び台地の傾斜を指さしながら告げる。


    「鎌かま鳥どりが来る」


    　坂道から目を転じると、敵歩兵が徒歩で登ってくるなだらかな傾斜部を、鎌鳥隊千五百羽が羽ばたきながら駆けあがっていた。


    「速っ!!」


    　ルカは思わず叫ぶ。高地を占拠したことで安心していたが、鎌かま鳥どりは高低差を意に介さない。大きく飛び跳ねながら、平地を行くかのように台地の傾斜を駆けあがってくる。


    　堡ほう塁るいの野戦砲から、屑くず鉄てつ弾が浴びせられる。焼けただれた鉄片の濁だく流りゆうに巻き込まれた二羽の鎌鳥が高く喚わめきながら傾斜を転がり落ちる。しかし次々に新あら手てが駆けあがってくる。砲手の装そう填てんが間に合わない。


    　たちまち五羽の鎌鳥に堡塁が食い破られた。味方の砲兵の哀れな叫び声が響くなか、鎌鳥たちは羽毛を散らしながら胸の前の二本の鎌を無慈悲に振り下ろす。鞍あん上じようの鎌鳥騎兵も長なが槍やりを使って攻撃を加えてくるため、騎兵でありながら足を止めても非常に強い。たちまち堡塁は乗っ取られ、奪われた野戦砲の砲口が傾斜の上方へむけられる。


    「おいおい、やべーぞ、止まらない」


    　台地の傾斜からは鎌鳥隊、坂道からは重量級機械兵。


    　万全の防備を敷いたはずが、敵はいとも簡単に登とう攀はんしてくる。突破されたら味方は全滅だ、狂信者たちは異教徒を決して許さない。


    　知らず、焦る。


    　思考が、乱れる。


    　刻々と移り変わる状況、のしかかってくる責任、決断を間違えれば二千八百人の味方は全員死ぬ。戦場という極限のただなかで正常な思考を維持し、最善の一手を選択する難しさは、指揮官になってはじめて身に沁しみる。


    　だが、指揮官が動揺を露あらわにすれば部下へ伝わる。


    　ここは平気そうな顔を保たねばならない。いま傍かたわらのガヴーが無表情を崩さないように。


    　──おれもどっしりしなきゃ。


    　ゆっくりと呼吸してから、ルカは胸を張り、紅の双そう眸ぼうを凛りんと前へむけた。左右の状況を俯ふ瞰かんし、この状況を突破するための方策を求めた。


    　そして対抗策が浮かんだ。最善の一手なのかはわからない。しかし最悪の一手は、なにも手を打たずここで突っ立っていることだ。正解か間違いかはわからないが、とにかくこれまで積み上げた経験と知識を信じて決断を下そう。


    「散兵を全員傾斜に送ろう。戦列歩兵は傾斜の縁から鎌鳥と歩兵を攻撃。傾斜から上がってくる敵はガヴーに任せる。坂道の機械兵メハビアは、路上の砲兵を一いつ旦たん下がらせて道をあけ、ミズキたちに倒させる」


    「わかった」


    　ガヴーは鷹おう揚ように頷うなずいて、十字鉾ほこを肩に担かついで悠々と後方へ控えた歩兵陣へと歩んでいく。ルカの指示を聞いた伝令がさらに後方の機械兵隊のもとへ走っていき、ほどなくして三機編隊がふたつ、随ずい伴はん歩兵を伴って坂道の方角へ歩んでいった。


    　──頼むぜ、ガヴー、ミズキ。


    　ふたりの隊長に、ルカは命運を託した。あとは彼らがやってくれると信じて、ここで状況を見守るのが指揮官の仕事だ……。


    



    　台地の傾斜では、もはや敵歩兵七千ほどが中腹まで浸透してきていた。四つあった堡ほう塁るいのうちふたつが敵に奪取され、残りふたつの堡塁が必死に防戦に努めている。鎌かま鳥どり隊は激しくはばたきながら堡塁への攻撃を繰り返し、味方は懸命に屑くず鉄てつ弾を吐き出して援軍を待っていた。


    「前進！　堡塁を維持する！」


    　大声を張り上げ、ルカの指示を遵じゆん守しゆして、ガヴーは歩兵を引き連れ傾斜を降りていく。


    　いきなり──。


    　きええ、と高い鳴き声が、ガヴーの頭上を走った。


    　見上げたなら、両の羽を広げた漆黒の影がガヴー目がけて舞い降りてくる。


    　ガヴーは逃げることもなく、十字鉾ほこを両手に握ると、影へむかって横殴りの一いつ閃せん。


    　鎌鳥はあろうことか、左の鎌で十字鉾を受け止め、右の鎌を振り上げて、振り下ろしてくる。


    「ぬっ」


    　かろうじて身体のさばきで鎌をかわした。鎌鳥の左鎌はしっかりと十字鉾をくわえ込んで、引っぱっても抜けない。この鎌は切断用ではなく、敵を捕食し食らうための鎌なのだ。


    　さらに鞍あん上じようの騎兵が長なが槍やりの穂先を繰り出してくる。ガヴーはわずかに首を傾けてその一撃を交わし、鉾の柄を両手でもう一度握り直す。


    　ぎいい、と鳴きながら眼前に立ちはだかる鎌鳥は、背丈が二メートル半ほどもあって、ガヴーでも見上げねばならない。こんな魔物が千五百羽も押し寄せてきているのだから、味方がひるむのも仕方ない。


    　だが。


    　歩兵の本領は逃げぬことだ。


    　ガヴーは自みずからの信念に従い、奥歯を噛かみしめ、渾こん身しんの力を両手に込めた。


    　ぎぃっ、と鎌鳥がうめく。十字鉾を掴つかんだ左の鎌が引っぱられる。鳥と人間の力比べ。ガヴーのこめかみに血管が浮かび、足下が土砂にめりこんだとき、鎌から抜き取られた十字鉾は、鞍上の騎兵の脇わき腹へ右の穂先を突き立てた。


    　哀れな騎兵の悲鳴が爆はぜる。ガヴーは力尽くで騎兵を鞍くらから引きずり下ろし、腕力だけで頸けい骨こつを砕くと、今度は自分が鎌鳥の鞍にまたがる。


    「うむ」


    　乗り手が代わり、しかも巨漢だから鎌鳥がイヤがり、激しく跳ねる。しかしガヴーは構うことなく手た綱づなを操あやつり、すぐに乗りこなす。


    　乗ってみるとなかなか心地よい。背が高いし動きが軽快で、岩肌の傾斜を怖がらない。鎌鳥の鹵ろ獲かくを見て取った味方の散兵たちが喚かん声せいをあげる。


    「恐れるな、複数で取り囲み、騎手を狙って鳥を奪え！」


    　鎌かま鳥どりに乗ったまま、ガヴーは絶えず大声で指揮を飛ばし、堡ほう塁るいを守る味方砲兵を励ます。


    「味方を信じろ、辛つらくとも耐えしのげ！」


    　ガヴーに励まされて、堡塁の砲兵たちも応を返す。状況は依然厳しいが、味方がなんとかしてくれると信じるしかない。押し寄せてくる狂信者の群れを見渡しながら、堡塁に設置された四門の野戦砲は休むことなく屑くず鉄てつ弾を吐き出して、寄せる波を打ち払う。


    「無駄弾を撃つな！　よく引きつけて撃て！」


    　ガヴーの号令は砲撃下でもよく通り、兵士たちを励ましつづける。堡塁の砲兵も、傾斜に散らばって交戦する散兵も、誰ひとり逃げるものはない。


    



    　一方、敵メハビア型機械兵が登とう攀はんしてくる坂道では、路上ふたつの屈折に配置されていた野戦砲が馬に牽ひかれて撤退していた。正面からの砲撃はすべて盾たてで防がれるため、機械兵に道を譲ることを決めたのだ。代わりに真っ白な塗装に身を包んだ六機の機械兵が坂道の降り口に待機して砲兵が道を空けるのを待っている。


    　ミズキが操縦するタブリス型機械兵が先頭を務める。武器は持たず、足が短くて手が長く、ずんぐりむっくりしていてあまり格好良い機体ではない。けれど操縦桿かんを握るミズキは楽しそう。


    「出番だぜ！　おれひとりで全部やっつけてやる！」


    　ミズキは操縦桿を握っているときが最も生き生きする。密閉された搭乗席内でいくら喋しやべろうと誰も聞いていないが、愛機に語りかけるみたいに独り言をやめない。


    　狭い覗のぞき窓から、外界を確認する。


    　坂道はまだ撤退してくる砲兵が道を塞ふさいでいるため通れない。砲兵と機械兵は基本的に舗ほ装そう路しか通行できない兵へい科かだから、こうした渋滞はよくあることだ。けれどこの間にも敵機械兵は登攀してきている。ミズキはじりじりしてしまう。早く戦いたいのに、砲を牽く馬は上り坂に悪戦苦闘していて、砲兵が砲ほう架かを押して手伝ってもなかなか道が空かない。


    「早くしろよー。敵のほうが速いんじゃねーか？　そんなだと追いつかれちゃうぞ！」


    　いらいらしながら覗き窓を睨にらむ。


    　坂を登ってくる敵機械兵の右側面が、露あらわに見える。盾を並べ、こちらの砲撃を弾き返しながら歩みを止めない。砲撃の巻き添えを避けているのだろう、随ずい伴はん歩兵はいない。まず先せん鋒ぽうの重機械兵メハビア四機で突入路をこじあけてから、後続の格闘戦用の機械兵と歩兵が突っ込んでくる作戦だ。


    「メハビアかー。重いし装甲も厚いし、正面からやりあうと分ぶが悪いかもなー」


    　でも狭い道で重機械兵と正面から相あい対たいするのはできれば避けたい。


    　ではどうするか。


    　ミズキは少しだけ腰を浮かせて、覗のぞき窓から台地の傾斜部を確認してみる。


    　傾斜角は十度ほどだろう。でこぼこした表面は土砂と砂さ礫れき、ところどころ赤土。未舗ほ装そうだし滑りやすいし傾斜もきついが、ここをくだってしまえば、坂道の渋滞など関係なく、敵機械兵四機の脇わき腹を一気に食い破ることができる。


    　並の操縦士であれば、この傾斜に足を踏み入れれば三歩くらいで転倒し、敵陣目がけて滑かつ落らくしてハッチをこじあけられ、狂信者の生いけ贄にえになるだろう。


    　そう、並の操縦士であれば。


    「おれ、並じゃねーし」


    　ミズキはそう言ってにやりと笑う。


    「見てろよ、超かっこいいとこ見せてやる」


    　ミズキは手信号で伝令を呼び寄せ、脚部伝声管を通じて後方で待機している列機五機へ指示を送った。


    「おれは傾斜をくだって敵の側面を攻撃する！　列機は砲兵の撤退が完了するまでその場で待機、絶対におれのあとを追うな！」


    『この傾斜を!?　無茶です、転倒します！　舗装路が空くのを待ってください！』


    　伝声管越しに、伝令の驚いた声が伝う。


    「下へ手たくそは転ぶよ、でもおれ天才だから大丈夫！　列機あいつらには無理だから、おれの真ま似ねはさせないでくれ、じゃな！」


    　言い捨てて、ミズキは覚悟を決め、右足をくだりの傾斜へ踏み入れた。


    　がくん、と一気に身体が沈み込む。胃が口から飛び出てきそうだ。慎重に二歩目の左足を送り込むと、身体が大きく左下方に傾き、重心を失いそうになる。


    「とっとっと……」


    　計器盤の水すい平へい儀ぎと覗き窓の外の地表面を慎重に見比べながら、操縦桿かんで左右の腕を操作して重心を保ち、安定させてから左右のフットペダルの操作で三歩目を踏み出す。一ミリでも踏み込みが強すぎたり、弱すぎたりしたなら次の瞬間、愛機は転倒する。集中力を駆り立て、動物的な勘で操縦桿とフットペダルのミリ単位の操作をこなしつつ、四歩、五歩、ミズキはでこぼこした傾斜を降りていく。


    　だが。機械兵の二本足の接地圧に、斜面の地肌が耐えきれず崩れはじめる。平地であれば地面がひび割れても歩行できるが、斜面の崩ほう落らくはいかに操縦に秀でていても対処しようがない。


    「うわっ、たっ、たっ、……」


    　実は乗り慣れた機体でも、これほどきつい未舗装の傾斜をくだった経験はない。ひとりで勝手に盛り上がってぶっつけ本番に挑んだのだが、もしかしたら無謀過ぎたかもしれない。だんだん上体が前のめりになってきて、足の運びを速くせざるを得なくなる。


    「うあっ、ちょっ、待って、タイム、タイムタイムっ！」


    　ゆっくり慎重に一歩一歩くだっていくはずが、いまや転倒しないためだけに走らざるを得なくなる。


    「ひゃ───っ!!」


    　ミズキはようやくおのれの迂う闊かつさを呪った。


    　だがもはや手遅れだった。


    　世界が線状に変わるほどの上下動。悲鳴をあげつづければ舌を噛かみかねない。なんとか悲鳴をかみ殺し、ともかく勢いで傾斜のでこぼこを踏み砕く。


    　あろうことか、ミズキは傾斜に対してほぼ垂直に機体を立てて、両手を振って走りはじめていた。機械兵が走行するだけでも珍しいのだが、これは傾斜を駆けおりているからさらに希少な光景だ。


    　みるみるうちに、覗のぞき窓のむこうの敵機械兵が大きくなってくる。


    　砲弾さえ跳ね返す分厚い盾たてが、目の前に迫ってくる。


    　この重量の鉄てつ塊かいが、この勢いでまともにぶつかれば、木こっ端ぱ微み塵じんに砕けて跳ね飛ばされるのはミズキだ。


    　こうなったら仕方ない、運を天に任せ、さらなる無茶苦茶を繰り出すしかない。


    「ちくしょう、やってやる────っ!!」


    　やけくそ気味に叫んで、ミズキは踏み出した右足で思い切り地を蹴けった。


    



    　敵味方全員があんぐりと口をあけて、ミズキの操あやつるタブリス型機械兵の常じよう軌きを逸した機動を見守っていた。


    　このずんぐりむっくりした不格好な機械兵は、突然傾斜に足を踏み入れたかと思えば、ぼろぼろ崩れる足下に足を取られて走り出し、ほとんど奇跡的な機動で急勾こう配ばいを走り抜け、メハビア型が構えた盾を目がけ、あろうことか──飛び蹴りを食らわせた。


    　鉄塊と鉄塊が激突し、装甲がひしゃげ、鉄片が飛び散り、内部機構が損壊する耳障りな駆動音が傾斜一帯を震わせる。


    　蹴られたメハビア型は、四機並んだうちの先頭から三番目の機体だった。


    　両手に盾を構えたまま大きく機体をのけぞらせ、なすすべなく後頭部をくだりの傾斜へ打ち付けて、もんどり打ちながら滑かつ落らくしていく。


    　飛び蹴りを食らわせたミズキ機は滑落しながら左右の腕を大きくひらいて、二番目と三番目のメハビア型の足首を掴つかみ、道連れとばかりに滑落の勢いをそのまま伝える。


    　赤茶けた土煙が傾斜を覆う。激突の勢いで崩れおちた瓦が礫れきが濁だく流りゆうとなり、下方に待機していたイフティラール歩兵に襲いかかる。


    　いまやメハビア型は先頭の一機を残し、あるものはうつぶせに、あるものは仰あお向むけに、三機すべてが転倒していた。ミズキ機もまた背中を地表面に押しつけて、傾斜の途中で仰あお向むけに倒れていた。


    　一瞬、戦場が静寂に包まれる。


    　突然、戦場に発生した真空は、次の瞬間、敵味方の割れんばかりの蛮声で埋まった。


    　互いに、相手の機械兵を鹵ろ獲かくするチャンスだった。歩兵がハッチをこじあけて操縦士を引きずり出したなら、タダで機械兵が手に入る。


    　イフティラール歩兵たちはこの機を逃すまいと、叫きよう喚かんをあげながら、坂道をかけあがっていく。


    　一方のバルカ連隊機械兵隊の随ずい伴はん歩兵も、一斉に傾斜に足を踏み入れて、雄お叫たけびをあげながら大隊長ミズキのもとへ駆けていく。


    「なにやってんだ、あのバカ!!」


    　ルカは傾斜から身を乗り出して、ぴくりとも動かないミズキ機を遠眼鏡とおめがねのうちに収めた。胸部ハッチからミズキが出てくる様子はない。


    　イフティラール歩兵と鎌かま鳥どりの一部が、ミズキ機へ接近していく。味方の随伴歩兵よりも敵のほうがミズキに近い。このままではミズキはハッチから引きずり出されて、おかしな儀式の生いけ贄にえにされる。


    　ルカは切り札の投入を決断した。


    「アステルっ!!」


    「はいはーい」


    　すぐうしろから戦況を見守っていたアステルは、お気楽そうに返事する。


    「ミズキをハッチから引きずり出して戻ってこい！　一分でいけるか!?」


    　アステルは眼下の状況を見渡しながら、首をひねる。


    「もしかしてあいつ、バカ？」


    「バカだけど天才なんだよ、助け出せ！」


    「しょーがないなー」


    　ため息をひとつついて、アステルは一度目を閉じて、すぐにひらいた。


    　後ろで束ねた髪が、ふわりと持ち上がる。


    　アステルは風になり、光跡を曳ひきながら台地の傾斜を一瞬にして駆けおりる。


    　敵味方の兵士たちは、閃せん光こうがひとひら、稲妻みたいに屈折しながら倒れたタブリス型機械兵へ走り寄ったのを見る。


    「うりゃっ」


    　手しゆ刀とうの一いつ閃せんで留め金が破壊され、胸部ハッチがひらく。搭乗席では、ミズキが目を閉じてぐったりしていた。安全ベルトはしっかり掛かっていて、外傷はない。


    「しっかりしなさい！　起きて！」


    　安全ベルトを外しながら呼びかけると、うーん……と苦く悶もんが返った。気絶しているだけのようだ。アステルはミズキを背負って、搭乗席から顔を突き出し周囲を見回す。あと三十秒ほど動ける。せっかくオーバードライブを使ったし、もう一仕事くらいしようかな。いま自分ががんばれば仲間が大勢助かるし。


    　傾斜の十五メートルほど上方で、残った敵重機械兵メハビア型一機がソーマエンジンを猛たけらせていた。ミズキが打ち漏らした一機だ。味方の機械兵五機がこれから戦いを挑もうとしているが、恐らく苦戦するだろう。


    「よしっ」


    　アステルは一気に跳躍してメハビア型の足下に降り立ち、背負っていたミズキを地面に下ろしてから背面ハッチへ取り付き、手しゆ刀とうを一いつ閃せん、留め金を破壊した。


    　目の前に、座席の背もたれがあった。もはや操縦士は抵抗できない。


    「エンジン止めずに、降りて!!」


    　搭乗席内の敵操縦士へ宣告する。


    　普通であれば、ハッチをこじあけられた敵操縦士は一目散に機外へ逃げるのだが。


    「イフティラール神の命令以外は聞けぬ」


    　敵操縦士は背もたれから顔を突き出して、悟り顔で静かに告げる。こういう反応ははじめてで、アステルも面食らう。


    「怪け我がしたいの!?　いいから降りなさい、早くっ」


    「わたしに命令できるのはイフティラール神だけです」


    　操縦士は落ち着いた言葉を発し、単発銃の銃口をアステルへむける。


    「ちょっとあんたっ!?」


    「わたしに命令した罰です」


    　告げると同時に、発砲音がこだまする。


    「きゃっ」


    　金の髪が舞い散る。


    　頬ほおの横を弾丸が擦さつ過かする。


    　操縦士は首をひねり、銃身を折って、新たな弾丸を装そう填てんしようとする。


    　ここでぐずぐずできない。


    　仕方なくアステルは素手で安全ベルトを引きちぎり、操縦士を力尽くで搭乗席から引きずり出して機外へ投げ捨てた。


    　あああ、となぜか歓喜にむせびながら、地表に激突した操縦士がのたうち回る。アステルも急いで背面ハッチから飛び降り、ミズキを背負い直した。手数はかかったが、敵機械兵は動きを止めた。あとは味方の随ずい伴はん歩兵が鹵ろ獲かくしてくれるはず。


    　しかし。


    　ミズキを背負って立ち上がろうとしたアステルの身体が、力なくその場に崩れおちる。


    　オーバードライブの発動から一分が経過していた。これから二十四時間、アステルは身動きが取れない。


    「うっそ……」


    　ミスを犯したことを自覚した。アステルはミズキを背負ったまま、戦場のまっただなかに倒れ込む。


    　背後や斜面の下方から、敵イフティラール歩兵が狂信的な歌を歌いながら這はい上がってくる。


    　停止した敵機械兵の足下で、アステルもミズキも身体が言うことを聞かない。怯おびえた目の先で、興奮した敵士官が怒鳴る声が聞こえる。


    「殺すな、生け捕りにしろ!!」


    　アステルとミズキの名前は敵にまで鳴り響いている。捕まってしまったら、きっと死ぬよりひどい目に遭わされる……！


    



    「なにしてんだよ、お前らっ!?」


    　台地の縁から身を乗り出して、ルカは地じ団だん駄だを踏みながら頭を掻かきむしる。ふたりして頼みもしないことを勝手にやって、勝手にピンチに陥おちいっている。戦場では不測の事態が連続するし、ふたりとも仲間を助けたくて無茶をしたのだろうけれど、とはいってもなんというかもうちょっとこう、賢く立ち回ることはできないのか。


    　このままではミズキもアステルも敵に捕まってしまう。こちらのエースとジョーカーが敵の切り札になったならもう勝ち目はない。


    「誰か……」


    　ルカは後方を振り返った。迅速に機動してふたりを助け出せる予備隊はいないか。だがいたとしても、いまから送ったのではもう手遅れではないか。


    　こうした一刻を争う状況の場合、連隊長の指揮をすっ飛ばして、自みずからの判断で動くことのできる隊長がいるとありがたいのだが。


    　身勝手な祈りを送った先に、連隊長のそうした身勝手に応えてくれるものがいた。


    「あ……」


    　坂道を疾風が駆け抜けていく。


    　風のさなか、くだり坂を駆け抜けていく三つの騎影。


    　先頭、長なが槍やりを片手に、撃ちあげられる弾丸の雨にもひるまず襲歩ギヤロツプを維持する美しい青年──


    「メルヴィル!!」


    　ルカの歓呼の先、メルヴィルは状況を一瞬にして見極め、指揮が飛ぶより早く、アステルとミズキの救出にむかう。


    



    「世話が焼ける」


    　鐙あぶみを蹴け立て、メルヴィルは疾風さながら舗ほ装そう路百五十メートルを一気に駆けおり、アステルのもとへ馳はせる。


    「助けて、メル……」


    　アステルはかろうじて顔を上げ、願い事を投げる。


    　が、メルヴィルはその傍かたわらを素通りし、さらに坂道を駆けていく。


    「ちょ、あんた、なにしに……っ！」


    　アステルの文句を背に受けながら、メルヴィルは騎速を乗せた槍やりの穂先を押し寄せる敵歩兵群へ突き立てる。


    　敵群が割れる。メルヴィルは全く臆することなく、単騎踏み込んで槍を薙なぐ。


    「アステルさん、こちらへっ!!」


    　後続していた二騎の騎兵が鞍くらから下りて、アステルとミズキに手を差し伸べ、ふたりをそれぞれ鞍あん上じようへ押し上げた。


    　敵歩兵から怒りの声があがり、さらに激しくカスコート銃の弾丸が周囲を行き交う。メルヴィルは人馬一体の馬術で敵を翻ほん弄ろうし、敵を近寄らせない。
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    「メルヴィル……っ!!」


    　アステルが呼びかけるが、この獰どう猛もうな没落貴族は戦いに魅入られたように戦舞をやめない。アステルを鞍くらの前へ載せた騎兵が告げる。


    「隊長は心配いりません、戻りますっ!!」


    「でも、あれじゃ……」


    　騎兵は答えることなく、手た綱づなを叩いた。二騎はそろって馬首を返し、自陣へ駆け戻る。


    　味方の随ずい伴はん歩兵たちが傾斜を下りてきて、メルヴィルの支援に回った。敵味方が傾斜の上下に散らばり、くぼみや草むらに身を隠し銃撃戦がはじまる。その間、なんとかミズキとアステルは台地の上方へ帰還することができた。


    　早速ルカの怒鳴り声がふたりを迎え入れる。


    「どこまでバカなんだお前らっ!!」


    　アステルは鞍あん上じよう、馬のたてがみに上体を預けたまま頬ほおを膨らませ、


    「いいじゃん、機械兵、全部やっつけたし」


    「おれが言ってないことやるな！　ふたりとも死ぬとこだったぞ！」


    「だって、時間余ってたし！　乗ってたひとがちょっと変なひとだったってだけで！」


    「言い訳すんじゃねえ、お前バカなんだから余計なことしねーでおれの言うとおり戦っときゃいいんだ！」


    「うわ、本性出た、すっごい偉そう！　なにそれあんたあたしの上司？　親分？　リーダー？」


    「連隊長だよバカ女、そろそろ覚えろ！」


    　罵ば倒とうを交わしていると、ほどなくして馬のいななきが間近から届いた。


    「あまり責めるな、このふたりが機械兵を止めたのだ、大きな戦果だ」


    　戻ってきたメルヴィルが鞍上からルカを諌いさめる。ひとりでしんがりを務めて無事に一同を生還させたというのに、怪け我がどころか息切れ一つしていない。


    　ルカは怒りの息を鼻から抜いて、メルヴィルをねぎらう。


    「助かったよ、おれが言ってから騎兵が動いたんじゃ、間に合わなかった」


    「間もなく日没だ。なんとか今日は引き分けに持ち込んだな」


    　ガヴー率いる歩兵たちも、堡ほう塁るいの砲兵と協力し、よく鎌かま鳥どりを防いでいた。時折、勇敢すぎる鎌鳥騎兵が傾斜を上がりきって台地上に躍り込んでくるが、組織立った攻撃ではない。戦列歩兵が騎手を狙って斉せい射しやを浴びせ、二羽ほど鹵ろ獲かくに成功していた。


    　空はもう暗くなりかけていた。一時はどうなることかと思ったが、かろうじて今日を耐えしのぐことはできたようだ。


    「だな。助かったよ、メルヴィル、それにガヴーも……」


    　ルカは本心からそうこぼす。メルヴィルとガヴーがいなかったら、今ごろ全滅していてもおかしくない。確かにミズキは天才だし、アステルも一いつ騎き当とう千せんの戦闘力を持つが、しかしいかに突出していても所しよ詮せんは個人、味方の助けがなければ簡単に窮地に陥おちいってしまう。だから成熟した戦術眼を用いて自分の判断で的確に動けるメルヴィルとガヴーの存在は、ミズキとアステルに負けず劣らず、ルカにとってありがたかった。


    　ほどなく台地の傾斜へ夜のとばりが下りてきて、敵味方の亡なき骸がらや負傷して動けない兵を包んでいった。敵のすがたが見えないため銃声もやみ、両軍ともに自陣へと戻っていく。今日の戦闘はこれで終わりだ。まだ銃撃を受ける危険はあるが、可能な限り亡骸や負傷兵を回収するよう、ルカは当直兵に指示した。


    



    　空に星が瞬またたくと、敵はこちらの砲弾が届かない位置に退いて夜営をはじめた。同士討ちの危険が大きいため、夜戦は滅多に行われない。バルカ連隊も傾斜部に歩ほ哨しようを残して、台地上に陣取ったまま夜営に入った。


    　炊事の煙が空へたなびき、煌こう々こうと焚たかれた篝かがり火びが、疲れ切った兵士たちの表情を闇のなかへ浮かび上がらせる。明日も日の出と共に戦闘がはじまる。敵はきっと増援が来るだろう。こちらの主力部隊からの連絡は、まだない。兵士たちは麦むぎ粥がゆをすすりながら、明日はどうなることかと表情を曇らせていた。


    「あーん」


    「おらよ」


    　口のなかにスプーンを突っ込み、咀そ嚼しやくを終えるのを待つ。ごくん、と喉のどがひとつ動いて、再びひな鳥みたいに口がひらく。


    「他の人間でもいいだろうがよ、女房おばちやんだっているんだし」


    　口先でぶつくさいいながら、ルカは再び鍋に入った鶏とり肉にくシチューをスプーンですくって、アステルの口元へ運ぶ。


    　ルカは自分のテントで、アステルの世話を焼いていた。


    　オーバードライブを使ったあとは、一日、ルカがアステルの面倒をみる約束なのだ。


    　寝間着に着替え、ひじ掛け椅い子すに腰掛けて、動けないアステルはもごもご口を動かしながら、


    「うっさい、あたしだけ働かせないであんたも働きなさいよ。いいじゃん別にこのくらい、あたしのおかげで勝ってんだし」


    　相変わらず減らず口を返す。アステルの身の回りの世話のために雇った女房がふたり、連隊に同行しているのだが、オーバードライブ後の介護役は着替えを除いて、相変わらずルカがさせられている。


    「……ったくよー。おれだって忙しいのに」


    　ぶつくさ言うが、本心ではそんなに嫌いでもない。いつも周りにひとがいるから粗い言葉の応酬になってしまうが、ふたりきりのときはそれとは違う雰囲気で会話ができた。


    「次、プリン。カラメル多め」


    「はいはいお姫さま」


    　ぶつくさいいながらプリンをスプーンに盛って、カラメルをたっぷりかけてアステルの口のなかに放り込む。


    「おいひい」


    　口からカラメルを垂らしながら、アステルは満足げに微ほほ笑えむ。


    「だらしねえ」


    　ぶつくさ言いながらハンカチで口元をぬぐってやると、アステルはますます満足そうにふんぞり返る。


    　食事を終えて、アステルの身体を抱き上げ、ベッドに寝かせる。毛布をかけてやると、アステルはルカに尋ねる。


    「ねえ、今日、心配した？」


    　敵陣で動けなくなったときのことだろう。ルカは仏ぶつ頂ちよう面づらをたたえ、ぶっきらぼうに、


    「……もう二度とするな。心臓に悪い」


    「なにそれ偉そう。あたしに命令しないで」


    「ヴィヴィ・レイン見つけたいんだろ？　それまでに死んだらつまんねーだろうが。命が惜しかったら無茶はやめとけ」


    「ふん。知らない。ばーか」


    　憎まれ口を叩くと、ルカは顔をしかめてテントを出て行った。


    　アステルはひとり、テント内に残ってむくれ顔だった。


    「……ばーか。……たまには褒ほめてくれたっていいじゃん」


    　独り言を垂れて、テントの天井を見上げる。獣じゆう脂し蝋ろう燭そくの橙だいだい色の明かりが、調度品のゆらめく影を天幕に映し出していた。


    　アステルは右手に力を込めて、なんとか自分の顔の前へ持っていった。


    　それから手袋の指先を噛かんで、引っこ抜き、右手の甲を闇のなかへ差し伸べてみる。


    『１１０９』


    　蒼あおく浮き出た数字が、アステルの残された日数を表示していた。


    　千百九日後、この身体はこの世界から消滅する。


    　──あと、三年ちょっと……。


    　七年の寿命は、もう折り返し点を過ぎている。その事実をアステルは胸に刻む。覚悟はできているし、同情されたり、気を遣われたくしたくないから、残された命のことは誰にも言っていない。ただへらへらしながらあと千百九日生きて、死ぬ当日、「お世話になりました」みたいな手紙だけ残してネコみたいにふいっと行方ゆくえをくらまして、誰もいない草むらとかで消滅してしまいたい。


    　それまでにやりたいことはひとつだけ。


    　──ヴィヴィ・レイン、見つけたいな……。


    　ヴィヴィ・レインを捜す、という同じ目標があるから、ルカと一緒にここまで来られた。はじめは熾天使セラフイム級機械兵「ミカエル」を乗りこなすために捜していたが、いまは動機が変化している。


    　──ヴィヴィが見つかったら、あたしが生きたことも、意味があるし。


    　ファニアの言葉によれば、ヴィヴィには世界を変える力があるのだという。アステルががんばってヴィヴィを見つけることで、世界が少しだけでも良くなるなら、生きた意味があったと満足できるのではないだろうか。そんなことを思いながら、アステルはひとり、じいっと眠りを待った。本当は一晩、ルカに付きあってほしいのだが、このところ忙しいからふたりきりになれることも滅多にない。


    「もうちょっと甘えさせなさいよ。残り時間、限られてんのに」


    　不平をひとり、闇へこぼす。もちろん寿命のことを告げるつもりはないけれど、とりあえず文句だけは言っておきたい。我ながらわがままだな、と少し思った。


    



    　立りつ哨しようや炊事の当番兵をねぎらいつつ星の下を歩き抜け、軍曹や曹そう長ちよう連中が粥かゆの鍋を囲んでいるところに顔を出して今日の報告を受け、明日の対応を協議してから、ルカはミズキのテントの前に立ち、来訪を告げた。


    「ミズキ、おれだ。様子見に来た」


    「お、おう、ルカ。ちょっと待って、ちょっと……」


    　テントのなかから少し慌てた声が届き、その場に立たされたまま三分ほど待たされた。


    「まだかよ」


    「も、もうちょっと！　うん、よし、終わったから……」


    　もごもごした返事と共に入り口の天幕がひらき、濡れた髪をタオルで拭きながら寝間着すがたのミズキが顔を覗のぞかせた。


    　髪の毛から石せつ鹼けんの良い香りがする。地肌が剥むき出しの床には、水を張った木桶。どうやら髪を洗っていたようだ。ルカは呆あきれる。


    「石鹼好きだなー」


    「ち、違う、石鹼なんか好きじゃねえ！　たまたま、ヒマだからなんとなく、髪でも洗おうかなー、って……！」


    　ミズキは顔を真っ赤にしながら反論し、ルカをテント内に招き入れる。


    　スプリングのないベッドの枕まくら元には、クマのぬいぐるみがあった。ルカは再び呆れる。


    「お前、ぬいぐるみと寝てんの？」


    「う、うるせえ、そ、それ別におれのお気に入りとかじゃねーし！　ひとがくれたもんで、おれが買ったんじゃねーし！　勘違いすんな、お、おれはこのぬいぐるみなしでも余裕で寝れるぞ！」


    　やたらとムキになるミズキを片手でなだめ、


    「怪け我が、なくて良かったよ。でも医者に診てもらわなくていいのか？　頭ぶつけたんなら、診察くらい受けても良さそうだけど」


    　ミズキはルカの言葉を鼻で笑い、ベッドの縁に腰を下ろしてふんぞり返る。


    「いらねーよ！　医者なんか大嫌いだ、あいつら切って縫ぬうしかできねーし！　病院入るくらいなら死んだほうがマシだね、あんなきたねーとこ誰が行くもんか！」


    「まーなー。病院、もうちょっとどうにかしたいけど、カネもないしひともいないし。つうかお前、明日どうする？　タブリス、敵に取られちまったぞ」


    　ミズキが乗っていた新品のタブリス型機械兵は、飛び蹴げりをかました勢いで傾斜を滑り落ちてしまったため、敵に鹵ろ獲かくされてしまっていた。おそらく今ごろ紫のペンキをぶっかけられて、明日にはこちらを目がけて襲いかかってくるだろう。


    「アクリエルに乗る！　やっぱランクは落ちても乗り慣れた機体がいいな、アクリエルなら転ばなくて済んだかも！」


    「頼む、もう二度と斜面を走るな。今日は運が良かっただけだ、あんなこと繰り返してたらそのうち死ぬ。もうちょい慎重に行動してくれ」


    　ミズキは一瞬だけ、しゅん、とうなだれ、にっこり笑って顔を上げた。


    「心配したか？」


    「？」


    「おれが死んじゃったかと思った？」


    　どうやら転倒したときのことを言っているらしい。アステルと質問内容が全く同じだ。


    「心配はするだろ。お前に死なれたら無茶苦茶困る」


    　素直に返事すると、へへへー、とミズキはうれしそうに笑い、両足をぱたぱた動かす。


    　なにが楽しいんだか、と呆あきれ顔で、ルカは告げた。


    「メハビア、一機は鹵獲したけど、残り三機は坂道に倒れたままだ。操縦士は捕まえたけど動かすヒマがなかった。明日、お前の出番があるとしたら、敵の機械兵が台地の上にあがってきたときだ。そうならないようにがんばるけど、なんせ敵のほうが数が多い。危なくなったら暴れてくれ」


    「おう、任せとけ！　もうヘマしない、慎重にやる！」


    　あてにならないミズキの返事に苦笑いを返して、んじゃな、とルカは腰を上げた。ミズキはつまらなそうに、唇をすぼめる。


    「んだよ、もう帰るのかよ。もうちょい遊んでいけよ」


    「明日も大変なんだよ、遊んでるヒマなんかねーし。お前もさっさと寝ろ」


    「つめてーなー。たまには夜遅くまで語り合ったりしよーぜー」


    「遊びに来てんじゃねーんだ、今度ヒマなときにな」


    　ちぇっ、とミズキは後頭部に両手を当てて顔を背そむけた。


    　早く寝ろよ、ともう一度告げて、ルカはテントから出ていった。


    　ルカの背中を見送り、テント内に静寂が戻ってくる。


    　ほう、とどこかでフクロウの鳴く声が聞こえた。


    　ひとりきりになり、ミズキはまた両足をぱたぱた動かして、ふう、とため息をひとつつく。


    「つめたいのはどっちだよ……」


    　ぽつり、と独り言をこぼして、麻の寝間着の前ボタンをあけた。胸にきつく巻いたさらしをほどくと、呼吸が楽になる。軍服を着ていれば気づかれないが、こうした薄い寝間着だと胸の膨らみはごまかしきれない。さっきルカをテントの外に待たせたのは、このさらしを巻き付けるためだった。


    「いつまでこんなことやってんだろ、おれ……」


    　ルカと近衛このえ連隊で再会してから、約四年間になろうとしている。その間、ずっと性別を隠しつづけてきた。今日、野戦病院送りを断ったのも、医者に診察されたなら服を脱がなければならないからだ。


    　──女だってバレたら、みんなに嫌われる……。
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    　ミズキはそれが怖くて仕方ない。いままで大勢の仲間に、男だと言い張って、女扱いしたヤツにつっかかり、ときには殴りかかった。女は機械兵に乗れないからそうしたのだが、そのうちに、後戻りできないくらいウソが積み重なってしまった。いまさら本当のことを話したら、昔から一緒に戦ってきた仲間からも、訓練のときに厳しい言葉で鍛きたえた部下たちからも、きっとバカにされる。


    　なにより──相棒だとか言いながら、その実、大事なことはなにも話さなかった自分のことを、ルカはきっと嫌いになる。それが一番怖い。


    　──ルカに嫌われたくない……。


    　ミズキはベッドに横たわり、毛布を顔まで引っ張り上げて、クマのぬいぐるみを両手でぎゅっと抱きしめた。このところ、夜眠れなくなっていた。


    　──このウソがずっとバレませんように。


    　そんなふうに、クマに祈る。


    　──ついてるウソがずっとずっと、誰にもバレませんように……。


    　ウソはひとつだけではない。ふたつ、みっつ、下へ手たするとよっつ……自分でも数え切れないウソを、みんなについている。ミズキはそのことで自分を責めることしかできない。


    



    　一方、ミズキのテントを出たルカは再び星の下を、自分のテント目指して歩いていた。


    　もう夜も更けて、地面に直接横になった兵たちがそこかしこイビキをかいていた。楽器を弾くもの、酒を酌くみ交わすもの、昼間の戦闘で死んだ友人を悼いたむもの、まだ起きて焚たき火を囲んでいるさまざまの兵士たちの間を縫ぬいながら、ルカは自分のテントの手前で足を止め、傍かたわらの雑木林に目を送った。


    　篝かがり火びの明かりは、林の縁で闇に呑のまれている。だが枝葉の絡み合う暗がりのなかに、白銀の光がふたつ光っていた。


    　ルカはしばらく暗がりにまたたく光を見つめ、篝火から松たい明まつを一本抜き取ると、下生えへ足を踏み入れた。


    　少し歩いて、細いブナの木の前で足を止め、松明を掲げる。


    　白いフクロウが一羽、枝に爪つめを立てていた。ルカが睨にらんでも逃げる様子はなく、ほうほうと呑のん気きそうに鳴いている。


    「アステルを見張ってるのか？」


    　ルカは白フクロウに尋ねる。返事はない。


    「カルナタカの戦いのときから、お前はずっといる。ウルキオラ暴動のときは、アステルに薬を飲ませて回復までさせた。リヴァノヴァに流れ着いてからも、お前はつかず離れず、おれらについてきてる」


    　口調を厳しくするが、フクロウに変化はない。


    「お前、喋しやべるんだろ？　アステルに聞いたぜ。……喋ってみろよ。なにが目的だ。すっとぼけるつもりなら、お前を見かけたら発砲するよう、連隊兵に命令することもできるぜ」


    　ひといきに告げると、白フクロウは相変わらずルカのほうを見向きもしないまま、一度だけ目を閉じた。


    　それから大きく両目を見ひらく。眼まな差ざしが黄金色に光り輝く。


    「なぜシルフィがおんしと共にいたのか、わかるか」


    　突然、老婆の声がルカの耳じ朶だを打った。空間そのものから、声だけが発生しているような不思議な響きだ。


    「……！」


    　ルカは眼差しを厳しくする。シルフィの名前がなぜいまこのフクロウの口から出てくるのか、見当がつかない。


    　フクロウはルカを揶や揄ゆするように、語調に笑いを忍ばせる。


    「シルフィには不思議な力があっての。未来を幻視する力じゃ。儂わしにも持てぬ、シルフィだけに与えられた特別な能力じゃった。おそらく……シルフィはおんしのなかに自分の望む未来を見たのじゃろう。だからこそおのれの死期を知りながら、おんしと共に生活する道を選んだ」


    　ルカは呆気あつけにとられながら、老婆の声をただ受け取る。


    　同時に、シルフィが死の間際に残した言葉が頭ず蓋がいのうちに舞い戻る。


    『ヴィヴィが見つかったら……世界を変えられるよ。弱いひとや、貧しいひと、身分の低いひとが踏まれない世界に、お兄ちゃんが変えるの』


    　息を呑のむ。それから問いただす。


    「……なにものだ、てめえ」


    　フクロウは質問に答えない。


    「もうひとつ、面白いことを教えておこう」


    　フクロウはいきなり顔を旋回させ、黄金の瞳にルカを映した。


    「おんしはもう、ヴィヴィ・レインに会っておるぞ」


    「……!?」


    「シルフィの願いを叶えたくば、よく目を凝こらすことじゃ。これまで出会った人間の言葉や行動をもう一度よく吟ぎん味みしてみよ。おんしが思うより遙はるか近くに、ヴィヴィ・レインは存在しておる」


    　いきなり、ぞっ、と髪が逆立った。


    　こんな妖しいフクロウの言うことなど、信じる道理はない。しかしなぜかルカの直感が、フクロウの言葉が真実だと告げている。


    「おんしがヴィヴィを追えば、いつか儂とも会うじゃろう。それまでつまらぬことで死ぬでないぞ」


    　フクロウはそう告げて、翼を広げ、枝から飛び立った。


    　雑木林の深い闇が、白い翼を呑み込む。ルカは呆ぼう然ぜんと、フクロウが消えていった闇を見つめた。


    「なんだあいつ……」


    　言葉からするとあのフクロウ、四年前のカルナタカの戦いの遙はるか以前、シルフィと一緒に暮らしていたころからルカのことを知っていたようだ。下へ手たをすると、九歳のころ、空から墜おちてきたシルフィを受け止めたあたりから、ルカを見ていたのかもしれない。


    　告げられた言葉をもう一度、熟慮してみる。


    　言葉のすべてをうのみにするわけにはいかないが、しかし、ヴィヴィ・レインを見つけるために、あの白いフクロウは鍵かぎとなる存在だろう。シルフィのことも、ヴィヴィのことも、あいつがよく知っているのは間違いあるまい。


    　ルカはフクロウに言われた言葉を要約して、記憶のうちに刻んでおいた。


    　──シルフィには、未来を見る力があった。


    　──そしておれはもう、ヴィヴィに出会っている。


    　──これまでにおれが出会った誰かが、ヴィヴィ・レインだ……。


    　冬の間、パグラチオン宮殿やサロンで貴族高官と交流を持ったときもそれとなく、右手の甲に「熾天使セラフイムの紋章」を持つ人間について探りを入れていたのだが、反応は皆無だった。上流階級の人間でさえヴィヴィを知らないということに落胆していたが、妙なところから意外な情報がもたらされたことを、いまは喜ぼう。


    　ルカは顔を上げた。そして、いつも胸に提げているペンダントを手に取った。シルフィに託された「八端十字」の紋章が刻印された宝玉が蒼あおい光を放っている。ヴィヴィ・レインの右手の甲には、これと同じ紋章が光っているという。


    　ヴィヴィを捜すために旅立ってから、もう八年あまりが経とうとしている。


    　あのときは家族も住む家も行くあてもなく、麻袋のなかに火打ち石とコップと本が二冊入っているだけだった。ヴィヴィを捜すうちにいろんな人間たちに巡り会い、気がつけば連隊長として二千八百人の生命を背負って最前線で戦っている。そのうえ雲の上の存在だったガルメンディア王女ファニアとも巡り会い、革命の約束まで交わしてしまった。


    　すべては「ヴィヴィ・レインを見つけて」というシルフィの願いからはじまっていた。


    　ヴィヴィを捜すだけの旅だったはずが、いつの間にかたくさんの仲間を得て「世界の変革」などという大それた夢にむかって歩んでいる。ルカ本人はそんな突とつ拍ぴよう子しもないこと、望んだ覚えもないのに。


    　そしてもはや、引き返すことはできない。


    　いまのルカには大切なひとたちと交わした約束がある。どんなに過酷な旅路であろうと、望まない夢を背負わされても、途中で道を逸それるつもりはない。


    　この流れの先になにが待つのかは知らない。ただなにが起きようとも顔を上げて、この道を歩もう。おれがそうすることできっと、天国のシルフィも喜んでくれるから。道の途中で力尽きたとしても、おれのことを誇りに思ってくれるから。


    



    　翌朝──。


    「敵さん、大盤振る舞いだな」


    　日の出と共にはじまった敵軍による準備砲撃は、開始から一時間が経ってもやむ気配がなかった。夜のうちに攻城砲が到着していたらしく、昨日はなかった口径三十センチを越える大型砲がこちらの射程外から一方的に重量八十キログラムの榴りゆう弾だんを撃ち込んでくる。


    　台地上のバルカ連隊は、砲兵と騎兵と機械兵を後方へ下げ、歩兵は予め掘っておいた塹ざん壕ごうに退避させて、榴弾の雨に耐えた。わずか一晩で掘った浅くて狭くて短い簡易壕だ。定員以上の兵を押し込んでいるから窮屈で仕方ないが、壕から顔を出したなら、着弾と同時に四方八方へ飛び散る弾子に顔ごと食い破られる。歩兵たちはみな塹壕の側壁に背中を預け、砲弾の雨がやむのを待っていた。


    　ルカもまた将校用の地下待避壕でガヴー、メルヴィルと共に、作戦図を睨にらみながらこのあとの迎撃策を練っていた。


    「傾斜の堡ほう塁るいがもうない」


    　ガヴーが短く現状を告げる。昨日守り抜いた斜面中腹の堡塁陣地は、敵から丸見えであるため榴弾の雨に見舞われ、砲兵たちを撤退させるしかなかった。おそらく敵は準備砲撃を終えると同時に、鎌かま鳥どり隊を使って斜面を制圧しようとするだろう。斜面を制圧されたら、高所に陣取ったメリットは失われる。


    「傾斜の登り際に歩兵の横隊を立てて防ぐ。問題は鎌鳥隊だ。あれは歩兵の頭上を飛び越えてくる」


    「だな。薄い横隊だと簡単に突破される。鬱うつ陶とうしい鳥だぜ全く」


    「台地上にあがった鎌鳥には、騎兵おれたちで対処しよう。一対一では敵かなわないだろうが組織力で勝負する」


    「……それしかないな。こっからは気合いの勝負だ。頼んだぜメルヴィル、ガヴー、苦しくなるけど、なんとか味方がくるまで持久するんだ。今日一日この台地を守り抜けば、味方が大勢助かる」


    　ふたりが応を返したそのとき、砲声がやんだ。同時に彼方かなたからうっすら、鼓笛隊が奏でる異教の聖歌の旋律が伝う。それに唱和する異常に熱のこもった歌声から、敵が総突撃を仕掛けてくることがわかった。


    「さて、行くか。あいつら、ぼこぼこにしてやるぜ」


    「死を恐れぬ姿勢は評価できるが、いかんせん美しくない」


    　メルヴィルと強がりを交わして腰を上げた。現在、ミズキは砲弾の届かない後方で機械兵部隊を待機させ、まだ動けないアステルは別の地下壕に退避している。万が一のときはアステルを馬車に乗せて逃げるよう、お付きの女房に伝えてある。


    　地上に顔を出すと、地表面は今朝まであった仮小屋もテントもパン小屋もあらかた吹き飛び、あちこち大穴があいていた。フクロウがいた雑木林も焼け焦げて、真っ黒なつまようじみたいに燻いぶされた木々が折れて倒れてくすぶっていた。


    　メルヴィルは後方に逃げていた騎兵隊のもとへ戻り、ガヴーと共に塹ざん壕ごうから出た歩兵千二百に三列横隊を組ませ、傾斜の上縁に布ふ陣じんさせた。


    「やっぱ鎌かま鳥どりうぜー」


    　台地の斜面を見晴らして、ルカはぽつりとこぼす。こちらの警戒が少ない急勾こう配ばいからは鎌鳥隊千五百が、傾斜が緩やかな登り口からは敵歩兵七千五百ほどが、すでに中腹を越えて迫ってきていた。


    　ガヴーは横隊をふたつに分けて、ひとつを鎌鳥隊、もうひとつを敵歩兵へと差し向けた。そしてガヴー自身は鎌鳥隊を迎え撃つほうの横隊を指揮する。


    　ルカもガヴーと一緒に、鎌鳥が登ってくる急勾配へと移動した。傾斜に身を乗り出すルカの左右を、敵の放つ銃弾が鋭い音を立てて行き交う。黒い軍服に黒マントを翻ひるがえしたルカのすがたは明らかに指揮官だから、狙撃の対象になりやすい。


    「危険だ。ルカは下がっていろ」


    　ガヴーが告げるが、ルカは首を左右に振る。


    「ここでいい。敵がどう動くか、この目で見たい」


    　ルカは台地の裾すそ野のに展開する敵軍へ目を送った。紫色の軍服を着たイフティラール軍一万と共に、今日は茶褐色の軍服を着たドル・ドラム軍が一万二千ほど合流していた。布陣から見るに、今朝砲撃してきた大型攻城砲はドル・ドラム軍のものだったようだ。わずか一晩にして、敵はこちらの十倍近くに膨れあがっていた。


    　坂道に目を送ると、倒れたまま放置していた重機械兵メハビア型三機が歩兵の手を借り、これから立ち上がろうとしていた。あれが歩きはじめたら野戦砲でも止められない。


    　──けっこう厳しい。


    　正直、もちこたえられない公算のほうが高い。だがこういう窮地ははじめてではない。絶体絶命を何度も跳ね返してきたからこそ、ジェミニ連隊は帝国最強連隊として名を轟とどろかせたのだ。バルカ連隊だって、同じことができる。そう信じた。


    



    　戦闘は熾し烈れつを極めた。


    　傾斜を昇ってくる鎌鳥、歩兵、機械兵を、ルカとガヴーは傾斜の上縁に歩兵・砲兵を並べて迎え撃つ。


    「絶対逃げんな、根性見せろ!!」


    　ルカの叱しつ咤た激励に、野戦砲の咆ほう哮こうが応える。


    　数に劣るこちらの拠よりどころは、意地と気合いと根性、それのみ。


    　練兵場で口をすっぱくして兵士たちに叩き込んできた原始的な精神論を、ルカはひたすら振りかざす。


    「負けんじゃねーぞ、死を恐れるな、誇りを示せっ!!」


    　軍学の出番はすでに終わり、この先は精神力の勝負だ。


    　どんな大軍だろうが、どんな狂信者だろうが、見たことのない魔物だろうが重機械兵メハビアだろうが、絶対に逃げない、退かない、これまで積み重ねてきた訓練を信じて仲間と共に立ち向かっていく。


    　──諦あきらめたほうが負ける。


    　──諦めなかったほうが勝つ。


    　ルカはそのシンプルな信念を繰り返し何度も自分自身へ言い聞かせながら、寄せては返す敵兵の波へ焼けただれた屑くず鉄てつの濁だく流りゆうを放ちつづける。


    　傾斜は鎌かま鳥どりと人間の残ざん骸がいで朱に濡れる。足の踏み場もない。敵兵はくるぶしまでを戦友の成れの果てに埋めながら、それでもなお登とう攀はんをやめない。


    　味方の戦列歩兵もひとり、またひとり、銃火のなかで倒れていく。昨日まで同じ鍋を囲んでいた戦友たちが、手足をもぎとられ、この世のものとは思えぬ叫び声をあげて地をのたうち、やがて物言わぬ肉にく塊かいに変じていく。


    　時間と共に、横隊が櫛くしの歯を欠くように食い破られていく。


    「列を詰めろっ!!」


    　ガヴーの無情な号令が飛ぶ。戦列歩兵はさっきまで戦友がいた空間へ、自みずからの身体を滑り入れる。泣き叫ぶヒマはない、ただいなくなった仲間の分まで、自分が戦うのだと誓う。


    　歩兵横隊の頭上を飛び越え、あるいは隙すき間まを突破し、後方へ回り込む鎌鳥の数が徐々に増えていく。台地上でそれを掃そう討とうするメルヴィル隊も疲ひ弊へいの色が濃くなっていく。常に機動しながら戦いたいのだが、馬も疲れてくる。足が止まる。足が止まれば、鎌鳥の鎌が鞍あん上じようの騎兵を目がけて降りてくる。


    　ひとり、またひとり、白い軍服を着込んだ味方の騎兵が倒れていく。しかしメルヴィルも決して戦いを諦めない。


    　長い根比べだった。


    　銃弾が飛び交うなか、ルカは喉のどを嗄からして兵を叱しつ咤たした。


    　兵は次々に倒れていった。農村や街から徴ちよう発はつした作業員たちが死体や負傷兵を後方へ下げ、弾薬箱を補給して横隊へ銃弾を届けつづけた。


    　傾斜はもはや、死傷した敵味方と鎌鳥が堆たい積せきし、それらが赤黒い泥土となって滑り落ちていた。しかし敵は飽きることなく遡そ上じようしてくる。


    「……てぇっ!!」


    　もう何百回繰り返したかもわからないその号令を、ルカはまた繰り返す。


    　血潮と肉片が蒼そう穹きゆうを濡らす。


    　硝しよう煙えんと火薬と炎熱と粉ふん塵じん、それらがごちゃまぜになった大気を胸いっぱいルカは吸い込み、叱しつ咤た激励に変えて放ち出す。


    「諦あきらめるなっ!!　諦めたら負けだ、命ある限り戦えっ!!」


    　台地上もまた、敵味方の死傷者が累るい々るいとしていた。馬、鎌かま鳥どり、それに焼けただれた機械兵の残ざん骸がい。たった一機で三機ものメハビア型を転倒させたミズキはいま、同僚と共に三機編隊を組み上げ、坂道を登りつめてくる敵機械兵との死闘に明け暮れている。燃料が切れそうになるとソーマタンクを満載した荷馬車が接近し、大急ぎでホースを補給口に繋つなぐ。肘ひじや膝ひざの可動部に食い込んだ敵随ずい伴はん歩兵の剣や鉄鎖を外すのも整備兵の仕事だ。前線で戦う兵士も、後方支援の兵士も、全員が一丸となって耐えしのいでいた。


    「おれたちは負けない!!　必ず勝てる、これまでの訓練を信じろ!!」


    　ルカの叱咤は終わらない。連隊長が先頭に立って味方を励ますからこそ、兵たちは誰も逃げずに踏みとどまる。


    　必ず味方が駆けつけてくれることを信じる。


    　ルカは決して恐怖を表に出さない。晴天のもとを散歩するように、砲火のなかを平然と歩き回り、兵たちを励まして回る。兵はそんな指揮官を見て、勇気を奮い立たせる。


    　数時間も痩やせ我慢をつづけた、午後。


    　ふと異変に気づいた。


    「……ん？」


    　味方後方の兵が騒がしい。なにやら喜びの叫び声があがっている。


    　輜し重ちよう兵へいたちの歓呼がだんだん近づいてくる。これまでの戦場にはなかった、異質な響きだ。


    　おそらく援軍が到着したのだろう。どこかの騎兵連隊が気を利かせて、本隊に先駆けてここカロルメン台地へ来てくれたらしい。それにしても空を突き上げるような歓呼には、敵軍に勝るとも劣らない異常な熱気がこもっていた。


    　ルカは自陣の後方から接近してくる歓声に耳を澄ます。そしてたちこめている砂さ塵じんのうちに、あまりにきらびやかで整然とした一群を認めて目を見ひらく。


    「おいおい、ありゃあ……」


    　我が目を疑う。先頭に翻ひるがえる金糸で装飾された連隊旗は、紛まぎれもなく皇太子付き近衛このえ騎兵連隊のものだ。


    「皇太子万歳!!」「皇太子万歳!!」


    　折り重なる唱和が、ルカの全身の細胞を粟あわ立だてた。


    　まさか──援軍はヴラドレン率いる近衛騎兵連隊二千五百騎だというのか。


    　本来なら最後方に鎮座すべき最精鋭部隊──神聖リヴァノヴァ帝国の誇る決戦兵団が、快速を飛ばして地獄の最前線へ降り立ったというのか。


    「あり得ねえ……」


    　思わず漏れた呟つぶやきのむこうから、あり得ないはずのヴラドレン皇太子が白馬の手た綱づなを握って現れ、悠然とルカのもとへ歩み寄ってくる。


    　金の髪と白磁の美び貌ぼうと白い軍服は、神話に出てくる天使長さながら、内側から光り輝くかのよう。


    「深しん紅くの濛もう気きがたなびくのを、地平線上に確認したものでな」


    　空いた口が閉まらないルカへ、皇太子は淡々と説明する。


    「二十キロメートル以上離れていながら濛気を視認したのは余もはじめてだ。もしや濛気どころか覇は気きではないかと推察し、確認のために駆けつけた。間違いなくいまこの台地一帯を覆うのは貴君の覇気である。見事だルカ・バルカ、後日褒ほう美びを取らそう。ところでこれはなにをしているところだ」


    　なにを言っているのか、相変わらずよくわからない。ともかくかろうじて口を閉じ、質問に答える。


    「敵の主隊と遭遇したため、交戦しているところです、殿下」


    「ほう」


    　それを知らずに近衛このえ連隊に強行軍をさせたらしい。ルカは我に返り、進言する。


    「非常に危険です。殿下は速やかに退避し、後方の主隊にお戻りください。それからジェミニに至急増援を送るよう要請を」


    「ふむ」


    　ヴラドレンはそこかしこに転がる死傷者を眺め、歯を食いしばって戦う歩兵横隊、メルヴィル騎兵隊、ミズキの機械兵隊へ順々に目線を送ってから、ルカへ目を戻した。


    「ここまで来たのだ、近衛連隊も戦おう」


    「いえ、それはさすがに……」


    「なにか問題があるのか？」


    「……ありがたいですけど、おそらく、のちのち問題が……」


    　近衛連隊というものは基本的に、戦場で外国の敵軍と戦うために存在するのではない。


    　国内の敵から王族を守るために、宮殿に常駐するのが近衛連隊の役目だ。近衛連隊の武力は、王族の権威と直結している。だから儀ぎ仗じよう的な意味で戦場に来ることはあっても、自みずから戦うことはほとんどない。あるとしたら勝利が決した戦場へ、トドメとして投入されるときくらいである。いまみたいな戦局がどう動くか不確かな最前線に近衛連隊を投入してしまえば、相応の損害を受ける。こんなところで近衛連隊が大損害を受けたなら、国内の敵に付け入る隙すきを与え、ヴラドレンの権威が揺らぐ。


    　前線で戦って死ぬのはもっぱら傭よう兵へいか、貴族諸侯が領地から徴ちよう発はつした半農兵の役目なのである。ヴラドレンは総司令官であるから、後方でふんぞり返っているのが役目なのだ。


    「いまは殿下が来てくださっただけで充分です、味方の士気もあがってますし」


    　言葉通り、バルカ連隊の兵士たちはひときわきらびやかな近衛このえ連隊旗によりヴラドレンの来訪に気づき、疲れ切った心身を奮い立たせていた。総司令官たる皇太子が自分たちと同じ空間にいて、銃火に我が身を晒さらしている。自然と歩兵たちからも「皇太子万歳！」の唱和が起こり、重く苦しい雰囲気がぬぐい去られる。戦わずとも、ヴラドレンがただここに存在しているだけで、バルカ連隊全体に良い効果が及んでいた。


    「ふむ」


    　しかしヴラドレンはルカの制止も意に介さず、悠々と台地の上縁まで歩いていって敵軍全体を鳥ちよう瞰かんする。そのきらびやかすぎる軍装は、敵からすれば格好のマトだ。ルカのほうが恐ろしくて仕方ない。


    「おやめください、もう少し下がって！」


    「敵は十倍近いではないか。よく防いでいる」


    　斜面に降り積もった敵兵と鎌かま鳥どりの残ざん骸がいと、必死に砲門をひらきつづける味方の野戦砲隊、歩兵横隊を見渡して、ヴラドレンはぽつりとそう言い、その端正な顔立ちをルカにむけて、いまや敵機械兵の通り道となっている舗ほ装そうされた坂道を指の先で示した。


    「そこの坂道へ、余の連れてきた騎兵を投入しよう」


    　ルカは思わず息を呑のむ。


    　こちらから斜面を駆けおりるというのか。


    　しかも近衛騎兵連隊二千五百騎が。


    「近衛騎兵が壊かい滅めつします！」


    「損そん耗もうを蒙こうむろうと、成功したならば今日一日持ちこたえることができよう」


    　皇太子の返答に、ルカは一瞬言葉に詰まる。確かにそうだが、しかし。


    「一時的に敵を混乱させることはできます。ですがこちらも大損害を覚悟せねばなりません。わたしの見立てでは、おそらく近衛連隊の七割方は死傷するでしょう。僭せん越えつながら近衛騎兵連隊の役目は殿下の護衛です、ここで壊滅したなら、殿下をお守りするものがいなくなります」


    　ほう、とヴラドレンは目を見ひらく。


    「貴君は優秀な武官だと思っていたが、大局が見えておらぬな」


    「…………!?」


    「いまこの場は今戦役の決勝点であろう。歴史の転換点に立ち会いながら手て駒ごまを出し惜しみ負けたなら、余は後世の笑いものとなろう」


    「…………」


    「近衛とは飾りものにあらず。帝国軍最精鋭をいま使わずしていつ使う」


    　ルカは間近から皇太子の目線を受けた。どこか浮き世離れしている皇太子だが、その双そう眸ぼうには誠実そうな色がこもっていた。


    　肌の色と髪の色が違うだけで、顔立ちはジェミニによく似ている。


    　しかし悲しいほどに、中身が違う。


    　もしかするとヴラドレンは、懸命に戦うバルカ連隊の兵士のために近衛このえ騎兵連隊の投入を決断したのではないか。本当は自分が笑われないためではなく、いまここで戦っている兵士たちを助けてやりたいだけではないのか。なんとなくヴラドレンの瞳の奥に、そんな気持ちがあることが伝わってきていた。


    「……御意に」


    　それ以外の返事が出てこない。変なところも多々あるが、この王子さまは賢くて優しい。ファニアといい、ヴラドレンといい、おれは優秀な王族に巡り会う運命らしい。


    　──このひとは、立派な皇帝になるひとだ。


    　それを確信した。近い将来、ヴラドレンがリヴァノヴァ皇帝となり、ファニアがガルメンディア女王となったなら、世界はもっと良くなるだろう。


    　ヴラドレンは近衛騎兵連隊長アカトフ侯爵を呼び、突入を命じた。


    　アカトフは三十代後半くらいの、毅き然ぜんとした将校だった。かなり戦場慣れしているらしく周囲を飛び交う銃弾を気にもとめず、背筋を伸ばして拝命した。


    「光栄ですな。近衛連隊が先陣を切って突撃するとは前ぜん代だい未み聞もん、世界戦史に残る大突撃となりましょう。承うけたまわりました」


    　特に皮肉めいたふうもなく、むしろ高ぶった様子でアカトフ侯はそう返事し、麾き下かの大隊長に突撃準備を伝えた。三名の大隊長は一瞬だけ驚きを露あらわにしたが、すぐに戦意をたぎらせてそれぞれの部隊へ戻っていった。


    　近衛騎兵連隊の突撃は、野戦砲部隊との打ち合わせののち、十五分後に決行ということで決まった。


    　近衛隊長たちが麾下の部隊を集合させ、希望者は遺品や遺言を担当官に渡すよう告げた。さすが帝国最高ランクの騎兵だけのことはあり、決死の大突撃を告げられても動揺も見せず、遺言をメモに走り書きしたり、装身具を小袋に入れて従僕に託したり、粛々と死出の旅の支度をはじめる。


    　そのとき、またしても後方の輜し重ちよう兵へいから歓声があがった。どうやらさらなる援軍が到着したようだ。


    　兵たちのざわめきと歓呼のただなか、愛馬の背に揺られて現れた男は。


    「ジェミニ……」


    　ルカはほうっと安あん堵どのため息をついた。


    　ようやくジェミニが来てくれた。後方にはアサイウス騎兵連隊一千二百騎を連れている。新たな騎兵がいてくれたなら、なにも近衛騎兵が突入する必要はなくなる。


    「助かったぜ、ナイスタイミングだ、よく来てくれた」


    　顔なじみの存在が、この地獄の戦場にあって無性にありがたかった。


    　ジェミニはいつものように薄ら笑いながら、馬をルカへ寄せて小声でささやく。


    「モーキのハキが立ちこめて～、とか言いながら、兄貴がいきなり駆けだしてね。慌ててあとを追ったらきみがいた。きみは兄に好かれているのかな」


    「よくわかんねーけど見ての通り、絶体絶命だ。殿下が近衛このえ騎兵を突撃させるって言い出していま準備中なんだけど、良かったよお前が来てくれて。お前んとこの騎兵に代わりに突撃させようぜ。おれちょっと殿下に言ってくる」


    　挨あい拶さつもそこそこに踵きびすを返したルカのうしろ襟を、ジェミニは鞍あん上じようから片手で掴つかんで引き留めた。


    「ちょっとタイム。なに？　近衛騎兵が突撃するの？」


    「あぁ。あり得ねーだろ。すぐ中止させるから、手、放せ」


    「…………………………」


    「おい。手、放せって」


    「……………………………………………………」


    　ルカのうしろ襟を鷲わしづかみにしたまま、ジェミニは黙して返事しない。怪け訝げんに思って振り返った目線の先には、ジェミニのよからぬ企たくらみ顔があった。


    「…………おい。…………なに企んでる。…………やめろよ。余計なことするな」


    「……………………………………………………」


    　黙もつ考こうするジェミニの瞳の奥から、静かな興奮が湧わき出ていた。


    　この男がこういう目をするときはいつも決まって、ルカの予想の遙はるか斜め上をいく、ろくでもないアイディアが歪ゆがんだ脳みそから飛び出てくる。


    　悪お寒かんがルカの背に伝う。非常に、非常に、イヤな予感がする。


    　同時に可能な限り斜め上に思考を飛躍させ、この男が目もく論ろんでいるであろうろくでもない考えをトレースして、先手を打った。


    「…………おい。…………まさかとは思うけど…………近衛騎兵が全滅すればいいなあ。……とか思ってないよな？」


    「……………………………………………………」


    　問いかけるが、ジェミニは口角をわずかに釣り上げただけで答えない。ただその瞳は欲情したように潤んでいる。


    「…………あのな。…………うん。…………やめろ」


    　ジェミニの考えは、ルカにはすでにすべて読めていた。けれどあえて言葉にせず、止める。


    　言葉にしてしまったら、引き返すことができなくなる。そんな気がする。


    　ジェミニは薄い笑いを口元にたたえ、周囲に誰もいないことを確認し、ルカにだけ届く小声を投げ返す。


    「…………兄貴が望んだんでしょ？　もう部下に命令して、突撃準備ははじまってる。それならもう、やるしかないじゃん。総司令官が命令したわけだし。ぼくたち下々のものは、黙って命令どおりにやるべきだよ」


    　ルカは黙って、ジェミニのよく動く口を睨にらみ上げる。


    「さっきの状況なら仕方なかったけど、お前が来たから状況が変わった。近衛このえ騎兵は殿下を守るのが仕事だ、突撃して壊かい滅めつしたなら、殿下を守るものがいなくなる」


    　なにより、いまこの台地には皇位を狙うジェミニがいる。ヴラドレンが自分の身を思うなら近衛連隊を手放すべきではない。それをやれば、ヴラドレンに待つのは破滅だ。


    　ジェミニは鞍くらから下りた。そしてルカの肩へ手を回し、顔を近寄せてささやく。


    「だから代わりにぼくの騎兵を壊滅させるの？　それも酷ひどくない？」


    「壊滅しなくていいよ。ちょろっと戦ってすぐ帰ってくればいいんだから。できるだろ？　あとはおれらがやるからさ、お前と殿下はここから見ててくれ」


    「ねえ、ルカ。約束を覚えてる？」


    「…………………………」


    「付きあってくれるよね？　間違った道でも」


    　一年前、ルカが言った約束の言葉を、ジェミニはいまこの場でなぜか持ち出してくる。


    　ルカは黙ってジェミニを睨む。肺細胞が、どす黒いなにかに浸されていく。


    「……ね？　このまま突撃してもらおう。見た感じ、近衛のみなさんも盛り上がってるみたいだし。いまさら止めたらひんしゅく買うし。……ね？」


    　ジェミニは真しん摯しな表情でそう頼んでくる。だがルカはジェミニの瞳の奥に、あからさまな策略の色を認める。


    　その瞳に、さっき間近から見たヴラドレンの誠実な瞳が二重映しとなる。


    　同じ血のかよう兄弟なのに、魂の底に横たわるものがあまりに違いすぎる。


    　ルカには、なぜジェミニが近衛騎兵連隊を突撃させたいのか、その理由まで見えている。


    　──近衛が弱まったところで、ヴラドレンを排除するつもりだ……。


    　ジェミニは前々からクーデターの機会を窺うかがっていた。ルカをパグラチオン宮殿に呼び寄せて政治的工作をさせたのも、予め有力諸侯の人脈を築いておき、クーデター決行を容易にし、かつ決行後の宮廷世論を味方につけるため。ジェミニはいつでも隙すきさえあれば、ヴラドレンを追放もしくは亡き者にする腹なのだ。


    　だから、皇太子付き近衛騎兵連隊という最大の障壁が自みずから壊滅してくれるというなら、これ以上の僥ぎよう倖こうはない。皇太子を守るものがいなくなったなら、こちらの思いどおりになんでもできる。


    　なにしろ、いまのカロルメン台地にいる高級将校はヴラドレンとジェミニとルカだけ。秘密裏に皇太子を排除するには非常に都合が良い。主隊が辿たどり着いてから「皇太子は流れ弾に当たって戦死した」とでも発表しておけば、やがて玉座はジェミニの尻しりに収まるだろう。


    　──ほんとにこいつ、どうしようもねえ……。


    　ルカは心底、反へ吐どを吐きそうになる。


    　──このクズが皇帝になったら、世界が終わる。


    　耐えがたいほどのクズだ。改めてしみじみとクズだ。いつかやがて思い出になったとしても思い出すたびにうなされるくらいにクズだ。


    　ヴラドレンとジェミニ。


    　懸命に戦う兵士たちを見捨てられず自みずからの盾たてを差し出す兄と、盾をなくした兄をうしろから撃とうとする弟。


    　どちらが地上最大の帝国の皇帝としてふさわしいだろう。


    　ルカの気持ちを読んだのか、ジェミニが口を動かす。


    「ぼくは誰かを騙だますわけでも裏切るわけでもない。ただ皇太子殿下の御心のままに命令を遵じゆん守しゆするだけだ。それのなにがいけない？」


    「……………………」


    「今日この場所においてぼくの長年の忍耐が報むくわれようとしてる。まさか邪魔はしないよね、ルカ？」


    　ルカはジェミニに視線を合わせる。子どものころからよく知っている、美しい褐色の顔立ちの底に、嘆願の色があった。


    「信頼できる友はきみだけだ。きみを親友だと思ってる。だから……このままで、ね？」


    　娼婦が客の袖そでを引くように、ジェミニは目線をしがみつかせる。


    　ルカは、迷った。


    　まともな人間でいたいなら、いますぐ踵きびすを返して皇太子のもとへ駆けつけるべきだ。ジェミニが来たことで状況が変わったことを告げ、決して近衛このえ騎兵連隊を手放さないよう進言するべきだ。皇太子が聞き遂げてくれたなら、ジェミニは皇太子に手出しできない。そうしたらいつかヴラドレンは皇帝として戴たい冠かんし、傾国の危機にあるリヴァノヴァ帝国を再興させるだろう。


    　それはわかっているのだが。


    『付きあってやるよ、間違った道でも』


    　その約束が、ルカの足を地に縫ぬい止めた。


    　指揮官が戦場で迷ったなら、命取りになる。それをわかっていながら、ルカは迷った。


    　そして時間はルカをあざ笑うかのように流れすぎ、巻き戻すことのできない歴史的瞬間へと至る。


    「皇太子殿下に栄光あれ!!」


    　響き渡ったアカトフ侯爵の胴どう間ま声ごえが、ルカの膠こう着ちやくした思考を破った。


    　はっ、として振り返った先、すでに近衛このえ騎兵連隊が二列縦陣の突撃隊形を整えていた。


    「皇太子殿下に栄光あれ!!」


    　リヴァノヴァ帝国最精鋭部隊の復唱が、台地一帯を震わせる。


    　ルカは騎兵たちの背中を呆ぼう然ぜんと見つめ、我に返る。


    「あ…………」


    　刹せつ那な、アカトフ侯の無情な号令が発せられる。


    「皇太子付き近衛騎兵連隊、突撃!!」


    　アカトフ侯が手た綱づなを叩く。


    　たちまち、真っ白な軍装に身を包んだ二千五百騎の馬群が砂さ塵じんを蹴け立てる。


    「皇太子万歳!!」「皇太子万歳!!」「皇太子万歳!!」


    　戦士たちの唱和が青空を突き上げ、ルカは思わず叫ぶ。


    「待て、やめろっ!!」


    　その願いに、けたたましい鉄てつ蹄ていが応える。


    　ジェミニの唇の右端が、耳元へむけて切れ上がった。


    　ヴラドレン皇太子は愛馬の鞍あん上じようでぴんと背筋を伸ばし、おのれの名を叫びながら敵軍へ突っ込んでいく二千五百騎の「盾たて」を見送った。


    　帝国最強の騎兵隊は、純白の稲妻となり坂道を灼やいた。


    　台地の斜面一帯に広く展開し、歩兵の水位を上げていた敵軍は完全に不意を打たれた。


    　近衛騎兵隊は針路上の敵兵を馬群に呑のみ込み、二箇所ある鋭角の屈折を見事な手綱さばきで切り返して、一騎の落伍者も出すことなく約三百メートルの坂道を駆け下った。


    　カロルメン台地の裾すそ野のには、紫色の軍服を着たイフティラール軍約八千と、茶褐色の軍服を着たドル・ドラム軍一万が、兵へい科かごとに隊列を組んで、これからいよいよ力押しで台地の斜面を制圧すべく、前進を開始していた。


    　アカトフ侯を先頭に立てた近衛騎兵は裾野に降り立つと、呆気あつけに取られる敵軍の左側面沿いを疾駆する。前進していた敵は、正面を近衛騎兵にむけることができず、呆然と左側を見送るしかない。隊列を組んだ大兵団は、人間のように簡単に向きを変えられない。


    　鈍重な敵兵団をあざ笑うように、近衛騎兵連隊は遮さえぎるもののない敵左側面沿いを深く抉えぐり、馬首を左へ九十度旋転させて二列縦隊から二列横隊の戦闘隊形へ移行、馬群の刀身さながら敵軍へ突入した。


    　俯ふ瞰かんしたなら、二千五百騎が長く細い一振りの刀身となって、総勢一万八千の巨獣を横合いから斬ざん撃げきしたかのような、凄せい絶ぜつすぎる光景だった。


    　巨獣は台地の斜面に対して戦闘力を発揮すべく行進していたところをいきなり、側面から馬群の斬撃を食らい、なすすべなく皮ひ膚ふも肉も骨も切り裂かれた。


    　血管を遡そ上じようするように純白の近衛騎兵は敵軍全体に浸透していき、巨獣を構成するあらゆる細胞と細胞の連結を断ち切る。


    　敵の行軍隊形が粉々に砕ける。戦域を切り裂く近衛このえ騎兵の機動力に、大兵団の運動が全く追いつかない。またたくまの出来事であったため、ほとんどの敵兵はなにが起きているのか理解できず、士官の指揮が錯さく綜そうし、間違った情報が兵の口から口へ伝でん播ぱして、一部ではドル・ドラム軍とイフティラール軍が同士討ちをはじめる。その狭はざ間まを、命を捨てた近衛騎兵が鈎かぎ裂ざきにしていく。馬ですら皇太子のために戦う名誉を感じているのか、傷つこうが撃たれようが命尽きるまで疾走をやめない。集積していた弾薬箱には擲てき弾だんが投げられ、火柱が立ち上り衝撃波がさらなる敵兵を薙なぎ倒す。


    　ルカは台地の上縁から身を乗り出すようにして、おそらくは各国の兵学校で末永く教材となるであろうアカトフ侯の大突撃を鳥ちよう瞰かんしていた。


    　握り込んだ拳こぶしから、血が流れ出そうだ。


    　胸の奥に煮えたぎる感情の正体が掴つかめない。


    　だが呆ぼう然ぜんと見ているだけでは、彼らの犠ぎ牲せいが無駄になる。この機会を逃してはならない。ルカは覚悟を決めて、当初の打ち合わせ通り、野戦砲隊へ号令を発した。


    「……てぇっ!!」


    　野戦砲が斜面の敵を目がけて屑くず鉄てつの濁だく流りゆうを吐きかける。


    　後続が混乱したままの敵は、なすすべなく斜面から薙ぎ倒される。思うさま屑鉄弾を浴びせかけてから、今度は歩兵横陣を統率するガヴーが号令をかける。


    「前進!!」


    　上縁から銃撃を浴びせつづけた歩兵たちが、横一線の隊列を組んだまま斜面へと降り立ち、登とう攀はん中の歩兵たちへ至近距離からの斉せい射しやを浴びせる。敵歩兵はひるむことなく登攀をつづけるが、うしろから続くものが大突撃に呑のまれてしまっているため、組織的に抵抗できない。逆にこちらは指揮系統を保ったまま、整然と敵を掃そう討とうできる。


    　近衛騎兵の突撃により、敵の後続部隊が断たれ、味方は斜面の敵と台地上に登ってきた敵だけに集中する時間を得ていた。ミズキの機械兵隊とメルヴィルの騎兵隊はこの機を逃さず、自陣に侵入していた敵の駆逐に専念する。


    「………っ!!」


    　形勢が一気にこちらへ傾いた。ついさっきまで壊かい滅めつも覚悟していたというのに、いまやルカの周囲には敵兵がいない。


    　再び台地の裾すそ野のへと目線を転じると、近衛騎兵はいまだ半分が生き残り、敵陣の至るところへ浸透して、物資を満載した荷車を焼き、火薬の詰まった樽たるを爆発させ、攻城砲の火門へ釘くぎを打ち、砲ほう架かを破壊し、牽けん引いん馬を解き放っていた。敵兵団は混乱しながら、かろうじて兵団そのものを旋回させ、帝国近衛騎兵の掃討に乗り出そうとしている。


    　近衛騎兵隊全員が、生還を期していなかった。


    　二列横隊での突撃は、広範囲の敵を威力圏に収めるが、その分、薄い。敵群の深いところまで食い込むほどに、威力は弱まり、周囲から圧迫してくる敵兵に埋もれ、一騎、また一騎と純白の騎影が消えていく。


    　ただ敵軍のただなかを行けるところまで切り裂いて、果てる。はじめからそれだけが目的だった。おのれのすべてを皇太子の栄誉のために捧げるからこそ、おれたちは近衛このえ騎兵なのだ。そんな誇りが、この壮絶な大突撃から横おう溢いつしていた。


    「もういい、戻れ……っ!!」


    　手遅れなのはわかっているが、ルカは思わずそう叫ぶ。だがあそこまで敵陣深く突入してしまったなら、生還は不可能だ。白い近衛騎兵たちへ紫色の森みたいな敵兵が寄せてきて、森のなかへ呑のみ込んでしまう。


    　近衛騎兵の蹴け立てた砂さ塵じんが、裾すそ野の一帯を包み込み、なにもかも灰白色のとばりに覆い隠していく。


    　ただ悲鳴と、いななきと、皇太子万歳の唱和と、蹄てい鉄てつの調べとが、とばりの奥から悲しく響き──やがて静寂が訪れた。


    　風が吹きすさび、砂塵を押し流す。ひらけた視界の先、台地の裾野一帯に、ぐしゃぐしゃに乱れた敵の陣形と、燃え上がる砲兵陣地、敵味方の亡なき骸がらが散在していた。


    　あのきらびやかな純白の兵装に身を包んだ騎兵は、一騎たりとも見えなかった。ただ紫色と茶褐色の軍装がまだら模様に入り乱れ、整列を呼びかける士官の声が響いていた。


    「全滅……」


    　ルカはぽつりと呟つぶやいた。事前に七割の損そん耗もうと見積もっていたが、甘かった。


    　皇太子付き近衛騎兵連隊は、地上から完全に消滅していた。


    「充分な時間を稼いだであろう」


    　いつの間にか、ルカの傍かたわらにヴラドレン皇太子が馬を寄せていた。ルカはいまだ呆ぼう然ぜんとしながら、身を守るもののいなくなった皇太子に答える。


    「充分過ぎます」


    「今日一日、保もつか？」


    　ヴラドレンの静かな問いかけに、ルカは背筋を反らして返事した。


    「保たせます。できなければ、アカトフ侯以下、近衛騎兵連隊に顔向けできません」


    　本心からの返事だった。ヴラドレンは感情の一端すら表情に映さず、


    「ならば良い」


    　短く返事し、馬首を巡らせた。


    　ルカはヴラドレンの背中を見送った。


    　胸の奥が、ひどく痛んだ。


    　同時に、自責する。


    　──おれはなにをしていた。


    　──おれしか止められる人間はいなかったのに。


    　抑えきれないものが呻うめきになる。一瞬、一瞬の判断の遅れが致命的となることを知っていながら、結局自分はなにも決断できずに事態を傍ぼう観かんした。その結果、ヴラドレンはおのれの鎧よろいと盾たてを失ってしまった。


    　唇を噛かむルカの傍かたわらに、今度はジェミニが歩み寄ってきた。


    　表情は沈痛さを装っている。だがそれは上っ面つらだけだ。頬ほおが触れ合うほどに近寄せてきた面の皮の一枚むこうに、快かい哉さいがありありとしていた。


    　ジェミニはルカだけに見えるよう、自分の胸元で右手の人さし指を横へ流した。


    　指の先には、ヴラドレンの背中があった。


    「裸の王子さま」


    　悪戯いたずらっぽく、ジェミニはささやく。


    　吐き気がこみあげた。


    　クズが。ルカは心中で吐き捨てた。


    「やめろ」


    　ルカの煮え立つ紅眼がジェミニを射る。胸の底の嫌悪が、眼光へ露あらわに映る。


    「なんだい、その目は」


    　ジェミニはやや、意外そうに問いかける。


    「いまおれは機嫌が悪い。余計なこと喋しやべんな」


    　冷たく言い放つと、ジェミニは肩をすくめ、片手の懐中時計を持ち上げルカを誘う。


    「話があるんだ。夜九時にぼくのテントへ来て。きみひとりで」


    　ルカは返事をしない。ただジェミニを睨にらむのみ。


    「待ってるよ、親友」


    　ジェミニは軽くルカの胸を叩いて、馬首を返した。そして麾き下かのアサイウス騎兵連隊を整列させて、台地上に上がってくる鎌かま鳥どり隊を掃そう討とうするよう命じる。


    　ルカは再び戦場へと目を戻した。ドル・ドラムにもイフティラールにも勇敢な兵士に対しては敵味方を問わず敬意を払う風習があるのか、近衛このえ騎兵の亡なき骸がらを弄もてあそぶようなことはせず、丁てい重ちように回収しているのが見て取れた。


    　午後の風がカロルメン台地を吹きすさんでいた。敵軍が指揮系統に受けた見えない痛手は相当なものらしく、結局のところ日没まで兵団が前進することも攻城砲が火を噴くこともなく、総攻撃は実現しなかった。


    　勝負は明日に持ち越された。


    　明日になれば、帝国軍の主隊が到着するだろう。そうなればこの会戦は勝利で終わるし、ヴラドレンは新たな兵に守られて裸の王子さまではなくなる。


    　そう、ヴラドレンは今夜さえ無事にしのげば良い。


    　そしてジェミニにとって今夜は、戴たい冠かんの最大のチャンスだ。必ずこちらの予想の遙はるか斜め上を行く、人間性の最果てから排泄されたアイディアを実行に移す。


    　ルカは懐中時計に目を送った。現在時刻、午後五時半。ジェミニに指定された会見まで、残り三時間半。


    　この三時間半で、運命は決する。


    　──決断を迷うな。


    　今日の失態を魂の底へ刻んで、同じ過ちを繰り返さないと誓う。


    　──なにがあろうと、自分の道を外れるな。


    　その決意を繰り返しながら、空の天てん蓋がいへ充ちていく星を見上げ、ミズキとアステルを呼ぶよう伝令に告げた。

  


  
    



    　　　　　　三章　最適解


    



    　歴史とは勝者によって語られるフィクションだ。語られなかった真実は、ただ埋もれて消えるのみ。つまるところ、自分に都合の良いように事実を書き換えられるものが「英雄」として後世に語り継がれる。


    　事実を書き換えるために必要なのが、武力だ。


    　武力があれば事実の改ざんなど思いのまま。都合の悪い人間は排除し、周囲を脅おびやして都合の良い事実だけを捏ねつ造ぞうできる。強大な武力を常に自分の身近に配置して、いつでも他人を拘こう束そく・排除・抹殺できる体制を整えておくことが、権力者のたしなみである。


    　──兄貴は、そのたしなみを自分から捨てた。


    　──わたしを好きにしてください、と言ってるわけだ。なら好きにするよね普通。


    　うふふふ、と笑いながら、ジェミニは暮れていく空の下、アサイウス騎兵連隊とバルカ連隊の士官・下士官へ自分のテントへ来るよう、招集をかける。伝令が走り去ったのを見送ってから、当直兵と共に戦死した敵兵の亡なき骸がらを検分する。


    「きれいな軍服を剥はぎ取って、ぼくのテント前に積んでおいて。二十着くらいあればいいから」


    　当直兵は訝いぶかしそうな表情ながら、ジェミニの命令を受けた。


    　用を済ませ、ジェミニはひとり、自分のテントを目指す。


    　──いまこの台地で最も武力を持つのは、ぼくだ。


    　明日、後方から味方の主隊五万が到着するまで、この台地ではジェミニのやりたい放題、どんな権力者相手だろうが安心してことを進められる。まさに長年望んだ夢の舞台が現出している。


    　──一刻も無駄にできない。行動の素早さが全てを決する。


    　自分のテントに戻り、懐中時計を確認する。


    　時刻は現在、午後六時半。


    　今日は一日、強行軍をつづけてこの台地に辿たどり着いたが疲れは全くない。テントの奥にはカーテンで仕切られた寝室があるのだが、眠らないジェミニは寝室を使わない。一週間に三、四時間、この椅い子すに座ったまま眠れば充分だ。


    　広いテントにひとり、ジェミニは燭しよく台だいの灯を見つめながら、時折独り言をこぼしつつこれからやるべきことを演算する。


    　おのれの大目標、いまこのカロルメン台地における勢力図、不確定要素、それから事後対応。あらゆる因子を俯ふ瞰かんしたうえで、最も効率良く、自分に嫌疑の目をむけられず、円滑に事態を収拾する方策を求める。


    　不安要素はただひとつ。


    　──ルカ・バルカ。


    　幼なじみにして戦友が、いまやジェミニの最大の障壁だった。


    　なぜなら。


    　──明らかにルカは、ぼくよりヴラドレンに肩入れしている。


    　さっきの探りに対する反応を見て、ジェミニはそれを確信していた。


    『裸の王子さま』『やめろ』


    　そのやりとりだけで、ルカがジェミニの計画をすでに看かん破ぱしていることがわかった。語調、態度、なによりあの表情。ヴラドレンの背中を見る目には尊敬の念があったくせに、自分を見る目は軽けい蔑べつであふれていた。


    　おそらく現在、ジェミニがやろうとしていることに勘づいているのはルカのみ。彼のことだからもうすでに、対応策を打っている可能性が高い。たぶん皇太子のテントの衛兵を増やしたり、もしくはすでに皇太子の身柄をテント以外の場所へ移したり。こちらも監視役をすでに配置しているからそれをやられても問題はないが、しかしやはり、懐中に取り込めないうえ、こちらのすべての秘密を知るルカの存在は厄やつ介かいだ。


    　──時間が経つほど、ルカは邪魔になる。


    　──彼を放置したなら、ぼくの人生最大、最後のチャンスが消えてなくなる……。


    　独りごちながら、ジェミニは演算をつづけ、ついに最適解へ辿り着く。


    　自分に嫌疑をむけられず、邪魔者は犠ぎ牲せいとなり、玉座が自然に転がり込む単純にして美しいただひとつの解。


    　解答を検証し、ジェミニは少しだけ首をひねる。


    　──さすがに酷ひどいかな、これ。


    　自問してみる。だがどう考えても「エデンを倒す」という命題を最も美しく解くにはこれしかない。倫理や道徳という見地から眺めたなら問題があるのかもしれないが、しかし、そんな誰が決めたのかもわからないルールに縛られることもあるまい。


    　──最適解はすでに得られた。ならば実行するだけさ。


    　ジェミニはそう決めて伝令を呼んだ。


    　ほどなくして、メルヴィルとガヴー、それに特に信頼できる六名の士官・下士官が集まってきた。彼らは城じよう塞さい都市ウルキオラにいたころ「ジェミニ親衛隊」の一員だった古参兵で、暴動を成功させたあともジェミニに従い、かれこれ七年以上も付きあってきた連中だ。


    　しかしジェミニの思考回路に慣れ親しんだこの者たちでさえ、今回の企たくらみを聞かされて驚きよう愕がくを露あらわにする。


    「皇太子暗殺……。それはまたすさまじいな」


    　案の定、メルヴィルが眉まゆをくゆらせる。傍かたわら、昼間の戦闘の血肉と泥にまみれたまま、ガヴーは腕組みをして突っ立って動かない。ガヴーはいつもこうだ。自分の意見は言わず、ただ上官に従う。


    　ジェミニは微ほほ笑えみ、ガヴーにエサをちらつかせる。


    「うまく行ったら、きみの家族を捜すよう、エデンの偉いさんに頼んでみるよ」


    　ガヴーは表情を変えず、返事も言わない。ただ腕組みをして虚こ空くうを睨にらんでいる。ジェミニはメルヴィルに眼を移し、


    「ぼくが皇帝になればきみの件も片がつく。勲くん爵しやく士しなんて領地も持てない一代限りの爵位じゃない、伯爵位をきみにあげる。これで念願だったサルサール家の再興だね、おめでとう」


    「……サラサール伯爵家だ」


    「そうそう、サラサール伯爵家。名門だよね。なんならガルメンディア王国も滅ほろぼして、きみの領地も取り返そうか」


    　ふん、とメルヴィルは夢物語を鼻息で払いのけ、しばし黙もつ考こうに沈んでから、薄紫の瞳を爛らんとたぎらせた。


    「……手段は？」


    　ジェミニは喉のどの奥で妖しい笑いを紡つむぎ、


    「すでにイフティラール歩兵の亡なき骸がらから、軍服を二十着ばかり引っぺがしてある。信頼できる部下にこれを着せ、皇太子のテントを襲う。敵の暗殺部隊に殺されたことにするんだ。邪魔な近衛このえ騎兵はいないから、遮さえぎるものも追ってくるものもいない。必ずうまくいく」


    「……雑だな。あとで貴族連中に追及されたときどうする。さすがにお前が怪しまれるだろ、なにしろ皇太子がいなくなって最も得するのはお前だからな」


    「それは大丈夫。身代わりがいるから」


    「誰が」


    　テント内の燭しよく台だいの灯がゆらめき、ジェミニの凄せい艶えんな笑みを琥こ珀はく色に染めた。


    「相応な人物だよ。ぼくにむけられる疑いの目を逸そらすに充分な知名度と劇的要素を持つ人物が、いまこのカロルメン台地にひとりいる」


    「……劇的要素？」


    「暗殺後、ぼくが最も恐れるのは本国の世論でね。貴族は欲得で動くから、暗殺後も操縦はしやすい。亡きヴラドレンより、いま生きてるぼくについたほうがメリットが大きいと判断させればいいんだ。これまでに根回しはしてあるし、ぼくの傘下に組み込むのはそれほど難しくはない。でも大衆の場合は、面白いか面白くないかが重要でね。往々にして、つまらない事実よりも面白いフィクションのほうがすんなり受け入れられる。だから皇太子暗殺という事件の背後に、劇的な要素を置きたいんだ。大衆の興味がぼくへの嫌疑ではなく、お涙ちょうだいのメロドラマへ向くよう誘導する必要がある」


    「…………」


    「ある人物がもともと、敵軍と内通していたことにするんだ。彼が夜や陰いんに紛まぎれて敵暗殺部隊を台地上に導き、皇太子の居場所を教えた。ぼくは企たくらみに気づいて彼を拘こう束そくするが、ときすでに遅く、皇太子は暗殺部隊に襲われて亡き者となっていたのであった……」


    「…………彼とは？」


    「ルカだよ、もちろん」


    　ジェミニの妖しい笑みを、一同は黙して見つめる。


    「知っての通り、ルカは情に厚い。時々、我が身を犠ぎ牲せいにして周りの人間を助けようとすることがある。その性質を利用するんだ」


    　燭台の灯が爆はぜ、静けさが深まった。ジェミニは声をひそめる。


    「……ルカは親友であるぼくを皇帝にするために、独断で皇太子を暗殺した。……そういうことに是非したい」


    「…………」


    「夜九時、ルカがこのテントに来る。そしたら彼を捕縛し、余計なことを喋しやべらないように舌を抜く。同時刻、敵の軍服を着た二十名が皇太子のテントを襲って殺す。明日の朝、帝国軍本隊が到着したら、ルカが皇太子を殺したことにして処刑する。ラマン参謀長の弱みはもう握ってるから、ぼくの言うことは聞いてくれると思う。あとは伝記作家が『親友ジェミニを皇帝にするために凶行に及んだルカ』の物語をドラマチックに紡つむいで本国へばらまけば、問題ないと思う。ちょっと雑かもしれないけど、でもこの計画、時間との戦いだから仕方ないんだ。細かいところは臨機応変でなんとかしよう。……で、どう？　協力してくれる？」


    　ジェミニはテント内に詰めかけた盟友たちを見回す。


    　ここにいる全員、ジェミニとは長い付き合いだ。企たくらみを知った以上、協力しなければ殺されることは知っている。そして協力しさえすれば、ジェミニは必ず見返りをくれる。それに全員、もともと傭よう兵へいだ。傭兵は主義主張などなく、ただカネのために行動する。それが傭兵の美学でもある。


    　士官・下士官六名は戸惑いながらも、ジェミニに従うことを了承した。しかしメルヴィルは動かず、ガヴーも腕組みをしたまま同じく棒立ちだった。


    　動かないふたりに、ジェミニが笑いかける。


    「計画は気に入ってくれた？　やってくれるよね？　なにせぼくが皇帝になれば、きみたちの夢もすぐ叶うし」


    　甘い言葉をささやきながら、ジェミニはメルヴィルとガヴーに微ほほ笑えみかける。


    「信頼できる友はきみたちだけだよ」


    　メルヴィルはジェミニへ一いち瞥べつを投げ、


    「……ルカは友ではないと？」


    　メルヴィルの問いに、ジェミニは肩をすくめた。


    「ここだけの話だけど……ルカは今日、ヴラドレンに尻尾しつぽを振るために、ぼくの連隊を壊かい滅めつさせようとしたんだ。これだけ長い付き合いのぼくを犠ぎ牲せいにして、一度か二度しか会ったことのないヴラドレンに取り入ろうとしたクズだよ。ルカにとって大事なのは友情じゃない、利用できる相手かそうじゃないか、それだけなんだ」


    「……………………」


    「そんなの友達どころか裏切り者だよ。相応の報むくいを受けてもらわないと。彼を罠わなに嵌はめることになるけど情けは無用。これ以上ルカを泳がせておくと危険だ、ヴラドレンになにを吹き込むかわからないからね」


    　メルヴィルとガヴーは黙ってジェミニの言葉を受け止め、返事も投げずに踵きびすを返した。ジェミニは笑顔で手を振る。


    「頼むね。一緒に夢を叶えよう、我が盟友」


    　仕事にむかう部下たちの背中を見送り、ジェミニは息をひとつ吐いた。


    



    　静けさが戻った。懐中時計の針は、午後八時を示していた。ルカがここに来るまであと一時間。ジェミニは一度テントの外に出て、衛兵の様子を見た。古参兵のシグルトとオットーが要請どおり、十八名の部下を従えてジェミニのテントの周囲に張り込んでいた。


    「頼むよ。ルカが来るのは午後九時。彼がテントに入って、ぼくが指笛を吹いたら、きみらが突入してルカを捕らえて舌を引っこ抜く。いいね？」


    「はっ」


    　シグルトもオットーも、いまこの台地において最も権力を持つのが誰なのか、よくわかっている様子。拝命の姿勢は、未来の皇帝に対するものだ。


    「成功したら、領地持ちの貴族にしてあげる。もう戦場なんか出ることもなく、一生遊んで暮らせるよ」


    「はっ!!」


    　エサをちらつかせると、ふたりの表情が喜びに輝いた。良い部下を持った、とジェミニは悦に入る。やっぱりこういう私利私欲で動く人間はカネと地位と名誉を保証してあげればなんだってやってくれるから信用できる。世の中の人間がみんなシグルトとオットーみたいになればいいのに。そんな感想を抱きながら、ジェミニは再びテントに戻って一息ついた。


    　ひとりきりになり、椅い子すの背に上体を預け、テントの天幕を見上げる。


    　──さて、やり残したことはあるかな。


    　ジェミニはほかに手を打つべき事柄がないか検証する。ルカを排除したあと、不確定要素はアステルとミズキだ。彼らはジェミニよりルカになついている。特にアステルは事態を一発でひっくり返す力を持つ。ある意味、ルカより危険だ。


    　──アステルも殺しておかねば。


    　おそらく今ごろは、昨日のオーバードライブから二十四時間が経過して、再び自由に動き出しているはず。


    「オットー、ちょっといい？」


    　ジェミニは執務机から単発銃を取り出し、弾を込めた。それからテントの外のオットーを呼び入れ、単発銃を手渡して用向きを告げる。


    「それでアステル殺してきて」


    「…………!?」


    「話があるんだー、とか言って、ひとけのないとこに連れてって、その鉄砲で眉み間けん撃ち抜けば死ぬから」


    　オットーのひげ面づらが、ためらう。荒くれ者として隊内で名を馳はせるオットーだが、さすがに本国でも人気の歌姫アステルを殺すことは躊躇するらしい。


    「成功したら、ぼくの代わりにアサイウス公爵にしてあげる。超金持ちだよ。肥ひ沃よくで広い領地からがっぽがっぽ税収が入る。豪邸に住んでいい馬車に乗って美女を侍はべらせておいしいもの食べて、最高の毎日が待ってるから……ね？」


    　肩に手を置いて、間近からそうささやくと、オットーの瞳に我欲が充ちた。テントを出るオットーの背中を見送って、本当に良い部下を持った、とジェミニはさらに悦に入る。


    「さて……こんなもんか」


    　テント内でひとりきりになり、ジェミニは午後九時までに打てる手を再検証する。


    　あとはミズキも残っているが、あの操縦技術は貴重だ、簡単に手放したくない。


    「ミズキはバカだし……。うまいこと言いくるめれば大丈夫か」


    　独り言をこぼしながら、ジェミニはミズキへの対応をどうするか考える。答えはすぐに見つかった。


    「ミズキが女だっていう証拠を掴つかめばいいかな。それだけでぼくの言うこと聞くし」


    　ぽつりと言葉を漏らしたそのとき──。


    　いきなり、寝室を仕切っているカーテンがひらき、顔を真っ赤に染めたミズキが暗がりから現れ、怒声一発言い放った。


    



    「おれは男だバカ野郎っっ!!」


    



    「うわ────────────────────────────────っ!!」


    



    　ジェミニは悲鳴と共にひじ掛け椅い子すから転げ落ち、後頭部をしたたかに剥むき出しの地面へ打ち付けた。


    「なにしてんだバカっっ!!」


    　つづけて慌てたルカが寝室から飛び出してきて、ミズキを羽は交がい締めにする。ミズキは激しく暴れながら、


    「だってこいつ、おれのこと女って!!」


    「だからって出ていくんじゃねえバカ!!　いろいろ台無しだろうが!!」


    　ジェミニは剥き出しの地面に昏倒しながら、驚きよう愕がくの瞳を寝室へむける。カーテンに隠されていた暗がりから、もうひとり、金髪の少女がジェミニを指さしながら現れる。


    「あのさ。こいつ、殴っていい？」


    　アステルの表情には、静かな怒りがいっぱいに充ちていた。


    「信じらんない。ずっと一緒に戦ったのに、よく簡単に殺せとか言えるよね」


    「うん、言いたいことはわかる、だけどちくしょう無茶苦茶だ、すみません殿下、この事態はわたしの想定外で……」


    　ルカはさらに後方の暗がりへ詫わびる。


    　ジェミニの瞳に恐慌が爆はぜる。


    　まさか。


    　よりによって、そいつが、一部始終を聞いていたというのか。


    「うむ。面白いから良い」


    　いつもと変わらぬ安穏とした表情で、ヴラドレン皇太子は明かりのもとへ歩を進めると、地に這はいつくばるジェミニを見下ろした。


    「貴君の本音を堪能したぞ、ヴィクトル。最高の笑劇フアルスであった」


    「…………っ!!」


    「しかし惜しい。もっと早く腹の底を見せてくれていたなら、貴君にとって有意義な話ができたのだが」


    　さすがのジェミニも、事態の急転に頭が追いつかない。


    　そのときテントの外を固めていたシグルトが悲鳴に気づいてテント内へ顔を突っ込み、ルカたちを見て驚きよう愕がくを露あらわにする。


    「こ、これは!?」


    　シグルトも事態が把握できず、ルカたちを交互に見るのみ。


    　ジェミニは視界に星を飛ばしながら、かろうじて地面に肘ひじと膝ひざをつけ、ルカとヴラドレンを睨にらみ上げる。


    　いったいいつのまにそこに忍び込んだ。


    　ぼくがテントに戻ったのは午後六時半。もしかしてそれ以前から、四人一緒に寝室に隠れていたというのか。


    　そして今夜のすべての話を、そこから聞いていた。


    　暗殺手段も。その後の計画も。計画に参加したものたちのことも。


    　すべてを知ってしまったのだな。
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    　ならば手はひとつ。


    



    「全員撃ち殺せっ!!」


    　ジェミニは珍しく表情を猛たけらせ、シグルトへ命じる。


    「なにをしている、すべて聞かれたぞ、殺せ、こいつらを殺さねばぼくたちは破滅だっ!!」


    「は……はっ!!」


    　シグルトも応じて、テント外の衛兵へ呼びかける。


    「賊だっ、殺せっ!!」


    　たちまちテント内へ衛兵六名が駆け込んで、カスコート銃がルカたち四人を照しよう準じゆんする。


    　ちっ、とルカは舌打ちする。ここまではうまくいきすぎるほどうまくいっていたが、最後に落とし穴が待っていた。


    　ルカが危険を冒してテントに潜り込んだ理由は三つ、ジェミニの手口を知るためと、ジェミニを拘こう束そくして今夜一晩その指揮を封印するため、それからヴラドレンにジェミニの企たくらみを教えるため。


    　ルカの予定では、このあとこっそり寝室を出て悲鳴をあげさせることなくジェミニを縛り上げ、口に猿ぐつわを噛かましてベッドに縛り付けるはずだった。それからヴラドレンと一緒になに食わぬ顔でテントを出て、そのまま用意していた馬に乗ってカロルメン台地を脱出、後方の主隊と合流したかった。そののちのジェミニの処遇は、すべてを知ったヴラドレンに任せればいい。


    　しかしミズキのせいでジェミニを捕らえる機会が失われた。さらに衛兵まで巻き込んでしまっている。こうなったら奥の手に頼るしかない。


    「しょうがねえ、アステル、頼むっ!!」


    「……ったく。二日連続って大変なのに」


    　アステルの後ろで束ねた髪の尻尾しつぽが持ち上がり、翡ひ翠すい色の光が輝きを増す。


    　疾風と閃せん光こうが爆はぜる。杭が引っこ抜け、梁はりが折れ曲がり、テントの天幕が吹き飛ぶ。


    　落雷そのものの衝撃が駆け抜けたあとには、蹴け散らされた衛兵と、気絶したシグルトと、地面に尻しりもちをついたまま後退するジェミニが残された。


    「あと三十秒くらい残ってるけど、このひと殴っていい？」


    　息切れひとつせず、アステルは怯おびえるジェミニを見下ろしながら、ルカに尋ねる。


    「ちょっと待て。最後こいつに説教する」


    　ルカはアステルを制し、うしろ手をついて尻を地に擦こすりつけるジェミニの間近へ歩み寄って、片膝ひざをついた。


    　恐怖と憎悪が混ざり合ったジェミニの顔を、ルカは正面から見み据すえる。


    「読み書きを教えてくれた礼に、友達として説教してやる。お前のかわいそうな魂を救うたったひとつのやり口だ、よく聞いてそのまま実行しろ」


    　ジェミニは返事もせずに、ただ唇を噛かんでルカを見み据すえる。


    　ルカは子どもに言い聞かせる口調で告げた。


    「自分より大切なひとを見つけろ」


    「…………」


    「それ以外、なにもやるな。エデンなんか倒さなくていいから、自分自身より大切だと思えるひとを見つけて、そのひとのために生きろ。それがお前自身の救いになる」


    　ジェミニの表情に、憎しみと怯おびえと怪け訝げんさが入り交じる。


    　わかってくれるといいな、と思いながら、ルカは膝ひざを伸ばし立ち上がる。


    　ルカもジェミニも天涯孤独の身の上だ。ふたりとも幼いころに親に捨てられて頼るひともなく、ひとりぼっちで世間から踏まれつづけて生きてきた。生まれて以来の境遇を顧かえりみれば、ルカだってジェミニのように歪ゆがんでいたっておかしくなかった。


    　けれど。ルカとジェミニの境遇には、決定的に異なる点がひとつある。


    　──おれにはシルフィがいた。


    　ある日突然、空から墜おちてきたシルフィ。


    　あの天使みたいな少女に幼いころに会えたから、シルフィの導きに従って、自分は真っ当な道を歩むことができた。けれどジェミニには、シルフィがいなかった。ずっと本だけがジェミニの友達だったのだ。


    　──おれとこいつの違いは、たったそんだけだ。


    　だから、ジェミニにとってのシルフィが見つかるといいな、とルカは願う。


    　自分の人生よりもシルフィのほうが大事だからこの顔に入れ墨をいれたように、ジェミニもいつか、自分を犠ぎ牲せいにしてでも大切にしたいひとに出会ってほしい。そうしたらきっとジェミニ自身が救われるはず。


    　ルカは長年付きあった友達に別れの言葉を告げた。


    「間違った道でも付きあってやる、って言ったけど、あれは取り消す。間違い過ぎてて付きあいきれねえ。皇太子殿下はおれがお守りする。これ以上、ことを荒立てるな。同士討ちなんかはじめたら近衛このえの連中が報むくわれない」


    　それだけ言って、ルカはジェミニに背をむけた。


    「説教長い～」


    　そう言いながら崩れおちるアステルをルカは片手で支え、背中に背負った。するとミズキがむくれ顔でジェミニに近づき、握り拳こぶしを固めると、思い切り鼻づらを殴りつけた。


    「ひぐっ」


    　鼻血を吹き上げ、ジェミニは仰あお向むけにひっくり返る。


    　ミズキは仁王立ちでジェミニを見下ろし、


    「友達裏切るなんて最低だからな！　もう二度とするなよ、じゃあな！」


    　ジェミニは鼻を両手で押さえ、血走った目でミズキを睨にらむ。哀れみを抱きながらも、ルカはヴラドレンに告げた。


    「では殿下、台地から逃げます。わたしについてきてください」


    「ほう。逃げるのか？」


    「はい。余計な犠ぎ牲せいを出さないために、今夜一晩、どうかご辛抱を」


    「ふむ。よかろう」


    　ここから逃げることをヴラドレンに断られると困ったのだが、皇太子は拍子抜けするほどあっさりと逃亡に同意する。もしかすると説明せずとも、皇太子がいまこの台地に留まったなら同士討ちの危険があることは理解しているのだろうか。


    　皇太子付き近衛このえ騎兵連隊が健在ならば逃げる必要などないが、現状、この台地はルカ率いるバルカ連隊とジェミニ率いるアサイウス騎兵連隊で危うい均きん衡こうが保たれている。ルカがジェミニとの対決を理由にバルカ連隊を動かしたなら、壮絶な同士討ちがはじまってしまい、それは敵軍に利するだけだ。なにより、近衛騎兵連隊が自みずからを犠牲にして台地を守った意味がなくなってしまう。近衛騎兵たちの挺てい身しんを無駄なものにしないために、ルカは一いつ旦たん、ヴラドレンを連れてこの台地から逃げることに決めていた。後方の帝国軍主隊五万と合流しさえすれば、ヴラドレンの安全は保障される。


    　一同と共にテントの外へ出ようとした、そのとき。


    「裏切り者」


    　鼻から流れ出る血を片手で押さえながら、ジェミニは肘ひじを地につけてかろうじて上体を起こし、ルカの背へそんな言葉を投げた。


    　ルカはアステルを背負ったまま、もう一度ジェミニを振り返る。怨おん念ねんのこもったジェミニの眼まな差ざしがルカへ突きたち、流れ出る血で真っ赤に染まった唇がひらく。


    「許さない。きみを殺す。地の果てまで追い詰めて必ず殺す」


    　いつも冷淡なジェミニが、いまはじめて憎悪を露あらわにしていた。ルカは感心したように、


    「お前にもそういう感情あるんだな。ないと思ってた。進歩してるよ、その調子で、次はもっとまともな感情を手に入れろ」


    　言い捨てて、それからもう振り返らなかった。


    　ルカたち四人はその場から走り去り、星空の下を駆けた。


    　月と星と篝かがり火びだけが照明だ。おぼろな橙だいだい色の光域のなか、焚たき火を囲んで食事していた兵たちがざわめいている。ジェミニのテントがいきなり吹き飛び、衛兵たちが倒れ伏したのだから無理もない。やがてそこかしこで指笛や呼び子が鳴りはじめ、混乱した兵たちが怒号を交わしはじめた。


    「敵の暗殺部隊が潜入した、ルカが手引きしたらしい！」「裏切りだ、ヴラドレン皇太子が暗殺された!!」「ジェミニ公も襲われた、アステルがやったんだ！」「ルカ連隊長の反乱だ、すぐに捕らえろ!!」


    　ずいぶんジェミニにとって都合の良い怒号が響いている。恐らく、ジェミニが兵を指揮して勝手な噂うわさを流しているのだろう。これをやらせないために今夜一晩ジェミニをテント内で縛り上げておきたかったのだが、後悔はもう遅い。


    　篝かがり火びの届かない暗がりを選んで抜け目なく逃げ去り、ルカは四頭の馬をとめた場所まで辿たどり着く。動けないアステルを鞍くらに押し上げ、自分はアステルのうしろにまたがって手た綱づなを握った。


    「夜道を走って後方の主隊と合流します。よろしいですか、殿下」


    　背後を振り返り、ヴラドレンに確認を取る。


    　鞍にまたがったヴラドレンは鷹おう揚ように頷うなずき、


    「任せよう。今宵は実に面白い」


    　他人事のようにそう言う。その背後、ミズキも馬に飛び乗って背後を振り返る。


    「追ってくるぞ、早く逃げよう！」


    　急せかされ、ルカも暗がりへ目を凝こらす。混乱していた兵士たちが徐々に統制を取り戻しつつある。


    「よし、行くぜ!!」


    　鞍の片側に角灯を吊つって、ルカは先頭に立ち、鐙あぶみを蹴けった。いななきと共に馬が走りはじめる。ヴラドレンとミズキがそれにつづき、敵軍が布ふ陣じんしている東側とは反対方向、台地の西側の傾斜を下りる。


    　メルヴィルとガヴーが事態を把握する前に、できるだけ遠くへ逃げたい。あのふたりが敵に回ってしまったことが最も怖い。ふたりはこれまで、どんな無茶苦茶なジェミニの命令も忠実に実行してきた。昔もいまも彼らはルカの部下ではなく、ジェミニの部下なのだ。


    「厄やつ介かいだな、全く……」


    　ルカにも勝算は全くない。ともかく夜や陰いんに紛まぎれて逃げるしか手はないのだが、角灯の明かりがなければ台地の傾斜を下りられない。視認される覚悟を決めて、ルカたち三騎は勾こう配ばいをくだっていき、裾すそ野のに降り立つ。


    　そして角灯を点けたまま、街道を外れてなにもない平原を西を目指し駆ける。


    　振り返ったなら、台地上に小さな明かりが揺らめいていた。隊列を組んだ光は、二列縦陣を為なして傾斜を下ってくる。暗闇を恐れることなく、勢いよく傾斜を下る手並みからして恐らくメルヴィル率いる騎兵だろう。明かりの数からして、総勢三十騎ほど。頼むからあのなかにガヴーがいませんように。アステルが使えないいま、ガヴーに太た刀ち打ちできる戦力はない。


    「追ってくるぞ、明かり、消さなくていいのか!?」


    　ミズキが後方から叫ぶ。


    「いまはいい、この明かりを追わせるんだ！」


    　背後を振り返ってルカは怒鳴り、鐙あぶみを蹴けった。ヴラドレンとミズキも手た綱づなを入れて、ルカの背後に従う。


    　角灯の照らし出す道を駈く歩ほで駆ける。


    　遙はるか後方、整然とした二列縦陣の明かりが追ってくるのが見て取れる。


    　メルヴィルもきっと、ルカが帝国軍主隊との合流を目指していることはわかっているはず。


    　わかっているから、なにも考えず街道を突っ走ってくるはず。


    　だから。ルカは走りながら、背後へ叫ぶ。


    「ミズキ、走りながら殿下の馬に跳び移れ!!」


    「……!?」


    「殿下、ミズキが跳び移ったら、角灯を消して街道を外れてください！　ミズキの馬をやつらに追わせます！」


    「……ふむ。面白い。理解した」


    「……おれもわかった！　殿下、ちょっと失礼！」


    　ミズキがヴラドレンの馬に並走し、鐙から足を抜くと、えいっと掛け声をかけて跳躍し、ヴラドレンに抱きついた。そしてなんとか鞍くらをまたいで、ヴラドレンの馬の角灯を消す。


    「おっけ！　殿下、わたしについてきてください……！」


    　ルカもまた鞍に吊つった角灯を消灯し、騎速を落として街道から外れ、なにもない草原をゆっくりと進んだ。乗るもののいなくなったミズキの馬は、角灯の光を灯したまま街道を一直線に駆けていく。


    「頼むぜメルヴィル、引っかかってくれよ……」


    　祈りながら、星明かりだけを頼りにルカは慎重に馬の足を進めて、平原の起き伏ふくの陰に馬を隠した。ヴラドレンもそれにならって自分の馬を隠し、鞍から下りる。


    「悪知恵が働くな、ルカ・バルカ」


    「お褒ほめにあずかり光栄の至り。伏せてください殿下、万が一、見つかるといけない……」


    　ルカは平原の起伏にうつぶせになり、畝うねから顔だけ出して街道を見つめた。


    　水平距離二百メートルほどむこうを、騎兵隊が角灯を灯したまま駆け抜けていく。ゆらゆら揺れて明滅する明かりのなか、鎌かま鳥どりに騎乗した大柄なガヴーのすがたが見て取れた。


    　息を呑のんで、目の先を横切っていく光の隊列を見守った。夜道でも整然とした隊形を保って駈歩を維持できているから、おそらく率いているのはメルヴィルだろう。味方なら頼もしいが敵に回すと改めて恐ろしい。


    　ふたりがルカたちに気づくことなく、西を目指してそのまま駆けていき、光が夜の彼方かなたに埋もれてはじめて、ルカはふうっと深くため息をついた。


    「巻きました、殿下。朝までここにいれば安泰です。そのうち本隊が街道を通るでしょうからそれまでここに隠れていましょう」


    「ふむ」


    　ヴラドレンはなぜか、少し不満そうに鼻で返事した。よくわからない人物だから喜ぶところが下々のものとは違うらしい。


    　とにもかくにも、なんとか苦境を乗り切った。明日になれば主隊が台地に到着し、ヴラドレンの号令一下、ジェミニは反逆罪で捕らえられるだろう。もしくは諦あきらめて、台地から逃げるか。いずれにしてもジェミニの破滅は免まぬがれまい。


    　──バカな野郎だったな、ほんと……。


    　子どものころからの長い付き合いだから、どんなにクズだとわかっていても、それでも一抹の寂しさがぬぐえない。結局、自分はジェミニを救うことができなかった。その事実が、なんだかひどく悲しい。


    　静けさを取り戻した平原で、ルカは仰あお向むけに横たわって星空を見上げた。


    　そして深く息をつき、これからのことを考える。


    「もうそろそろ、いいかな……」


    　ぽつりと、そんな言葉が漏れた。傍かたわら、アステルもルカの隣で仰向けに寝転んで星を見上げる。


    「ん？　どーゆーこと？」


    「あー……。いや。充分時間経ったし、経験も積んだし、そこそこ名前も売って、偉いひとと知り合いにもなれたし。この戦役が終わったら、ガルメンディアに戻ろうかな、って」


    「……ファニアに会いに？」


    「……うん。革命起こさないと。約束したしさ」


    「へー……。そう」


    　潮時だな……とルカは思った。


    　いつまでも帝国軍の一員としてやっていくつもりはないし、今回の事件はある意味、ふんぎ りをつけるいい機会でもあった。この戦役が終わるまでは連隊長としての役目を全うするが、 そのあとはファニアとの約束を叶えるためにがんばりたい。


    「お前はどうする？　連隊のみんなとお別れするの寂しけりゃ、残ってもいいぜ」


    　問いかけると、アステルはしばらく黙ってから、不機嫌そうに答えた。


    「……あ、あたしは別に、あんたと一緒にいたいわけじゃないし。でも、ほら、ヴィヴィ・レイン見つけないといけないから。それには、その、やっぱりあんたを利用したほうがいいのかな、って……」


    　ぐずぐず言いながら了承する。その反対側、ミズキが楽しそうに、


    「おれも行く！　おれも殿下に会いたい！」


    　誘ってもいないのに同行を告げる。ルカは笑って、


    「おう。ありがと。ま、戦役が終わったあとの話だけどな。いまはとにかく、明日、本隊に合流することを考えないと」


    　するとヴラドレンが珍しく、横合いから口を挟んだ。


    「ファニアとはもしや、ガルメンディア王女ファニアのことか？　貴君は王女の知り合いであるのか？　そういえば、顔に入れ墨のある少年が王女と淫いん行こうに及んだという噂うわさを聞いたことがあるが……」


    「え？　あー……。話すと長いんですけど……」


    「構わん。余も興味がある。仔し細さい話せ」


    　珍しくヴラドレンが鼻息荒く、ファニアとの関係を聞いてくる。ルカは仕方なく、王女との出会いから別れまでをかいつまんで話して聞かせた。


    　聞き終えて、ヴラドレンは明らかに沈んでいた。


    「なんと……なんということか……。貴君が噂の当事者であったか……。まさか本当にファニア王女が通りすがりの男と淫行に及んでいたとは……」


    「いや、あの、すみません、淫行ってどのくらいまでを指すのかわからないですけど、あの、チューです、はい、革命起こすって約束してチューはしました。その先はなにもないです」


    「チューだけで充分ではないか。余など会ったこともないのだぞ。なにかと理由をつけてガルメンディアまで会いに行こうと思っておったのに……」


    　悔しそうなヴラドレンに、アステルがぶしつけな質問を発する。


    「殿下とファニアってどんな関係なんですか？　殿下の片思い？」


    　ルカは思わずアステルを取り押さえそうになったが、ヴラドレンは気にすることなく答える。


    「以前、送られてきた王女の肖像画を見ただけだ。だが……肖像画から濛もう気きを発する人物にはじめて会った。すさまじいものだった。いや、あれは濛気でも覇は気きでもなく……なんといえばいいか……」


    「色気？」


    「……うむ。そう呼んでも良い。肖像画からこれだけすさまじい色気を発するということは、本人はどれほどのものであろうかと気になっておって……」


    　アステルとヴラドレン、天然同士の会話を傍かたわらから遠い目で聞いていたルカの耳に、そのとき不吉な音調がよぎった。


    「……ん？　……あれ？　……おい待てウソだろ」


    　再び畝うねから顔だけ出して、夜の街道を見み据すえる。


    　先ほどメルヴィル隊が消えていった西方に、光の明滅が揺れていた。


    　だんだん数が増えてくる。それと共に蹄てい鉄てつの奏でる三拍子。


    「……戻ってきやがった！」


    　ミズキの馬が追いつかれ、こちらが街道を外れたことに気づいて引き返してきたらしい。だがどこで道を逸それたのかはわからないはず。頼むからそのまま行き過ぎてくれ。


    　祈りながらルカは三十騎の灯す角灯が接近するのを見守った。


    　──頼むメルヴィル、気づくな……！


    　勝手な願いを送り込んだそのとき、ルカたちが街道を逸れたあたりで三十騎は足を止めた。


    　見えないが、先頭がなにやら調べ物をしている。角灯の灯が丹念に地面すれすれを這はい回り、ほどなく終わった。


    　それからルカの位置からは横一線に見えていた三十騎の灯す角灯が、ゆっくりと旋回して二列縦陣を形成し、蹄てい鉄てつの調べを響かせながらこちらを目がけて駆け出しはじめた。


    　こっちへ来る。もう居場所がわかっているかのように、確信を持った駈く歩ほだ。


    　ルカは仰天する。


    「ウソだろ、なんでわかるんだよ!?」


    「あたしたち、見つかってるの!?　なんで!?」


    「知るか！　とにかく隠れろ、逃げたら見つかる、伏せるんだっ!!」


    　メルヴィルたちが通り過ぎることを期待して、ルカたち四人は起き伏ふくにうつぶせになって身を隠した。


    　しかし──。


    　期待は裏切られ、煌こう々こうとした角灯の光が四人の背中を照らし出し、メルヴィルの冷徹な声が投げかけられる。


    「こんなことになって残念だがルカ、諦あきらめてくれ。こっちも生死がかかっているものでな」


    　ルカはゆっくりと身を起こす。目の前にはメルヴィルと、鎌かま鳥どりに乗ったガヴー、それから精鋭三十騎が無表情を並べていた。


    「よくここにいるってわかったな」


    　尋ねると、メルヴィルは鼻を鳴らす。


    「きみがやりそうなことだ。追っているとき、あのあたりで蹄ひづめの音が軽くなったのはわかっていた」


    　ルカは呆あきれた。ヴラドレンの馬にミズキが跳び移ったため、逃げる馬の足音が軽くなり、それだけでルカの策を見破ったらしい。かなり距離が離れていたうえに、自分たちも駆けているというのに、よくこちらの蹄の音の変化など見抜けるものだ。


    　あーあ……。とルカは肩を落とす。


    「なんでそんな有能なのに、ジェミニの部下になるのかね……」


    「悪いが情けはかけられない、辱はずかしめることはしないから、最さい期ごは堂々としてくれ」


    　騎兵たちが鞍くらから下り、荒縄を持ってルカたちへ近づいてくる。


    　ミズキがルカに身体を寄せる。アステルも歯を食いしばり、メルヴィルを見上げる。


    「薄情すぎない？　友達だと思ってたのに。ジェミニなんかのために、あたしたちを捕まえて殺すわけ？」


    　メルヴィルは苦しそうに唇を噛かむ。


    「……わかってくれ。ジェミニが皇帝になれば、おれが戦ってきたことにも意味を持たせられる。おれだけじゃない。ガヴーだって、売られた家族を見つけることができるんだ」


    　ミズキがガヴーを見上げ、目を潤ませる。


    「ガヴー……。おれ、お前のこと、いいやつだと思ってるぜ」


    　ガヴーは答えない。表情も変えない。ただ黙って鞍あん上じようからルカたちを見下ろすのみ。


    　どうにか泣き落としが通用してほしいのだが、そんな甘い手が通じる相手でもない。情を優先する人間には、傭よう兵へい稼業などできない。カネのために身内でも殺せるのが傭兵としての正しさであり、ふたりとも徹頭徹尾、優秀な傭兵なのだ。


    　使いたくはなかった。だがこうなったら仕方ない。ルカは最後の策を切り出した。


    　切り出す先はメルヴィルとガヴーではなく、ヴラドレンだ。


    「……殿下。このふたりをいまこの場で近衛このえ兵として召し抱え、罪を問わないことをお約束くださいませんか？」


    「ふむ」


    「殿下のお力で、ふたりの問題をご解決くださればよろしいかと。ジェミニにできるなら、殿下にできないはずがありませんから」


    　ヴラドレンは答えない。黙もつ考こうに沈んでいる。いまこの場を切り抜けるためには、考えるまでもないと思うのだが。


    　ルカはメルヴィルに向きなおる。ふたりを寝返らせるには、実利を示すしかない。


    「悪い話じゃないだろ？　見逃してくれたら、殿下がお前たちを召し抱えてくれる。皇太子付きの近衛兵だ。ジェミニに従うよりよっぽど実入りはいいぜ」


    「……………………」


    「ジェミニが信用できるか？　簡単におれに罪をなすりつけ、殺そうとした男だぞ？　お前たちも同じ目に遭わないと言い切れるのか？」


    　メルヴィルとガヴーが顔を見合わせる。迷っているらしい。効果はある。


    　あとはヴラドレンが今後のふたりの立場を保証するだけ。


    　簡単なことだ、悩むことではない。しかしヴラドレンはなぜか、深く考え込んでいる。


    「……殿下？　お気に召しませんか？　唐突な申し出ですが、しかし、こちらにデメリットはないかと……」


    　問いかけると、まだヴラドレンは考えつづけている。メルヴィルとガヴーは戸惑った表情でヴラドレンの返答を待つ。


    　ほどなくして、ようやく、困惑したヴラドレンの顔が持ち上がった。


    「うむ……。熟慮したが……。残念ながら無理だ。余にはもう誰を召し抱えることもできぬ」


    　ルカは沈黙で答える。もともと、なにを言っているのかよくわからない人物だが、自身の生死の境にあってなおまだそうだととても困る。


    「……殿下？　こう言ってはなんですけど……このふたりに捕まったら、我々は殺されるわけです。ふたりを部下にしてあげれば、殿下ご自身が助かります。この話を殿下が断るのは、正直、意味がわからないのですが」


    　子どもをあやすように、わかりやすくこちらの意図を説明するが、ヴラドレンはますます表情を複雑にして唸うなるのみ。


    「それができんから困っておるのだ。話せば長いのだが……ことここに至っては、いつまでもしらばっくれておるわけにもいくまい。そのふたり、少しばかり長いが、すべて聞いてから余をどうするか決めよ。決してそなたらの損にはなるまい」


    　ルカは眉まゆ根ねを寄せて、メルヴィルとガヴーを見上げた。


    「……だそうだ。……どうする？」


    　メルヴィルとガヴーは顔を見合わせる。どちらも明らかに困惑している。ややあって、メルヴィルは鞍くらから下りた。


    「……聞こう。だが、念のためルカたち三名には縄を」


    　騎兵たちが歩み寄り、ルカ、ミズキ、アステルを荒縄で簀す巻まきに縛り上げた。もはや逃げることはできない。運命は、ヴラドレンの打ち明け話に託された。


    　焚たき火を中心に、ヴラドレン、メルヴィル、ガヴーが車座に座った。ルカたち三人も縛られたまま、焚き火の傍にあぐらをかく。馬を下りた騎兵たちが手た綱づなを片手で引いたままその周囲を固めて、話がはじまった。


    「リヴァノヴァ帝国は三年以内に滅ほろびるであろう」


    　ヴラドレンの第一声に、いきなり周囲は息を呑のんだ。


    「頻繁に企き図とされる戦役と、王侯の浪費により国庫はもはやからっぽ、借金は二十五兆ルベル。いままだ国家財政が運営されておることが奇跡に近いというのに、危機感を持つ廷臣は誰もおらぬ。ほどなく兵士たちの給料を払うことすらままならなくなり、民は飢え、市し井せいは暴徒であふれるであろう。なにより、帝都パグラチオンを覆った汚泥色の濛もう気き。あれは破滅の予兆にほかならぬ」


    　ヴラドレンはひととおり、リヴァノヴァ帝国と宮廷が抱え込んだ問題点を列挙してから、本心を開示した。


    「つまるところ。余は滅びゆく帝国と運命を共にするつもりなどない。そういう話だ」


    　一同は思わず息を呑む。とても皇位継承者一位の言葉とは思えない。ヴラドレンはおのれの無責任さを恥じるどころか、誇るように言葉をつづける。


    「国家の危機に気づくことすらできぬバカどもと一緒に死にたくない。連中は宮殿を民衆が取り囲んでもなお、危機を感じることはないであろう。生まれてこのかた、今日なにをして遊ぶのかしか考えてこなかった連中だ。音楽と演劇と舞踏会のこと以外、やつらの脳みそは受け付けぬ。まともな話が通じる相手ではない」


    「……………………」


    「建材が腐った家屋は、修繕するより壊すであろう？　そのほうが最新の工法を用いてより良い家が建つのでな。リヴァノヴァ皇家も宮廷社会も、一度壊したほうが良いのだよ。余の興味はいまも昔もただひとつ、おのれ自身が家屋の倒壊に巻き込まれぬこと、それだけだ」


    　ヴラドレンに冗談を言っている雰囲気はない。あくまで淡々と、ときに面倒くさそうに説明の言葉を紡つむぐ。


    　一同は息を呑のんでその言葉に耳を傾ける。メルヴィルもガヴーも眼光は鋭くなる一方だ。


    「ヴィクトル……ジェミニの存在は、余にとって遙はるか以前から希望であった。血をわけた兄弟はジェミニひとりであるからな。帝位を押しつけられるとしたらジェミニしかおらぬ。余がジェミニを実弟として認めるよう皇帝陛下に奏そう上じようすることをおかしいと思わなかったか？　余が帝位を望むなら、なぜわざわざ皇位継承を脅おびやかすであろう人物に公爵位を与えねばならぬ？　……はじめから皇位継承を望まぬから、ジェミニをあそこに配置したのだ。ジェミニの濛もう気きを見たなら、彼が帝位を望んでおるのは明らかであったからな」


    　ルカもまた、息をするのも忘れてヴラドレンの横顔を見る。


    　てっきり、お人好しだからジェミニを皇族に加えたのだと思っていた。だが違う、ジェミニの思惑さえ読んだうえで、あえてあそこに配置していたのだとしたら──この皇太子、お人好しどころか、とんでもないくせ者ではないか。


    「滅ほろびゆく帝国の玉座など、ジェミニにくれてやる。ジェミニは戴たい冠かんし、怨えん嗟さの炎に焼かれるが良い。余は遠く離れた地において、帝政の崩壊とそれにつづく混乱を傍ぼう観かんしよう。余が帝都に戻るとすれば、民衆が新たな政府に絶望し、古き良き時代を懐かしんだときよ。嵐が過ぎ去ってはじめて、宮廷も民も、王のありがたみを知るであろう。……そういう事情により、いまの余は貴君らふたりを召し抱えることはできぬ。これはせっかく訪れた逃亡の機会だ、せいぜい利用させてもらうぞ」


    　ヴラドレンは語調を乱すことなく平然とそう言ってのけ、あぐらをかいたままふんぞり返った。


    　一座は誰も声を発しない。ルカもしばらく呆ぼう然ぜんと口を半開きにしていたが、ようやくなんとか言葉を紡ぐ。


    「それでは……殿下ははじめから、戴冠するつもりがなかった、と？」


    「帝国がいまの状態ではな。最後の皇帝になどなりたくはない」


    「……だからこの機会を利用して、国外へ逃げる？」


    「うむ。余にとっていまは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスであるのだ。ジェミニに感謝しておる。自みずから進んで皇太子追放の容疑者となり、余が座りたくもない玉座に座ってくれて、余を行方ゆくえ不明にまでしてくれるのだからな。この機を逃せば、余は逃亡の機会を永久に失うであろう」


    　きっぱりとそう言い切られると、言葉を呑のむしかない。しかし、だとすると。


    「……それでは、近衛このえ騎兵連隊があまりに報むくわれません。彼らは殿下をお守りするために死んでいったというのに、殿下は国から逃げるとおっしゃるのですか」


    　知らず、言葉に非難の色が混ざってしまう。だがヴラドレンは表情を変えない。


    「前にも言ったが、貴君はやや近視眼的であるな。目先の事象に囚とらわれすぎているきらいがある。それほどの覇は気きをまとうなら、五十年、百年先の世界を見み据すえた大局的な思想も育まねばならぬぞ。……近衛騎兵は帝国の未来に殉じたと捉とらえることはできぬか。彼らの犠ぎ牲せいは今戦役の勝利に繋つながり、最後の皇帝ジェミニを産み落とすことになる。ジェミニは古い政体を破壊し、新秩序の先せん鞭べんをつけて滅ほろびるであろう。それは社会が次の段階に至るために必要な過程なのだ。……つまるところ、近衛は無駄死にではない。彼らは人類史の進歩のために、その身を捧げたと捉えたい。余は彼らに哀悼と感謝を捧げ、こっそりとこの国を逃げ出すぞ。この地に住まう民がやがて余を求めるであろう未来のためにな」


    　したり顔でそう断言されると、ルカも言葉を呑み込んでしまう。ファニアもそうだったが、やはり王族というものは思考のスケールが常人とは異なるらしく、こっちはついていくだけで精いっぱいだ。


    　言葉を失うルカへ、ヴラドレンはいきなり眼まな差ざしを厳しくする。


    「そういえば先ほどの話の途中であったな。ファニア王女に会いにガルメンディアへ戻ると？　今度はさらなる淫いん行こうに及ぼうというわけか。許せぬ。余も連れていけ」


    　その厳しい眼差しを半開きの口で受け止め、ルカはかろうじて問う。


    「あの……殿下。……もしかして逃亡先は……」


    「うむ。どうせ逃げるならガルメンディアへ行きたい。幸い、貴君もいるしな。これも運命の導きというものであろう。本物の王女ファニアに会いに行くぞ。手伝えルカ・バルカ。いまこれより余と一緒にガルメンディアへ赴おもむくのだ、そこで貴君は革命を起こし、余は王女といちゃいちゃしながら帝国の崩壊を待つ」


    　ヴラドレンの勝手な話を、ルカはまたしても口をあんぐりとあけて聞くしかない。座を囲んだ一同も、ヴラドレンの思考回路についていけず、微妙に強こわばった表情をやるせなく皇太子へむけるのみ。


    「いいじゃん、面白そう！」


    　沈黙を破ったのは、ミズキだった。縛り上げられているにもかかわらず、いかにも楽しそうにへらへら笑う。


    「殿下と一緒なら、偉いひとだし、人脈もあるし、ファニアとの約束も叶えやすくなるんじゃね？　それになんか、ルカも殿下も王国に行きたいって、運命的だしさ！　きっとなんか意味があるんだよ、すっげー楽しいことが王国で待ってる！」


    　能天気な台詞せりふに、アステルが同調する。


    「うん。殿下とファニア、お似合いかも！　なんか言ってることが無駄にスケール大きいとことか、ひとの都合考えないとことか！」


    　ひとつ間違えば断頭台に送られかねない発言だが、ヴラドレンはうれしそうに、


    「ほう。そうか。余と王女はお似合いか。ふふふふ。実は余もそうだと思っていた」


    　肖像画しか見たことがないくせに、勝手な確信を抱いている。


    　話の方向性がズレるだけズレてしまい、ルカはなんだか申し訳ない気持ちになって、黙したままのメルヴィルとガヴーを見やる。


    「うん……。なんか、話がよくわからん方向に行ってしまったんだが……。殿下はまあ、この機会にこの国から逃げたいと。逃げたらもう皇太子ではなくなるから、お前たちを召し抱えることはできないけど……どうか逃がしてくれよ、と。そういう話だ」


    　無理やりにまとめて決断を促うながす。この場で生せい殺さつ与よ奪だつの権を持つのはメルヴィルとガヴーだ、ふたりの意志がすべてを決する。


    　しばらく黙もつ考こうに沈んでから、メルヴィルは困り顔を持ち上げた。


    「……無茶苦茶だな」


    　その言葉に、ルカはうなだれるしかない。


    「……あぁ。無茶苦茶だ。おれもそう思う」


    「……皇太子自みずから、ジェミニに玉座を譲って国外へ逃げるとは……。ジェミニが本当に皇帝になるぞ」


    「……まあ、このままいくとそうなっちまうな」


    　メルヴィルからすれば、ジェミニに与くみしたほうがメリットが大きいことは明らかだ。流る浪ろうの皇太子と未来の皇帝なら、傭よう兵へいは後者を選ぶ。ルカは慎重に言葉を選んだ。


    「けど、ジェミニが戴たい冠かんしたとして、そのあとはどうなる？　あいつに皇帝が務まるか？」


    「……………………」


    「確かにあいつは戦争の天才だ。抜け目ないから内政も外交もきっとうまくやる。だけどあいつにはでかすぎる欠点がある。お前たちもよくわかってるだろ？　あいつは必ず、その欠点に足を取られる。一時的に栄えるだろうけど、未来はない」


    「……………………」


    　言葉にせずとも、メルヴィルもガヴーもジェミニに欠けたものはよくわかっているだろう。


    　どれだけ能力に恵まれようが、戦争に強かろうが、ジェミニには心がない。


    　心がないから仲間を簡単に捨てる。仲間もいつか同じように、ジェミニを捨てるだろう。


    　その先に待つのは、栄光だろうか、破滅だろうか。臣下に見限られた君主の行く末がいかなるものか、歴史が何度も何度も繰り返し、明らかな答えを提示している。


    「……おれは王国に戻る。これもなにかの運命だから、ヴラドレン殿下と一緒に、いますぐ。とにかく王国で革命を起こして、あの国をぶっ壊す。お前たちの力が必要だ。メルヴィル、ガヴー、おれと一緒に来てくれ」


    　メルヴィルとガヴーの眼まな差ざしが、ルカに突き立つ。


    　ルカはその目線を正面から受ける。


    　メルヴィルが問う。


    「……王国を破壊したあと、きみはどうする？　よもや壊して終わりではあるまいな？」


    「……………………」


    「きみの描く未来はいかなるものだ。おれのすべてを託すに値する未来か」


    　メルヴィルの質問は、ルカにとって不意打ちだった。


    　言われてみれば──考えたことがない。ファニアと約束したから、ガルメンディア王国で革命を起こすことだけを目標にしてきたが、そのあとおれは、どうするつもりなのだろう。


    　考えてない。などと正直に答えれば、メルヴィルもガヴーもおれについてきてはくれない。


    　即座に答えねば。


    　自分の思い描く未来を。


    　どんな世界を、おれはこの手で築きたいと願っている？


    　問いの答えは──シルフィがすでにくれていた。


    　そのことに思い至り、ルカは微ほほ笑えむ。


    　そしてシルフィがくれた言葉をそのまま、メルヴィルへ届けた。


    「弱者が踏まれない未来だ」


    　ルカの記憶のうちから、シルフィの笑顔が立ち上ってくる。亡くなる直前、シルフィがルカに託した願いのうちに、すべての答えが詰まっていた。


    「身分の低いものも、貧しいものも、親がいない子どもも……弱いものが誰にも踏まれることなく人間として生きられる未来。おれは革命を起こし、そういう未来を築き上げる」


    　メルヴィルの眼光がルカを射る。ガヴーの眼差しも、さらに強さを増す。


    　ルカはへらりと笑って、肩をすくめる。


    「……妹の受け売りだけどさ。そんな世界を作ってくれって、死んだ妹に頼まれたんだ。スケール大きすぎるけど、でも、無理かもしれないけどとにかくやってみようと思ってる。シルフィにふさわしい兄貴でいたいから」


    　薪まきが爆はぜて火の粉こが散った。星空へ立ち上っていく炎の粒子たちが、一同の真剣な表情を照らし出していた。


    　ルカは言葉に心を込める。


    「そんなでかいこと、おれひとりじゃできねえよ。みんなに助けてもらわないと不可能だ。だから……手伝ってくれ、メルヴィル、ガヴー。いまはなにも持ってないけど、必ず大きいものを手に入れるから。おれと一緒に逃げてくれ。この世界をもっとよくするために」


    　自分自身でも考えていなかった言葉が、口をついて出てきた。けれど素直な心から出てきた言葉だから、自分でも気づいていなかった自分自身の本心なのだろう。


    　──そうなのか。おれ、弱い人間が踏まれないために戦うのか。


    　自分の言葉に勝手に納得していると、メルヴィルとガヴーが互いに顔を見合わせた。ふたりだけに交わされる無言の言葉が、その眼まな差ざしのうちにあった。


    　ひとつ頷うなずいてから、それまでずっと黙って座っていたガヴーがのっそりと立ち上がった。


    「そろそろ司令部へ戻らねば」


    　重い言葉が、その口から漏れる。メルヴィルは片目でガヴーを見上げ、腰を上げた。


    「……そうだな。時間がかかりすぎた」


    　長いまつげを翳かげらせて、メルヴィルはルカを見下ろす。


    「……無茶な夢を見たものだ。……きみは正気ではない」


    　真剣な返答をはぐらかされたみたいで、ルカは口をへの字に曲げる。


    「かもな。確かに自分でも正気とは思えない。けど楽しいぜ、いかれた夢を追いかけるのも」


    　ふん、とメルヴィルは鼻先で受け流し、周囲の騎兵たちを見回す。


    「司令部へ帰投する！　二列縦陣、出しゆつ立たつ準備！」


    　三十騎の部下たちは整然と行軍隊形を組み上げる。ルカたちは簀す巻まきにされたまま、メルヴィルたちを見上げるしかない。帰投するということはつまり、ルカたちもジェミニのもとへ連れ戻すということだ。


    　願いは、届かなかった。


    「ガヴー……」


    　ミズキが悲しげに呼びかける。鎌かま鳥どりにまたがったガヴーは片目でミズキを見下ろして、低く告げる。


    「……ガヴーには仲間がいる。彼らを置き去りにして逃げることはできない」


    　その言葉が重く、ルカにのしかかる。


    　そうなのだ。自分たちと一緒に王国へ行くということは、これまで共に戦ってきた連隊兵をカロルメン台地に置き去りにして逃げるということだ。部下思いのガヴーとメルヴィルがそんな道を選択するはずがない。


    　メルヴィルもまた、静かな言葉を紡つむぐ。


    「生死を共にした部下たちだ。なにも言わずにおれが逃げるわけにはいかない。彼らと最後まで運命を共にするのが、おれたちの役目だ」


    　もっともな言葉だった。ルカはうなだれるしかない。そうだった、メルヴィルとガヴーには捨てていくことのできない仲間が、あの台地に残っているのだ……。


    「……だよな。……うん。……その通りだ」


    　嘆願の言葉も、もう出てこなかった。ふたりが大切に育んできたものを考慮せず、ただ自分の願いを押しつけようとした自分が恥ずかしかった。


    　こんな浅はかな人間に、メルヴィルとガヴーがついてくるはずがない。このままジェミニの前へ連れ戻されて、おれはあいつに殺される。


    　──おれの旅も、ここで終わりか……。


    　──シルフィ、ファニア、ごめん……。おれなりにがんばったけど……。


    　大切なひとたちへ詫わびたルカの頭上に、ガヴーの言葉が重く降った。


    「一いつ旦たん、台地へ戻る。希望者を連れてまたここに来る」


    「うん……」


    　メルヴィルもつづけて、


    「同士討ちを避けるため、信頼できる兵だけに用向きを告げ、希望するものを連れてカロルメン台地を脱出しよう」


    　そう言いながら、メルヴィルは腰のナイフを引き抜き、ルカの荒縄を切ると、ナイフを手渡した。


    「簡単ではないが、夜明けまでに戻る。きみたちはここで待っていたまえ。合流してから、具体的な逃走経路を相談しよう」


    　ナイフを受け取り、ルカは怪け訝げんそうな表情でしばらくメルヴィルを見つめる。


    　メルヴィルは口をへの字に曲げて、ルカの胸を拳こぶしで叩く。


    「無茶しない騎兵など、ただの役立たずでね」


    　ルカは呆ぼう然ぜんとメルヴィルを見やり、それからゆっくり、彼らの言葉を理解した。


    「メルヴィル……」


    　メルヴィルは肩をすくめ、自じ嘲ちようした。


    「正気でないのはきみだけじゃない。おれたちもきみに負けず劣らず、いかれているのさ」


    　不覚にも、目元が潤んだ。両足が勝手にぶるぶる震えてしまう。


    　胸の奥から熱いものがこみあげて、ルカの心を灼やく。


    　──おれの夢に賭かけてくれるってのか。


    　──おれにすべてを預けてくれるのか。


    　感極まって、目元を潤ませ、こみあげてくる感情をわななく言葉に置き換えた。


    「あ、ありがとう！　ありがとう！　おれ、やってやるから！　絶対、王国丸ごとひっくり返して、お前らの夢も、叶えてみせるから！」


    　なにも持ってないおれの無茶苦茶な夢に、ふたりは自分の夢も、部下も、人生も、すべてを託してくれた。これに応えなかったら男じゃないだろ。


    「お前らのこと大好きだ、メルヴィル、ガヴー！　おれ、絶対、恩返しするから！　おれについてきて良かったって、いつかお前らに思ってもらえるようにがんばるから！」


    　自分を制御できないまま、勢いこんでそう言うと、メルヴィルは困り顔で頬ほおを赤らめ、視線を三十騎の部下たちへ巡らせた。


    「聞いた通りだ、諸君！　おれと共に王国へ行くものは街道を東へ！　帝国軍に残るものは、街道を西へ走って主隊と合流せよ！　いかなる決断も責めはしない、では出しゆつ立たつ！」


    　いきなり鐙あぶみを蹴けって、メルヴィルはカロルメン台地のある東へむかって駆けだした。三十騎の部下たちは一斉に、メルヴィルに付き従う。西を目指すものは誰もいない。


    　鎌かま鳥どりに乗ったガヴーがひとり、その場に佇たたずんでルカを見下ろした。


    　月と星を背後に従えた静せい謐ひつな巨きよ躯くが、ルカの目にはひどく荘厳なものに映る。


    「ガヴーの家族は、奴隷としてエデンに売られた。見つけ出して、助けたい」


    　いつも通りの重くて低い言葉が、星空に絡まる。ルカは頷うなずく。


    「わかった。必ず助ける。おれを信じてくれ、ガヴー」


    　約束すると、ガヴーは頷き、手た綱づなを叩いた。大きな背中が街道の東へ消えていくのを見送ってから、ルカはナイフでミズキとアステルの縄を解く。


    「あたしたち、助かったの……？」


    「……みたいだな。ほとんど奇跡だ」


    「やべーよ、おれ、泣けてきた……」


    　縄を解かれたミズキはそう言いながら、笑顔でぽろぽろと涙をこぼす。


    「やっぱりメルヴィルもガヴーも、ほんとにすっごく、いいやつだなあ。カネにもならないのに助けてくれるなんてさ……」


    「あぁ、そうだな。ありがたいな。仲間に恵まれてるよ、おれたち」


    「あいつらきっと、ジェミニよりルカと一緒に戦いたいと思ったんだよ。それか、いまはなにも持ってないけど、そのうち大きいことやるって信じてくれたのかも。わかんねーけど、いいやつらだよほんとにさあ……。これからもがんばろうぜ、みんなで一緒に。そんでまたファニア殿下に会おうぜ」


    　ぽろぽろ泣きながらそんなことを言うミズキへ、ルカも笑顔で頷きかける。


    「そうだな。みんなで王国に戻ろう。おれたちが力を合わせれば、国ひとつひっくり返すくらい、できそうな気がしてきた」


    　気持ちを分け合っていると、横合いからヴラドレンが不服そうに口を突っ込む。


    「余も王国に行ってファニアに会うぞ。貴君だけに淫いん行こうさせておくわけにはいかぬ」


    「……あの、殿下、一緒に行きますけど、とりあえずその淫行って言い方やめてもらえません？」


    　ヴラドレンをあやしながら、ルカはメルヴィルたちの去っていった東の夜空へ目を送った。そして彼らが無事に部下を引き連れて、カロルメン台地を脱出できることを祈った。どれほどの人数が従ってくるかわからないが、ともかく国外脱出を希望するすべての兵士を引き受けることをルカは心中に誓った。いつか王国で革命を起こすとき、今日付き従ってくる兵士たちがその中心となって活躍するだろう。


    　ルカは西方の空を見み据すえる。


    　さあ、帰ろう、ガルメンディア王国へ。


    　愛いとおしいファニアのもとへ。


    　──革命を起こすよ、ファニア。


    　──もう一度、きみに会うために。


    　四年前に交わした誓いの言葉を、ルカは心中にささやいた。


    



    　†††


    



    　翌朝──。


    　ようやくカロルメン台地に到着したリヴァノヴァ帝国軍主隊五万人を迎え入れ、ジェミニは参謀長ラマン中将以下、主立った高級将校三名を自みずからのテントへ集めると、昨夜の異常事態について説明した。


    「ルカ・バルカ連隊長がヴラドレン皇太子を誘拐し、自らの部隊を引き連れて逃亡した。メルヴィル、ガヴー、ミズキ、アステルも一緒だ。すでに追跡隊を送っている。なんとしても皇太子を取り戻さなければ」


    　鬼気迫る表情のジェミニに気け圧おされながら、将校たちは驚きを隠せない。戦陣にあって総司令官、しかも皇太子が誘拐されるなどと、前ぜん代だい未み聞もんの大事件だ。


    　ジェミニは言葉に力を込める。


    「第二皇子として、以後、第四次ドル・ドラム戦役の指揮はぼくが執る。異存はないね？」


    「……はっ。もちろん」


    　指揮権二位はジェミニだ。ヴラドレンがいないいま、帝国軍五万五千を率いる権限がジェミニに移譲されるのは当然ではある。


    「皇太子の捜索は追跡隊に任せて、ぼくらは目の前の敵を打ち倒さねば。ドル・ドラムとイフティラール連合軍を完かん膚ぷなきまでに叩きのめし、聖都バルミラを落とすことに全力をつくす」


    「御意」


    　四人の高級将校は心中で舌なめずりをする。


    　ヴラドレン不在のまま聖都へなだれ込めば、占領地で好き放題に略奪ができる。ジェミニは軍規で禁止されている戦利品の着服も目をつぶってくれるし、賄わい賂ろの受け取りにも寛容だ。ヴラドレンには通じない話が、ジェミニには通じる。実に喜ばしい。


    　ジェミニもまた、ラマンたちの表情を観察しながら、彼らの内面を汲くみ取る。


    「辛つらい戦いになる。けれどこの先で黄金の都がぼくらを待っている。勝者の特権の行使に関して、ぼくは寛大なつもりだ」


    「……はっ！」


    　高級将校たちの双そう眸ぼうに欲望がぎらつく。


    　──人間を動かすのは欲望だ。


    　──富、名誉、地位、領土。これのためなら、人間はなんだってやる。


    　ジェミニは、帝国東方軍総司令官として命令をくだす。


    「砲撃開始。午前中はこちらから攻める必要はない、敵に攻めさせるのだ。午後、こちらから台地を下りて疲ひ弊へいした敵を掃そう討とうする。蛮人たちに文明人の戦争を教えてやろう」


    　ジェミニは参謀長ラマンの意見を全く必要とせず、自みずからが全軍の指揮を執った。


    　会戦は一日で決着がついた。


    　カロルメン台地という優勢な地勢を生かし、午前中は傾斜を攻め上がってくる敵へ一方的に屑くず鉄てつ弾を見舞い、午後、攻めあぐねて疲労困こん憊ぱいした敵陣を目がけ、数に優る帝国軍は一斉に台地を駆け下り攻撃を加えた。


    　ジェミニは一切の容よう赦しやをしなかった。


    　騎兵の機動力を以もつて混乱する敵陣を包囲し、逃げ場を失った敵を完かん膚ぷなきまでに蹂じゆう躙りんした。


    　夕刻、二万二千ほどもいた敵野戦軍は地上から消滅していた。もはや帝国軍の行く手を遮さえぎるものはなかった。


    



    　一週間後──。


    　ステファノ歴一七九三年三月二十九日。


    　ジェミニの指揮のもと、帝国軍五万五千はついに、百二十年間の悲願であったドル・ドラム王国聖都「黄金の都」バルミラへ突入。守備隊三千名を血祭りにあげ、またたくまにバルミラ宮殿に帝国軍旗を翻ひるがえした。


    　凄せい惨さんな略奪が開始された。帝国軍の慣例であれば略奪は三日間限りなのだが、ジェミニは期日制限を一切もうけず、将兵が心ゆくまで奪うことを黙認した。バルミラの四十万人の市民は地獄を見た。帝国兵は牧場に解き放たれた狼おおかみの群れだった。そこに軍規はなかった。


    　バルミラのさらに東方の城じよう塞さい都市エル・エマドに逃げ延びていたドル・ドラム王は、これ以上の抗戦を諦あきらめて使者を立て、講和を願い出た。ジェミニはこれに屈辱的な条件を提示して応えた。王国予算の十年分に匹敵する賠償金と帝国軍駐ちゆう屯とん費の恒久的な支払い、ドル・ドラム及びイフティラールの保有するすべての武器庫・食料庫の接収、未占領の主要三都市における軍税と通常税の課税。これらは一切本国の指示を待たず、ジェミニの独断で提示された条件だった。


    　四月八日。


    　ジェミニのもとに本国からの特使が訪れ、リヴァノヴァ皇帝アリヴィアン四世による緊急勅ちよく令れいを読み上げた。特使に随行していたクラシニコフ公爵をウェイステッドランド方面軍総司令官とし、ジェミニへ速やかにパグラチオン宮殿への帰還を命令するものだった。


    　ジェミニが勝手に講和の条件を釣り上げたことに、皇帝は激怒していた。


    　さらに複数の貴族高官が、バルミラにおける壮絶な略奪のありさまを皇帝に吹き込んでいた。ジェミニが編へん纂さんする東方軍広報はジェミニをたたえる記事しか載っておらず、帝国内におけるジェミニの人気はすさまじいものがあり、皇帝はこのことも危き惧ぐしていた。


    　ジェミニはすぐさま言い訳を書き連ねた手紙を特使に託して本国へ送り、取って返して東方軍の高級将校たちと会合をひらいた。


    　いまやジェミニと二十四名の高級将校たちは運命共同体であった。全員がバルミラの略奪により私腹を肥やし、さらなる特権を望んでいた。できるなら今後いつまでも、この享楽をつづけたい。会食のテーブルについた全員が戦勝で得られた財貨と特権に酔いしれて、むざむざ手放すことを望まなかった。


    「皇帝陛下に罪はない。周りにいる廷臣どもが諸悪の根源なのだ。彼らはぼくたちが命がけで勝ち取ったものを奪い取るつもりだ。ぼくらが前線で血を流して戦っている間、宮殿で酒を飲んで遊んでいただけのくせに、戦利品だけは自分たちのものにしようとしている」


    　ジェミニはいかにも義憤に駆られたような態度で、そう演説する。


    「……ぼくは陛下の大たい命めいに従い、これより帝都パグラチオンに帰らねばならない。陛下に逆らうわけにはいかないからね。だけどひとりじゃない。ここにいるみんなと一緒に帰りたいんだ」


    　ジェミニが声を潜める。一同はその言葉を受けて息を呑のむ。


    　ここにいる全員が、腹の底ではそれを望んでいた。けれど言葉にはできなかった。言ってしまったなら、その場で反逆罪で捕らえられてもおかしくない。


    　だがその禁じられた言葉を、実質的に皇位継承権第一位の皇子が言ってしまった。


    　みんなで一緒に帝都に帰る、とはつまり──帝国東方軍はいまこの場から反乱軍となって、帝都パグラチオンへ攻め入るということだ。


    「……どうかな？　ぼくについてくる？」


    　あまりに決断が重すぎて誰も答えられない。泳がせた目線を周囲と交わすのみ。腹の底ではそれを望んでいるし、やってしまえば勝てることもわかっている。しかし事態が壮大かつ重大すぎて、軽々しく返事ができない。


    　ジェミニは真しん摯しな表情をこしらえて、一同へむける。


    「聖都バルミラはぼくらの手で解放された。みな、以前より遙はるかに幸福な生活を送ることができている」


    　ここでいう「みな」とはもちろん、この場に並んだ二十四名の将校とその部下たちを指している。それ以外は人間として勘定されない。


    「……帝都パグラチオンも、ぼくらの手で解放する必要がある。腐った廷臣たちに支配されたかわいそうな民を、ぼくらの手で救ってあげよう」


    　ジェミニの言葉を字面どおりに受け取るものなど誰もいない。高級将校全員が受け取ったのは「帝都を略奪する」というジェミニの提案だ。そしてここにいる全員が、略奪の味を知ってしまっていた。バルミラ程度でこれだけ美味なら、帝都パグラチオンはいったいどんな味わいだろう。


    　交わされる眼まな差ざしのうちに、欲望が充ちていく。帝国領内に残っている守備隊はどうかき集めても一万に満たない。東方軍の戦力を以もつてすれば問題にならないことなど、ここにいる全員が知っている。


    



    　五月十五日──。


    　皇帝から帰還命令を受けてから一か月以上、のらりくらりと言い訳を連ねながら準備を進めたジェミニは、本国の許可を得ないまま勝手にドル・ドラム王と講和条約を締結、返す刀でウェイステッドランド方面軍五万五千を引き連れて聖都バルミラを出しゆつ立たつ、西進を開始した。


    　三十日、すでに開城していたノヴァロック城じよう塞さいに入城。


    　六月五日、イノリ川東岸に到着したところで、慌てて駆けつけた皇帝の特使と面談。


    『速やかに軍をバルミラへ帰し、ジェミニひとりでイノリ川を渡れ』


    　受け取った勅ちよく令れいを、ジェミニは特使の目の前で握りつぶし宣言する。


    「宮廷に寄生する逆賊ども、もはや看過できぬ！　陛下を逆賊からお救いするのだ、全軍、イノリ川を渡れ！」


    　かつてウェイステッドランド方面軍と呼ばれた五万五千の大軍はジェミニ率いる反乱軍と化し、イノリ川を渡った。


    　そして無人の野を行くがごとく、すさまじい行軍速度で鋼鉄街道を西進する。目的地は帝都パグラチオン。


    　東方軍、反乱！


    　その一報を受け、パグラチオン宮殿は恐慌状態に陥おちいった。まさか方面軍が丸ごと反旗を翻ひるがえすなどと皇帝を含めて誰も考えていなかった。宮廷に集う貴族はあまりに平和に慣れすぎていて、長い年月、辺境で戦いつづけた将兵のすさんだ気持ちを理解することはできなかった。


    　ゼノビア都市連合との国境を形成するカザコヴァ川に布ふ陣じんしていたゼノビア方面軍が慌てて集結を開始したが、川に沿って長く展開した全部隊を集めるだけでも十日間以上かかってしまう。ぐずぐずするその間にも反乱軍は駅舎や食料保存庫の整った鋼鉄街道を疾駆していく。


    



    　六月二十二日──。


    　一戦も交えることのないまま、つい反乱軍は帝都パグラチオンを視界に収める。


    　帝都を守るのは守備隊と皇帝付き近衛このえ連隊合わせて一万に満たず、さらに彼らは本物の戦闘の経験がない。四年もの間、ウェイステッドランドで戦闘に明け暮れた東方軍とは実力に雲泥の差があった。


    　皇帝アリヴィアン四世は賭かけに出た。降伏を促うながすジェミニの軍使に対し、素直すぎるほど素直に自みずからの剣を預けた。ジェミニは兵に一切の略奪を禁じ、反乱軍は帝都への無血入城を果たす。皇帝の狙いは、ジェミニに付き従う高級将校たちを自らの宮殿へ招き入れ、政治的に懐かい柔じゆうすることであった。将校たちが損得勘定でジェミニに従っているのなら、それ以上の条件を出しさえすればいいと考えたようだ。アリヴィアン四世もまた、平和に慣れすぎてジェミニの内面を軽く見積もり過ぎていた。


    　ジェミニは皇帝付き近衛このえ連隊を武装解除させたのち、アサイウス騎兵連隊を率いて入殿、周囲に廷臣を侍はべらせた皇帝と謁えつ見けんし、反乱の意志がないこと、悪意あるものから身を守るために仕方なく軍を率いてきたことを述べ、皇帝の足下にひれ伏した。


    



    　二十三日、主要新聞社の夕刊が、皇帝が服毒自殺を遂げたことを報じる。


    　庶民は驚きよう愕がくしたが、王侯貴族にそんな記事をうのみにするものなど誰もいない。あの傲ごう岸がん不ふ遜そんなアリヴィアン四世がしおらしく自殺などするわけがない。皇帝がいなくなることで得をする誰かが殺したのだ。そしてそんな人物は帝都にひとりしかいない。しかしいまこの情勢においてその名を口にしたなら、皇帝と同じ道を辿たどらねばならないことも明らかだった。パグラチオン宮殿はすでにアサイウス騎兵連隊によって掌しよう握あくされており、ジェミニがなにをしようとも真実が外部に漏れることはなく、ただジェミニに都合よく捏ねつ造ぞうされた事実が新聞を通じて報道されるのみ。近衛連隊が武装解除された時点で、皇帝の運命は決していた。


    



    　アリヴィアン四世の国葬から五日後──。


    　七月四日、大聖堂にて戴たい冠かん式が執り行われ、ドリンスク教皇は跪ひざまずいたジェミニに加冠、新たなる皇帝アリヴィアン五世を神の名のもとに承認した。


    　大聖堂に詰めかけた五百名の貴族高官たちを目の前に、アリヴィアン五世こと「褐色の皇帝」ジェミニはただ冷めた笑みを口元にたたえ、グレイスランド最大の帝国が自らの足下にひれ伏したことを確認していた。


    　その夜、パグラチオン宮殿「葡ぶ萄どうの間」にて行われた晩ばん餐さん会には、帝国の内外から二千名を超える貴族や芸術家や大商人が押し寄せて、新たな皇帝の誕生を祝った。白地に金糸で皇室紋章を刺し繍しゆうしアーミンの毛皮で裏打ちした大マント、その下に同じく白と金を基調にした紋章衣、頭には黄金の月げつ桂けい冠かん、左手に黄金の錫しやく杖じよう。大おお仰ぎような衣い裳しように身を包んだジェミニは玉座に腰を下ろし、笑いさざめく着飾った人間の波を睥へい睨げいしていた。


    　絶え間なく大貴族や宮廷貴族がジェミニの目の前に跪き、廷臣がひとりひとりの名前と爵位を読み上げる。百名、二百名、三百名……赤い靴への口づけは終わることがなく左から右へ居流れていく。


    　高こう揚ようはなかった。ただどこまでも冷え冷えとしていた。物心ついてから常に冷えていた気持ちは、人生最高の瞬間であろういまになって、さらに凍いてついていた。


    　──早く終わらないかな、これ。


    　錫しやく杖じようを玉座に立て掛け、頬ほお杖づえをつき、ジェミニは白けきっていた。


    　望み通りに戴たい冠かんし、これほど豪壮な式典が自分のために催されていても、冷えた内面にぬくもりは灯らない。


    　長い長い謁えつ見けんが終わり、前帝の近親者たちが皇帝ジェミニを取り囲んで歓談をはじめた。これは彼らが皇帝と同じ高さの舞台に居並んで直接会話ができることを示し、葡ぶ萄どうの間に詰めかけている貴族たちに「格」の違いを伝える儀式だ。くだらない、と辟へき易えきしながらジェミニは別のことを考える。


    　──母さん、いなかったな。


    　もしかしたら、自分を捨てた母親が戴冠したジェミニの前に現れて、媚こびへつらうのではないかと期待していたが、結局現れなかった。聞いた話では六、七年ほど前に、皇帝に飽きられて離宮を追い出され、路地裏へ消えていったそうだ。探すつもりもないが、もしむこうから会いに来たら、イヤミと一緒に錫杖の宝石をひとつ足下に投げつけて拾わせてみたかった。そうしたら少しは気分が晴れたかもしれないのに。


    　皇帝と母親の情事を盗み見て国外追放されてから約十一年が経っていた。いまこうして戴冠し、十一年前は自分のことなど一顧だにしなかった連中がへいこらと跪ひざまずき、または親しげに語りかけてくるのを眺めているが、特に感情に変化はない。楽しくもうれしくもないし、腹立たしいわけでも苛つくわけでも悲しいわけでもない。


    　──つまんないな。


    　しみじみとそう思っていたジェミニへ、先ほどからやたら親しげに話しかけてくる年増女──確か前帝の妹か誰かだった──がいかにも冗談めかして、しかし瞳の奥には真剣すぎるほどの光を宿し切り出した。


    「陛下は独身でございますから早々に皇妃を娶めとられませんと、年ごろの娘を持つみなが浮き足だって大変ですわ。今日もほら、ピサレンコ伯爵令嬢ユリアさま、シジェンコ子爵令嬢ナターシャさま、パグラチオン一の美女といわれるグロヴァ侯爵令嬢アリーナさま……国の内外を問わず、グレイスランド社交界の精髄がフロアにおいでです。気になるかたがおられましたら、どうぞわたくしめに仰おつしやってくださいまし。すぐ目の前にお連れしますから」


    　ジェミニは退屈そうに葡萄の間を見回してみる。


    　言われてみれば確かに、着飾った年ごろの娘たちが群れ集まって、団扇うちわごしにちらちらと玉座のジェミニへ誘うような目線を投げる。ここでジェミニの目に留まって皇妃となれば一族郎党は安泰だから、親たちもなんとかジェミニの目を自分たちへむけさせたい様子。


    　──くだらない。


    　全く興味が湧わかない。自分はこれまで女性に興味を持ったことがない。そういう欲求が少ないか、もしくは全く存在しないかどちらかだ。


    　そのときふと、なぜか、ルカに言われた言葉が脳裏によぎった。


    『自分より大切なひとを見つけろ』


    　ジェミニの眼前から二千名の貴族が消え失うせ、代わりに哀れみの眼まな差ざしでこちらを見下ろすルカが浮かび上がる。


    『それ以外、なにもやるな。エデンなんか倒さなくていいから、自分自身より大切だと思えるひとを見つけて、そのひとのために生きろ。それがお前自身の救いになる』


    　今日はじめて、ジェミニの胸中に感情のともしびが宿る。


    　ひさかたぶりに感じた、この目に見えぬ熱の正体は、憎しみだ。


    「偉そうに」


    　ぽつりとこぼす。え？　と叔母が尋ね返す。


    　──字も読めなかったみなしごが、このぼくに説教するなんて。


    　──そのうえメルヴィルもガヴーも奪いやがって。


    　──裏切り者。ぼくの家来のくせに。


    　憎しみが増幅する。カロルメン台地の皇太子誘拐事件以来、ルカのことを思い出すたび、ジェミニは自分を制御できなくなる。


    　──自分自身より大切な人間？　そんなものが存在するわけがない、偽善者め。


    　心のささやきが、ジェミニの表情に映し出される。このところ全く表情を変えないジェミニがいきなり憎悪を示したことで、叔母がわずかに怯おびえる。


    　──きみは持っているというのかい？　きみ自身よりも大切にできるひとを。


    　記憶のルカに問いかけて、ジェミニはすぐに答えを得る。


    　あぁ、そういえばいたな。


    　──王女ファニア。


    　彼女の評判はここ帝都パグラチオンにまで及んでいる。内側から光り輝くかのように美しく、慈愛と才智にあふれ、戦場では自みずから軍旗を振って味方を励まし、七次に及んだテラノーラ戦役を勝利に導いた稀代の王女ファニア・ガルメンディア。彼女はルカと口づけを交わし、革命の願いを託したという。


    　──ルカ。きみ自身より大切なのが、ファニアだというわけだね。


    　そういえば、あの浮き世離れしたヴラドレンさえも、ファニアの肖像画を見て魂を抜き取られた、という話を聞いたことがある。ジェミニはけだるい目線を、叔母へむけた。


    「ガルメンディア王女ファニアの肖像画を見たい」


    　要望を伝えると、叔母はすぐに表情を輝かせた。


    「あぁ、それは素晴らしいですわ、すぐに持ってこさせます！」


    　廷臣から廷臣へとジェミニの要望が伝わり、十分も経たずにヴラドレンの寝室に掛けられていたファニアの肖像画がジェミニの面前に立てかけられた。


    　薄紫と銀の混ざった長い髪、葡ぶ萄どう色の瞳、肩のあいた葡萄色のドレス。毅き然ぜんとした表情で遠くを見つめる白はく皙せきは、肖像画でありながら光輝を発していた。絵だけでこれなら、実物はきっとこの何倍もの光をまとうのだろう。


    　ジェミニは頬ほお杖づえをついて、はじめてファニアの美び貌ぼうをその目に収める。


    「なるほどね」


    　口の端はに、歪ゆがんだ笑みが浮かぶ。


    　──ルカ。見つかりそうだよ。ぼく自身より大切なひと。


    　──説教されたお礼に、極上の嫌がらせをしてあげる。


    　──きみ自身より大切なひとを、ぼくだけの人形にして弄もてあそんでやる……。


    　ジェミニはぞんざいにファニアの肖像画を指さして、晩ばん餐さんメニューから今夜の一品を選ぶように、叔母へと目線を持ち上げた。


    「これでいいよ」


    　叔母は一瞬呆気あつけに取られてから、ジェミニの言葉の意味を理解し、あああ、と歓喜の雄たけびをあげた。


    



    　†††


    



    　かつては耕作地であったのだろう。この季節になれば麦穂が風に揺れ、きっと村人が総出で収穫に出ていたことだろう。しかしいまここにあるのは、水路は壊れ、地表は雑草に覆われ、働くものもない荒れ地だった。


    　ひとけのない荒野の真ん中に、一軒だけぽつりとつつましい屋敷があった。どこかの貴族の別邸らしく、その一角だけは生け垣も手入れされ、お仕着せの門衛がおり、季節の花が花壇や鉄柵に咲き誇っている。


    　と、鉄柵の門もん扉ぴがひらき、軍服に身を包んだ一団が屋敷を出てきた。カスコート銃を持った十数騎の護衛に守られるのは、白髭ひげをたたえた小柄な老人と、凜り々りしい軍服に身を包んだ女性将校だった。


    　女性将校は硬い面おも持もちで、白馬の手た綱づなを叩く。速歩に移行した一団は粛々と、死に絶えた田園のただなかを行く。


    　初秋の風が長い白銀の髪をかきあげ、葡萄色の瞳に空の青を映し出す。王女ファニア・ガルメンディアは唇を固く引き結び、今日の視察地に関する説明を並走する老人から受けていた。


    



    　ステファノ歴一七九三年、九月十日、ロマンヴィル騎士団領、ランベール地方──。


    



    　屋敷を出て一時間ほど西へ走ったところに、貧しい村があった。


    　着いたとたん、異臭がファニアの鼻を突いた。


    　ぼろぼろの服を着て、顔中が泥や垢あかにまみれ、力なく路上にへたれこんだ子どもにハエがたかっていた。こちらを恨めしそうに見つめる痩やせこけた大人たちはほとんど半裸で、あばら骨が浮き出ていた。


    　家屋と呼べるものはなかった。ほとんどが倒壊しかけか、倒壊していた。住民たちは拾い集めた建材で掘っ立て小屋を作って住んでいた。周辺に耕作地のようなものはなく、このものたちがどうやって生計を立てているのか見当もつかない。


    「六十年前まで、ここは豊かな村でした。本当なら今ごろはあたり一面、青々とした畑にオリーブの実がついていたはず。しかしながら……こうなった原因は、一部の住民が領主に逆らい暴動を起こしたことにあります」


    　傍かたわらを行く家庭教師、ゲバラ侯爵の言葉を聞きながら、ファニアは子どもたちの希望を失った瞳を見る。


    「かつてこの地に君臨した王は寛大でした。暴動を起こした民の訴えを聞き、領主を諌いさめ、税率を下げたのです。暴動はそれで収まりましたが、豊かになった住民は次第に団結し、武器をそろえ、ついに領主館を襲って領主を殺し、王政を離れて住民の代表がこの地を治めることを宣言しました。村からあがった収入は王に納めず、村人全員で分け合うことにしたのです。本来なら王は住民を討ち果たすべきでしたが、この王は優しすぎ、住民の自治を認めてしまいました」


    　痩せこけた母親が、骸がい骨こつのような我が子を胸の前に抱いて、ファニアの馬の足下に身を投げ出した。ファニアは唇を強く噛かむ。施しをしてはならない、とゲバラ候から強く言われているため、素通りする。施せば、彼らは自分の足で立てなくなる。


    「一年もしないうちに、住民の代表同士が内輪もめをはじめました。争いを裁く法もなく、圧倒的な武力を持つものもいないため、内部闘争はいつ果てるともなくつづきました。絶対的な強者がいなかったがために、同じくらいの実力のものが数十年にわたっていがみあい、相手を貶おとしめるためにはかりごとを巡らし、ときに暴力を行使し……やがてここランベールの地は無政府状態となったのです。殿下がいまごらんになっているのはその成れの果て……。心優しい王が住民たちに権力を移譲した結果です」


    　ファニアは返す言葉がない。ただ道に両脇わきに居並ぶ貧民たちの恨めしそうな眼まな差ざしを一身に浴びて、なぜか自分が責められているように錯覚する。


    「優しさは市し井せいの人間の美徳です。ですが王侯は優しくあってはなりません。民を甘やかすことなく、富ませることなく、自身ひとりが絶対的な強者でありつづけることが王侯の義務です。王侯がそうあってはじめて、民は貧しくも平和な生活を営むことができる。王が厳しさを捨てたなら、ガルメンディア王国もまた、このランベールのようになりましょう」


    　ゲバラ候の言葉が、ファニアの胸をえぐる。思想の矯きよう正せいを受けていることはとっくの昔に理解しているが、しかし、この惨状を目まの当たりにすると、かつての自分の考えの甘さも認めざるを得ない。


    「本当に民を思うのであれば、殿下はご自身のお立場を強くすることを考えなければ。絶対的な権力を維持し、武力の行使をためらわぬことが王国の幸せのため、民のためなのです」


    「……理解しているつもりです」


    　それだけ答えて視察をつづけた。


    　胸が痛くて仕方ないが、地にひれ伏して慈悲を乞う母親と痩やせこけた子どもたちから目を背そむけることだけはしなかった。王国をこのようなすがたにすることだけは避けねばならない。そう思えた。


    



    　屋敷に戻ってもゲバラ候の授業はつづいた。授業内容はすべて、王政の成り立ちと法治主義の意義、共和制の失敗例にあてられた。


    　侯爵から解放されたのは午後十時を回ってからだった。


    　湯ゆ浴あみして寝間着に着替え、二階の寝室へ入る。ようやくひと息つけて、ファニアはバルコニーへ出て星空を見上げた。


    　夏の星座のきららかさが、打ちひしがれたファニアの心をそっと慰めてくれる。


    　ウルキオラ暴動から四年──。


    　あれ以来ファニアは王都ラランディアを離れ、入れ替わり立ち替わり現れる家庭教師と共にグレイスランド全域を旅していた。


    　王都ラランディアにファニアの居場所はなかった。


    　ウルキオラ暴動の首謀者ルカ・バルカを牢ろう獄ごくから逃がそうとし、革命をそそのかしたうえ口づけまで交わした一件は、またたくまにグレイスランド全域の王侯貴族へ噂うわさが広まり、ファニアの評判は地に落ちた。毎日毎日、国の内外から数十点も送りつけられていた王侯貴族の嫡ちやく男なんの肖像画はぱたりと消え失うせ、代わりにファニアのふしだらさを揶や揄ゆするビラが街中や劇場や王宮の壁に貼り付けられた。宮殿内でファニアが通り過ぎたあとには、必ず貴族たちのひそひそ話と忍び笑いが航跡を広げ、ルカとの噂は日が経つほどに尾ひれをつけた。


    　ガルメンディア王は、激怒どころか失望した。


    　王のひと声でファニアは王位継承一位から二位へ降等し、ファニアの代わりに王の弟であるクラウディオ枢すう機き卿けいが継承順一位となった。さらに王はファニアに大勢の家庭教師を帯たい同どうさせてグレイスランド全域を視察させることにした。かつて住民が自治を試み、失敗した街や村だけが視察の対象として選定され「ゆっくりと王から民へ権力を移譲させるべき」とするファニアの思想を矯正することが目的とされた。


    　以来、四年。


    　ゼノビア都市連合からリヴァノヴァへ渡り、ウェイステッドランドを巡ってから、取って返してテラノーラ、それからロマンヴィル騎士団領……。特に悲惨な地方だけを選定して巡る旅は常に沈ちん鬱うつで、心が晴れるときなどなかった。自分の思想の矯きよう正せいを目的とすることがわかっていながら、旅をつづけるほど、ファニアは気持ちが変化していくのを感じていた。


    　いま──。


    　こうしてベランダで星を見上げながら、ファニアは静かに、ルカのことを想っていた。


    　星くずの下、かつて交わした約束の言葉が耳に舞い戻る。


    『革命を率いてください、ルカ・バルカ。この国を救うために。わたしと敵対する道を選んでください』


    『ここで死ぬことは許しません。あなたは革命を率いて、わたしは王政を守って、いつか時代の転換点で会うのです、無駄な血を流さないために』


    　四年前、十七歳のファニアが告げた言葉。二十一歳になったいま、改めて振り返って、なんという大それた夢を見たのかとかつての自分を諌いさめたくなる。


    　──子どもだった。


    　──見た夢が幼すぎた。


    　──あの約束は世界を破壊してしまう……。


    　今日この目で見たあの村の惨状が王国中にひろがることだけは、なんとしても避けねばならない。そのためにはルカが革命を起こしたとき、ファニアが王政の中心にいなければならないのだが。


    　──もはやわたしは、その立ち位置を失っている……。


    　皮肉にもルカと交わした約束が諸もろ刃はの剣つるぎとなり、ファニアを王位継承一位の座から失墜させた。いまやファニアは王政を守るどころか、誹ひ謗ぼう中傷の的であり、表舞台で使い道もない王政の足手まといだ。ルカが約束どおり革命を起こしたとしても、ファニアは受けて立つこともできない。


    　──王政を守るすべが、わたしにはない……。


    　無力感に苛さいなまれる。なにもできない自分が歯がゆくて、情けなくて、ルカに申し訳なくて仕方ない。


    　ルカがリヴァノヴァ帝国に渡り、連隊を率いて活躍していることは、年に一度なじみの商人に届けてもらう「東方軍広報」を通じて知っている。ルカはもはやリヴァノヴァ帝国でも名の知れた連隊長であり、ガルメンディア王国でもテラノーラ戦役とウルキオラ暴動で活躍した「悲劇の英雄」として舞台劇が開催されるほど人気がある。


    　この四年、ルカは昇る一方で、ファニアは落ちる一方だった。


    　ルカが王国に戻れば大変な人気者となるだろうが、ファニアが戻れば「淫売王女」として軽けい蔑べつと嘲ちよう笑しようが送られるのみ。いまのファニアは毎日毎日、家庭教師に論破され、思想を矯正させられるだけの役立たずだ。


    　──わたしの役割は、まだ、なにかあるのだろうか……。


    　星に尋ねた、そのとき。


    「殿下っ!!」


    　切ない無想は、いきなりの執事の声で破られた。驚いて振り返り、ドアをあける。


    　初老の執事が珍しく表情に喜びを映し出し、勢いこんで告げる。


    「た、たったいま、本国から使者が訪れましたっ！　早急にお着替えを！」


    　同時に背後から侍じ女じよ三名が現れ、慌てた様子でファニアの寝間着を脱がせにかかる。


    「なにごとです、あわただしい」


    「素晴らしい、素晴らしいしらせですぞ、わたしはもううれしくてうれしくて……！」


    　ファニアが子どものころから付き従っている執事は感涙にむせている。このひとがこれほど喜んでいる様子を見たことがない。ファニアはともかくイブニングドレスに着替えて、謁えつ見けん用の大広間へ入った。


    　ほどなく応接間につづく扉から燕えん尾び服ふくの使者がうやうやしく現れて、ファニアの面前に跪ひざまずいた。挨あい拶さつの言葉をひとしきり並べたのち、ガルメンディア王の書状を読み上げる。


    



    「朕ちんは神聖リヴァノヴァ帝国皇帝アリヴィアン五世陛下と、ガルメンディア王国第一王女ファニア・ガルメンディアの婚姻を承認する。第一次結婚式は花婿むこの代理人を立てガルメンディア王国にて行い、花嫁を引き渡したのち、第二次結婚式をリヴァノヴァ帝国にて行う。その期日は両国代表団による話し合いを以もつて決定する。


    　ステファノ歴一七九三年八月三十日　ガルメンディア王　ファディ」


    



    　ファニアはひじ掛け椅い子すに座ったまま、短い書状の内容を受け止めた。


    「おめでとうございます、殿下！」「殿下はジェミニ皇帝の皇妃となられるのです、これ以上の吉報はございますまい！」「王国中が歓喜に湧わきます、王国と帝国が婚姻で結ばれたなら、グレイスランドは今後百年安泰であります！」


    　家庭教師も側近たちも口々に快かい哉さいを叫ぶなか、ファニアだけが表情を変えない。


    　徐々に顔から血の気が引いていく。知らず、手の先がぎゅっとひじ掛けを掴つかんでいた。


    　王侯の結婚は国家戦略であり、本人の意志は関係ない。父王が承認したなら王女は言われた先へ嫁ぐ。それ以外の選択肢はない。グレイスランド百年の平穏のために、私心を捨て、この身を国家に捧げることが王族のつとめだ。


    　そんなことなど、ファニアはとうの昔に了解している。この身体は自分自身のものではなく、ガルメンディア王国の保有物。だからいつかこんな日が来るであろうことは、常々覚悟していた。


    　それなのに。


    　──ルカ。あなたに会いたい。


    　ファニアの心が、意志の制御を越えてささやく。


    　──ひとめでいいから。会いたいよ。ルカ。


    　星座を折り重ねていたファニアの瞳からゆっくりと輝きが失われ、最後に残った光がひとすじ、流れ星みたいに頬ほおを伝った。
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